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　──まるで小さな弓の姫のようだ。

　誰だれが最初に言いだしたのかは分からない。しかし、自在に弓矢を扱う少女への惜おしみない称しよう賛さんの言葉は、いつの間にか彼女の異い名みようとして定着していた。

「──小しよう弓きゆう姫き」

　扉とびらにへばりつくようにしている驪り珠しゆの姿を認め、飛ひ龍りゆうは細い肩を叩たたいた。驪珠は肩を揺ゆらして勢いよく振り返る。そして黒い瞳に飛龍の姿を映し、息を吐いた。

「びっくりした。飛龍さま、どうしたの？」

「どうしたの、じゃありませんよ。小弓姫こそどうしたんですか」

「ええと、中で天てん正せい将軍がお客さまと話していて……」

　──天を正す将軍。

　自らをそう名乗り、飛龍の父は黒こく竜りゆう党とうと呼ばれる宗教集団を率ひきいている。

　かつて王位争いで国政が乱れた折、彗すい星せいのように現れたのが黒竜党だった。

　今こそ竜が空へ昇る時である──。水すい神じん、農のう耕こう神しんである竜を象しよう徴ちようとし、自らを天界から遣つかわされた竜の化け身しんだと名乗る道士たちを中心に作り上げられた黒竜党は、水害や凶きよう作さくに喘あえぐ人民の心を瞬またたく間に摑つかんだ。まるで仙せん界かいの術のような不ふ思し議ぎな業わざを使い人々を幇ほう助じよせんとする道どう士したちは歓迎され、国のあちこちに竜を祀まつる祠し堂どうもできた。

　それから十余年。

　王が病やまいに倒れたために、再び王座を巡めぐって対立が始まった。激化こそしていないものの、早くも市し井せいにその影響は出始めている。天を正そうと官軍と対立を始めた黒竜党は、今では国こく賊ぞくとして〝黒竜賊〟と称されるようになっていた。

「……ちょっと訊ききたいことがあって、終わるのを待っているの。別に、盗み聞きしてたわけじゃないんだから！」

　そう言って誤魔化すように笑った驪珠は十一歳。天正将軍が、跡取りである飛龍の婚約者としてどこからか連れてきた娘だった。

『お前の婚約者だ。驪珠、という』

　そう言って父親が嬉うれしそうに赤子を見せた時、飛龍はまだ三歳だった。けれど、今でも鮮せん明めいに思い出すことができる。拾われてきたのかさらわれてきたのかも定かでない生後間もない赤子は、天正将軍の腕の中で安らかに眠っていた。

　驪珠という名前も誰がつけたのか飛龍は知らない。けれど驪り竜りゆうの珠たま、つまり黒き竜の持つ玉を意味する名前を持つ彼女は、名が示す通りに黒竜党の秘宝として周囲に慈いつくしまれながら健すこやかに成長した。

　そんな少女に弓の才能があることが判明したのは二年前。以来彼女は時折乞こわれて戦陣に立ち、小こ競ぜり合あいの際に敵陣の足止めをするようになっていった。

　針の穴を通すかのような正確な射弓は多くの党員を救い、今では誰もが驪珠を「跡取りの婚約者」とは違う見方で敬うやまっている。

　小弓姫という名前が仲間内はおろか一般の人々の間にも流る布ふしている今、黒竜党の秘宝だった少女は、守護神として、黒竜党の象徴的存在へと変化を遂とげていた。

「訊きたいことというと？」

「昨日のこと、なんだけれど」

「昨日は確か……」

　呟つぶやいた飛龍の頭の中で、昨日の策が急速に展開されていった。

　父、天正将軍のように妖あやしげな術に秀ひいでているわけでも、驪珠のように戦いの面で秀でているわけでもない飛龍だが、幸いなことに頭脳は人よりも遥はるかに秀でていた。たとえ術が使えずとも、飛龍が黒竜党の跡取りとして立つことに誰も異を唱となえないほどに。

　その才故ゆえに飛龍は今、若年ながら軍師たちに交じって後方で活躍をしている。当然、これまでの戦闘の詳細もすべて頭に入っていた。

「柳りゆう家に夜襲をかけましたね。──何か、問題でも？」

「……天正将軍がね。私を驪珠と呼んだの」

「名前で……？」

　飛龍は言葉につまる。それは、確かに妙なことだった。

　驪珠のことを小弓姫と呼ぶのは、天正将軍も同じだ。それどころか彼は誰かが呼び始めた頃から面おも白しろがって、率先して呼んでいた節ふしがある。なので、彼がわざわざ驪珠と名を呼んだのならば、何か理由があるに違いなかった。

「私はいつものように少し離れた場所で援護をしていたの。そしたら──」

「──そしたら？」

　飛龍は膝ひざを曲げ、言い淀よどんで俯うつむいてしまった驪珠に視線を合わせる。そのまま優しく先を促うながすと、驪珠はわずかな逡しゆん巡じゆんを見せた後、まっすぐに飛龍の碧あおい目を見つめてきた。

「柳家の、奥さんたちがいる場所に呼ばれたわ。そして、将軍に驪珠って呼ばれたの。──そしたら、一人が驚いた顔をしたかと思うと急に泣きだして」

　驪珠に手を伸ばしたところで天正将軍に首を刎はねられた。

　その時のことがどうにも気になっているのだと、驪珠は話を締めくくった。

「飛龍さま。あの人は、私のこと、知っていたのだと思う……？」

　飛龍を見上げる瞳が不安げに揺れている。

　その不安は驪珠が己おのれの出自を知らないから生まれたものだということを、飛龍はよく分かっていた。それ故に、何と言っていいのか言葉が浮かばない。

　それでも何か言わなくては。──そう思って口を開いた瞬間、扉ごしに呵か々か大たい笑しようする野太い声が聞こえてきて、飛龍は思わず喉のどまで出かかった言葉を飲み込んだ。

「よくぞやってくださった。あの目め障ざわりな柳家が途と絶だえれば怖いものなどない。我が孫そん家の繁はん栄えいは決まったようなもの」

「いいえ。こちらにも利があったからこそやったまで。──そちらこそ例の件はお忘れなく」

　声の一つは聞き慣れた父親のものだが、いつになく機き嫌げんが良いように思われた。客人の笑い声もまだ続いている。

「……孫家と柳家。どちらも古くからの名門ですね。それぞれ違う王子の後こう見けんに立って対立しているんですよ。第二王子の生母は孫夫人ですし」

　不ふ穏おんな内容に及び腰になっている驪珠に、飛龍は淡たん々たんと告げた。

　国賊とされている黒竜党の力を借りてでも、孫家は柳家を排はい除じよしたかった。──柳家は、それほど孫家にとっては嫌いやな家柄だった。

　とにかく、話はまだまだ終わりそうにない。飛龍は一度その場を離れようと驪珠の背に手を添える。──が、扉を通してもよく聞こえる愉ゆ快かいそうな声に凍こおりついた。

「──そういえば聞きましたぞ。貴殿もいい趣味をされている。実の母が殺される現場を娘に見せたとか」

「これはお耳が早い。あの時の母親の顔は素す晴ばらしかった。何も知らない小弓姫との差がまた何とも」

　──母親？　驪珠の？

　どういうことだ、と飛龍は困惑する。それは驪珠も同じ──否いな、飛龍以上だった。

「飛龍、さま……」

　細い声にはっとなり飛龍は視線を戻す。驪珠は真っ青な顔をして、縋すがるような目で飛龍を見上げていた。噓うそだと言ってほしいと、動揺する瞳が語っている。

　飛龍の手には小こ刻きざみな震ふるえが伝わってきた。弓をしっかりと胸に抱き込み必死に平静を保たもとうとしていたが、勢いあまって折ってしまうのではないかと思えるほどに腕に力がこもっているようだ。

　──噓ならいい。

　つけられた二つ名の通りにあろうと常つねに弓を携帯し、同時にとても大切にしている驪珠らしからぬ様子に、飛龍は切実に思った。自分たちの立ち聞きに気づいた父の、性た質ちの悪い冗じよう談だんであれば、と。

　しかし飛龍の願いに反して話はどんどん進んでいく。

「柳家の長女が驪珠と名付けられた。その話を聞きつけて、すぐさまさらって──」

　愉快そうに語る客人の言葉が最後まで続くことはなかった。

　何の前触れもなく開け放たれた扉。そして中心にいる驪珠の姿に驚いた彼は、ぎょっとした顔で腰を浮かす。

　待て、とかろうじて理性が残っていた飛龍は驪珠を止めようとする。しかし驪珠は普段では考えられないほどぞんざいに飛龍の手を振り払った。小さな背には今まで見たことのない怒りと混乱が見てとれて、声をかけることを躊躇ためらわせる威い圧あつ感かんを放っている。

「あの人は、私の母さまだったの？」

　静かな驪珠の問いかけに、天正将軍はふいと目を逸そらした。驪珠は唇くちびるを引き結ぶと流れるような動作で弓を構える。そして次の瞬間には慣れた動作で矢じりの先を、苦虫を嚙かみつぶしたような顔をしている天正将軍の額ひたいに向けた。

「ねえっ……！」

　驪珠の顔が歪ゆがむ。いつもなら構えたら微び動どうだにしない手も、今日この時に限ってはがくがくと震え、狙ねらいが定まらずにいた。

　矢を放てずにいる驪珠の隙すきをつき、天正将軍は無言のまますっと手を宙ちゆうに伸ばす。驪珠が反射的にその手を目で追う姿を見て、飛龍は顔色を変えた。

「小弓姫、見ては駄だ目めです！　──父上！」

　必死の叫びも空むなしく、驪珠はすでに天正将軍の術中にはまりかけている。幻術と巷ちまたで言われているそれの正体が何なのか飛龍には分からない。ただ確かなのは、驪珠の動きを止め意思を奪うことなど簡単にできてしまうということだ。

　飛龍はこの時ほど機き敏びんに動くことができない自分に苛いら立だったことはなかった。身をていして驪珠を庇かばうことも、天正将軍の動きを阻はばむことも叶かなわず、ただ必死に声を上げる。

「小弓姫！」

　けれどもう飛龍の声は驪珠に届いていない。驪珠は天正将軍の傀儡くぐつとなる──はずであった。

「なっ……」

　目の前を銀色の閃せん光こうが駆かけ抜ける。その後、瞬く間に繰り広げられた光景に飛龍は絶句した。

　先ほどまで驪珠を操ろうとしていた天正将軍は床に沈んでいた。騒ぎに驚き、壁に張り付いていた客人もしかりだった。一瞬の出来事。そう表現するしかない。一呼吸の間に磨みがかれた床に紅あかが広がっていく様さまを見て、飛龍はようやく現実を認識する。

　そしてその脇に、闇やみ色いろの装しよう束ぞくを着込んだ小柄な人影が立っていた。

　そう、全身闇色だった。けれど唯一露あらわになっている一つに束たばねられた髪は銀色で、さして長くはなかったが、まるで闇夜に燦さん然ぜんと輝く月のような存在感を放っていた。

「孫家と黒竜賊の癒ゆ着ちやくをつかめればと思っていたが、思わぬ収穫だったな。天正将軍と小弓姫が仲なか違たがいとは、丁度いい」

　しげしげと驪珠を見ている顔の半分は覆ふく面めんで隠れていて、声もくぐもっている。だが男、それも自分とほとんど歳の変わらぬ少年だろうと、飛龍の直感が告げていた。

「何者だ!?」

　厳しい声を上げると、少年は睨にらんでいる飛龍を一いち瞥べつした。覆面の下で笑みを浮かべた気配がする。

「昊こう天てん、と呼ばれている。──黒竜賊を壊かい滅めつさせ、小弓姫を奪だつ還かんする者だ」

　言うが早いか少年は飛龍の後ろに回った。しまった、と振り返り相手の袖そで口ぐちから覗のぞく暗器の鈍にぶい光を確認した刹せつ那な、飛龍は首の後ろに感じた痛みと共に意識を失った。
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　柳りゆう家の滅めつ亡ぼうと孫そん家の失しつ墜ついにより王位争いに終止符が打たれ、なし崩くずしに第三の王子が即位してから五年が経たつ。節ふし目めの年ということで祭りが開かれている城下の街は人が溢あふれ、いつにもまして騒がしかった。

　かつて国一番の将軍としてその名を轟とどろかせた祖父仲ちゆう毅きを慕したって、驪り珠しゆの家には連日のように人がやってくる。武人を志こころざすだけあって皆筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした者たちばかりで、驪珠はこれ以上暑苦しい存在はないだろうと思っていた。が、今日街を包み込む熱気はそれすらも凌りよう駕がするものがある。

　驪珠は照りつける日差しと熱気を避けるように建物の壁にもたれかかった。息が上がる。そして何より暑い。これなら屋敷にいた方がましだった、と驪珠はすべての元げん凶きようである従兄いとこを睨にらみつけた。

「兄さまの、馬ば鹿か！」

「ななな何を言うんだよ、驪珠」

「何をじゃないわよ。兄さまこそ、一体何を言いふらしてるわけ？」

「そりゃ、お前がいかに美人かを──」

「──兄さまの、馬鹿！」

　驪珠がもう一度繰り返すと枢すう昱いくはこの世の終わりのような顔をして棒立ちになった。驪珠はため息をつく。そしてぷいと視線を外はずすと、枢昱を置いて、人ごみを縫ぬいながらすたすたと歩き始めた。

　姓は柳、名は驪珠。名門柳家の娘であるが、一族を国こく賊ぞく、黒こく竜りゆう賊に滅ほろぼされてしまった。その際に驪珠は奇き跡せき的てきに黒竜賊の手から逃のがれ、今は生母の実家である趙ちよう家に引き取られたものの、目の前で家族を失った衝撃からすべての記憶を失ってしまった──という設定で、驪珠は今、平へい穏おんな日常を送っている。

　いや、送っていたのだが、今現在に限っては、まったく平穏とは言い難かった。

「驪珠、待て！　誤解だ！　話せば分かる！」

　我に返った枢昱が慌あわてて追いかけてくる。王宮に仕つかえる武官。それも都みやこの警備を担当する花形部署にいる彼は将来を嘱しよく望ぼうされる若手将校の一人だ。本人は家名の力だといって苦く笑うが、驪珠は彼の一挙一動にほとんど隙すきがないことを知っている。

　ちらり、と驪珠はあっという間に横に並んだ枢昱を見上げた。

　高い身長。精せい悍かんな顔つき。鍛きたえあげられた身体からだ。身内である驪珠から見ても格好いいと思える彼は、日々王都を馬で駆かけ回っているので知名度も高く、そして何より女性に人気があるらしい。

　しかし本人は黄色い声を上げる女性たちなど見向きもせずに、自分の従妹いとこがいかに素す晴ばらしいかを毎日毎日飽あきもせずに語っているのだという。おかげで驪珠は今日、「あれが噂うわさの」という言葉を何十回と聞く羽は目めになったのだ。恥はずかしいことこの上ない。

　今も枢昱の追っかけや知人をようやく振り切ったところだった。

「話せばって？　私、ものすっごく疲れたんだけど」

「この程度で疲れるなんて、寝不足か？　ああ、大丈夫。言わなくても分かるさ。俺と出かけるのが楽しみで寝られなかったんだろう？　俺もそうだよ。驪珠と二人で手をつないで出かける日をどれだけ待ち望んでいたことか！」

「…………」

「三日前から楽しみで楽しみで。部下にも上司にも主しゆ上じようにも『これが俺の驪珠です』って見せびらかしたい気分だったんだぞ。そりゃ、驪珠は美人だから変な虫がつく可能性もあるけど。でも驪珠！　お兄ちゃんが全力で守ってやるからな！」

「……辞じ世せいの句くは、それでいい？」

　驪珠はにっこりと笑いながら、枢昱が佩はいている剣に手を伸ばした。
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　趙家に引き取られた後。小しよう弓きゆう姫きという弓の印象から少しでも遠ざけようと、仲毅は驪珠が弓を触ることを禁じ、代わりに剣を学ぶことを推すい奨しようした。

　五年経った今、武芸の筋が良かった驪珠はそれなりに剣を使えるようになっている。枢昱や仲毅、もしくは彼の門下生と模擬戦をするのみなので、実戦でどれほど使えるかは疑問であるが、驪珠の腕を知っている枢昱は顔を強こわ張ばらせて無意味な弁解を始めている。

　それらを右から左に聞き流しながら驪珠はわずかに顔を曇くもらせた。

　枢昱は驪珠に異常なまでの愛情を注そそいでくれる。けれど、それはすべてを失った可か哀わい想そうな従妹に対して向けられているものなのだ。

　──違うのに。

　驪珠は唇くちびるを嚙かむ。

　親兄弟を殺され、その現場を目撃したのは事実だ。しかし驪珠は被害者の側からではなく、黒竜党の小弓姫として加害者の側から一連の光景を見ている。

　──兄さまに優しくされる理由なんて、ないのに。

　喉のど元まで出かかりながらも言えずにいる、引き取られてからの五年間。驪珠の胸の内にはただ、罪悪感のみが募つのっていた。

　驪珠の設定は、事情をすべて知っている祖父が作ったものだった。

　あの昊こう天てんという少年が現れた時、驪珠は彼の名乗りを聞いた後すぐに意識を失った。そして次に目を開けた時は、すでに趙家に連れてこられていたのだ。

『これは不幸な事故だ。いいから全部忘れてしまえ。忘れて、新しい人生を歩めばいい』

　なぜかもうすべての事情を了解していた仲毅は、老いてなお逞たくましい腕で驪珠を抱きしめながらそう言った。そして急きゆう遽きよ作り上げた設定を驪珠に話し、その設定を通すことを命じた。

　それが、小弓姫が死に、柳驪珠が誕生した瞬間だった。

「分かった。俺が悪かったから、機き嫌げん直してくれよ、な？」

「はいはい」

「はいはいって……。あ、驪珠、ちょっと待て」

　え、と驪珠が立ち止まると、枢昱は露ろ店てんからひょいと簪かんざしを一つとり、驪珠の髪に挿さした。売り物なのだ。驪珠は反射的に簪を抜こうと手を伸ばしたが、枢昱はそれを押しとどめた。非難の眼まな差ざしを向ける驪珠に軽く笑いかけ、店主から鏡を受け取り手渡す。

　驪珠は渋々鏡を覗のぞき込んだ。憮ぶ然ぜんとした表情の見飽きた顔が映り込む。

「似合ってるぞ」

　枢昱は驪珠の後ろから鏡を覗き込むと簪の位置を丁寧に調整する。簡素に結われた藍あい色いろがかった黒髪に、枢昱が選んだ色いろ鮮あざやかな簪は確かによく映えていた。

「嫌いか？」

「そんなことはないけど」

「じゃあ店主、これをもらおう」

　言うが早いか枢昱はお金を払ってしまう。毎度、という威い勢せいの良い声に驪珠は慌てた。

「に、兄さま！」

「ん？　他に欲しいものでもあるか？　それ、地味って言ったら地味だからな。そのくらいの方が驪珠の良さが引き立つと思ったんだが。──勿もち論ろん、どんなものでも驪珠には似合うぞ！」

「そうじゃなくて！　だってつける機会なんてないんだから、勿体ないわ」

　仲毅は驪珠が屋敷の外に出ることを好まなかった。黒竜党と驪珠が接点を持つ可能性を、ことごとく排はい除じよしたいのだ。

　家族と記憶を失った哀あわれな孫娘に対し必要以上に過保護になっているのだと、枢昱を含め世間の人は解釈している。驪珠の過去が過去なので、多くの人が勝手に納得し、特に奇き異いの目で見られることはない。

『その話をすれば、驪珠の嫌いやな記憶がよみがえるかもしれないから』

　仲毅の一言で、趙家では驪珠の前で黒竜党の話をすることは禁きん忌きとなった。枢昱も、使用人も、門下生も、すべての者が驪珠の前では口を閉ざす。だから驪珠は今、黒竜党の残党──特に飛ひ龍りゆうをはじめとする幹部たちがどうなっているのかまったく知らない。

　──だけど、彼らが無事なら気づいてる。あの襲撃に生き残りがいたなんてありえない。

　いるはずのない生き残り。

　死亡が確認されぬ小弓姫。

　柳家の襲撃に自身が参加していたからこそ断言できるし、黒竜党がこの二つを結びつけられないほど無能な集団ではないことを、驪珠はよく知っていた。

　だから、仲毅は家から出さないことで驪珠を守っているのだ。力を失った黒竜党が容よう易いに手を出せるほど、武の名門、趙家の守りは甘くない。

　本当なら今日も、いくら祭りが開かれているといっても外に出かけられるはずはなかったのだ。それが叶かなったのはひとえに枢昱の頑張りのおかげだった。

『一人で外に出したくないのは分かるさ。でも俺とならいいだろう？　爺じいさんにはまだ及ばないかもしれないけど、俺だってもういっぱしの武官だ。驪珠一人くらい守れる』

　そう言いきった枢昱は祭りの警備で忙しいはずなのに無理やり休みをもぎ取った。それ自体が武官としてあるまじき行為だと仲毅は文句を言ったが、口論の末、渋々驪珠の外出を許した。

　本当の事情を知らない枢昱には強く言いにくい部分もあったのだろう。枢昱から絶対に離れないようにと散々言い含められた末、驪珠は久々に屋敷の外に出た。

　だが次の機会が訪れる保証などないのだ。

「屋敷の中で着飾っていたって空むなしいだけなんだからね」

　言って、驪珠は自分の格好を見下ろした。

　動きやすく可愛かわいらしく、また夏らしい装よそおいは枢昱が仕立てさせたものだ。あまり表に出ない驪珠は流行に疎うとく関心もないのだが、枢昱は違った。日々街中で乙女おとめたちを観察している彼は、そこから流行を学び、暇ひまさえあれば土産みやげと称して服や装飾品を驪珠に買ってくる。皆一様に似合っていると褒ほめてくれるのだが、誰に見せるわけでもないので、もう少し簡素なものを着たいというのが正直なところだった。

「また連れ出してやるよ。──俺が」

　しかし枢昱は屋敷の外に出られない驪珠の不満と受け取ったらしい。自じ嘲ちようめいた笑みを浮かべる驪珠に、枢昱は低い声で告げた。

「俺が、守ってやるから。あの偏へん屈くつじじいに文句なんて言わせない」

　続けられた言葉は神聖な誓ちかいのようで、驪珠は言葉につまった。勿論外に出たい気持ちはあるが、祖父の気持ちが分かるから、異を唱となえるつもりなどないのだ。

「私は兄さまに──」

　守ってもらう価値などない。その言葉を驪珠は必死に飲み込んだ。

　言ってしまえばきっとすっきりする。けれども枢昱と今まで通りの関係は築けないだろうと思うと、とても言えなかった。

　──きっと、耐えられない。

　騙だましていたのかと、枢昱の責める顔が脳のう裏りをよぎる。これだけ優しくしてくれる従兄に、失望の眼差しを向けられたくはなかった。

「──兄さまに、何も返せないわ」

　代わりに無難な答えを返した際の何かに耐えるような顔を見て、枢昱は驪珠の頭をなでる。優しい手つきに胸が痛み、驪珠は無意識のうちに胸元を握にぎりしめた。

「そんなこと考えなくていいんだぞ？　兄は妹を守るもんだろう？　もう少し、頼ってくれてもいいんだ。可愛い驪珠のためなら、俺は火の中でも水の中でも飛び込んでいけるんだからな！」

「勿論、頼りにしているけど」

　本当にどこでも迷わず飛び込んでいきそうな雰囲気に笑みを浮かべて返すと、枢昱は少し寂さびしそうな顔で笑った。驪珠はその表情には気づかないふりをする。

　言いたいことがあるはずだった。けれど枢昱は何も言わずにいてくれる。その優しさに、驪珠は甘えていた。

「兄さま──」

「──枢昱さま！」

　驪珠の呼びかけに優しい表情を向けた枢昱は、次の瞬間割り込んだ声にげんなりした顔をした。驪珠の視線に気づきすぐに表情を正したが、ばっちりと変化を目撃してしまった驪珠はくすりと笑う。

　声をかけてきたのは一人の兵士だった。枢昱が普段袖そでを通しているのと同じ、都の警備をする者だけに許された煌きらびやかな装いをしている。

「何の用だ」

　驪珠との時間を邪魔されたせいか、はたまた驪珠に笑われたせいか、枢昱はひどく不機嫌そうな声で問うた。近寄ってきていた兵士が身の危険を感じたのか足を止める。

「兄さま」

　驪珠が小声で諫いさめると、兵士は驚き、弾はじかれたように視線を移した。

「兄さま？　もしや、この方が噂の……」

「そうだ。可愛いだろう？　──駄だ目めだぞ。欲しいと言っても絶対にやらないからな！」

「に、い、さ、ま！」

　きっと火か急きゆうの用があるに違いないのに、このままでは延々と従妹自慢が始まりかねない。驪珠が袖を引っ張ると、枢昱は観念したように笑った。

「ああ、分かったよ。──それで、何があった？」

　枢昱の顔がでれでれとした顔から凜り々りしい武官の顔に変わる。後者を見慣れていない驪珠はその切り替えに一瞬胸を高鳴らせた。これは確かに、若い娘たちが黙だまってはいないだろう。

「はっ。祭りに乗じて賊が出たようです。来ていただけませんか？」

「俺は休暇中だ」

「承知しておりますが……」

　兵士はわずかに言い淀よどんだ後、枢昱の耳元に口を寄せる。

「黒竜賊の残党を名乗っておりまして。是非、枢昱さまに指揮を」

「黒竜賊だって？」

　枢昱がはっと驪珠を見る。小さいながらもしっかりと聞こえた名に、驪珠は唇を引き結んだ。

　──黒竜、〝賊〟。

　趙家に引き取られて以来──実に五年ぶりに聞く名前だ。しかし耳に馴な染じまない賊ぞく徒ととしての呼称は、驪珠の胸に予想以上に重く沈んだ。

　──何を動揺してるの。分かってたことじゃない。

　枢昱は朝廷の武官で、黒竜党を討とう伐ばつした側の人間なのだ。

　だが、党員の間では守護神ともてはやされた小弓姫も枢昱にとってはただの──いや、むしろ性た質ちの悪い賊徒なのだと考えると、無性に悲しかった。

「兄さま、行って」

　短い沈ちん黙もくの後、先に口を開いたのは驪珠だった。

「行って。それが兄さまの仕事でしょう？」

「だが驪珠を置いては行けない。爺さんにも言われてる」

　困惑する枢昱に驪珠は首を振る。そして、馬鹿の一つ覚えのように繰り返した。

「行って。私は、大丈夫だから」

　──兄さまと一緒にいるのは危ないわ。

　もし枢昱と一緒にいる時に黒竜党の者と遭そう遇ぐうしてしまったら──。

　枢昱は驪珠が小弓姫であるという真実に辿りついてしまうかもしれない。それは、いけないことなのだ。驪珠と仲毅がひたかくしにしてきたことが明るみに出てしまうのだから。

　でも、と驪珠は袖の下で手を握りしめた。

　気づいてほしいと願う気持ちが心のどこかにあった。柳驪珠である自分と、小弓姫である自分。そのどちらも受け入れてくれる存在を、驪珠は無意識のうちに探していた。

「手遅れにならないうちに、早く。──私、ちゃんと一人で帰るから」

　自分の考えを打ち消すように驪珠はきっぱりと告げる。

「今日は残念だけど……。兄さまが、また連れ出してくれるんでしょう？」

「驪珠……」

　枢昱は眉まゆ根ねを寄せて、笑いかける驪珠と急せかすように見守っている兵士を交互に見る。そして、ゆっくりと頷うなずいた。

「分かった。──お前は蒼そう天てんの屋敷に行け。すぐ近くだから、うちに帰るより安全だ」

「蒼天……？」

　それは誰だれだと言いかけ、驪珠はその人物が枢昱の友人であることを思い出した。

　枢昱とは古くから親交がある若手の文官らしい。ただ、その交友を仲毅が快こころよく思っていないらしく、滅めつ多たに話題にのぼらないので驪珠も存在程度しか知らなかった。

「青せい蒼天だ。あいつの話は、前にしたことがあるな？」

「……確か、私と同じ年頃の妹がいるって」

　もともと驪珠はその妹の話を通じて蒼天のことを知ったのだ。

　蒼天の妹は闊かつ達たつで男装を好むのだという。武芸も嗜たしなむとかで、会えば驪珠と気が合うだろうにと枢昱が言っていた。

　そしてそのまま蒼天の話になったのだが、すぐに仲毅の不興を買って話が途切れたので驪珠はそれ以上詳しいことは知らなかった。だが男装の妹の話はとても印象的だったので記憶に引っ掛かっていたようだ。

「俺の名前を出せば入れてもらえるはずだ。すぐに迎えに行くからあいつの屋敷で待っていろ」

　枢昱は簡単に道順を説明する。分かったと驪珠が頷いたのを見ると、枢昱は吊つっていた剣を突き出した。

　無意識のうちに受け取った驪珠の手に、真剣の重みが加わる。

「一応持っていろ。驪珠には少し重いかもしれないが、使えるだろう？　万が一のためだ。──それに」

　本当はそんなものを持たせたくはない。そう瞳で雄ゆう弁べんに語りながらも、枢昱は早口に続けた。

「見る者が見れば俺の剣だと分かる。何かあったら、それを兵士に見せて俺の従妹だと名乗れ。命にかえても守ってくれるはずだ」

「兄さま……」

　驪珠は枢昱の剣を握りしめる。

　枢昱が武官になった際に仲毅が誂あつらえたそれは、王族が持つ剣にも劣おとらないものだ。枢昱自身、とても大切にしているのを驪珠はよく知っている。

　それを預けてもらえることは、とても嬉うれしかった。──が。

「従妹だと名乗ればって、だから一体、いつも何を言いふらしてるのっ!?」

「気にするな。──気をつけてな」

　枢昱さま、と背後で兵士が急せき立てている。枢昱は驪珠の頭を愛いとおしそうになでてから、身を翻ひるがえして兵士と共にその場を後にした。

　驪珠はじっとその後ろ姿を見送る。

　無事でいてほしいと思う。けれど──。

「駄目。行かないと」

　もやもやした思考を打ち消すように驪珠は首を振った。枢昱に告げられた屋敷の所在はしっかりと頭に入っている。ゆっくり歩いてもそれほどの時間はかからないだろう。

　後ろ髪を引かれる思いを断ち切って、驪珠は人ごみの中を歩き始めた。

「次の通りで右に曲がって……」

　確認するように声に出すが、小さな声は周囲の喧けん噪そうにかき消される。

　人々に慌てたり恐れたりする様子は見られない。どこで賊が出たのか知らないが、まだこの近辺に情報は伝わっていないようだった。

「平和なものね」

　知らなければ、枢昱ともっとこの道を歩いていられたのだ。

　何だか悔くやしくて、せめて記憶にはとどめておこうと驪珠は一度頭を巡めぐらせる。そして、一つの露店に視線を止めた。

　──あれは。

　寄り道はいけないと思いながら吸い寄せられるように店に近づく。気になったのは最も目立つ位置に置かれている、一つの絵だった。

「それ、何の絵？」

　そう言って驪珠が指差したのは、鮮やかな色づかいの女人の絵だった。

　歳の頃は十代の後半くらいか。仙せん女によかと見間違えるほど美しく色とりどりに着飾った絵の中の女は、黒い竜にまたがり弓を引いている。

　何だかよく見知った取り合わせに、訊きかずにはいられなかったのだ。

「それかい？　ああ、小弓姫だよ」

「…………」

「お嬢さんくらいの歳だと知らないかもしれないな。昔、世を騒がせていた賊徒の守護神さ。それは美人だと言われていてね。役人からはあまりいい顔をされないが、今でも売れる絵さ」

　無言の驪珠に何を思ったのか、店主は饒じよう舌ぜつに小弓姫のことを語り始めた。

　店主の話によると、何でも小弓姫は天から黒竜にまたがって降こう臨りんした絶世の美女で、永遠に十代後半の姿を保たもっているらしい。更に小弓姫の弓で射られても人は死なず、かわりに小弓姫の虜とりこになるようだ。

　──私ってば、凄すごっ。

　驪珠の口から思わず乾いた笑いが漏もれた。

「安くしておくよ。買わないかい？」

「いや、私は……」

　話の種に買ってもいいと、思わず考えるくらいに驪珠にとってその話は滑こつ稽けいだった。けれど持ち合わせがない上、買って誰と笑いあえばいいのかも分からない。

　笑って流したものの、店主はしつこかった。驪珠の身なりの良さから上客だと思ったのかもしれない。

「じゃあこの絵も付けるよ。どうだい？」

　店主は横から別の絵を取り出すと小弓姫の絵の横に並べた。

　人と竜が描かれた、似たような構図の絵だった。ただ、新しい絵に描かれた竜は空を飛んでおらず、傍かたわらに立つ人物も男だ。

　小弓姫の絵と並べたからにはきっと黒竜党に関係する絵なのだろう。だが何の絵か分からず無言で首を傾けていると、店主は弾はずんだ声を出した。

「臥が竜りゆうだよ。──知らないか？」

「知らないわ。でも、臥竜というなら鳳ほう雛すうと並べるべきじゃないの？」

　寝ている竜と鳳ほう凰おうの雛ひな。──共にまだ世に出ていない傑けつ物ぶつを指す言葉である。

　だが驪珠の真ま面じ目めな返答に、店主は一瞬きょとんとした後、けらけらと声を立てて笑った。

　今度は驪珠がきょとんと店主を見返す。目尻に涙までためた店主はその視線に気づくと指で涙をぬぐって向き直る。しかしなおも震ふるえる肩に、驪珠は困惑した。

「いや、すまないね、お嬢さん」

　店主はふう、と一度深呼吸をして落ち着きを取り戻した。そして臥竜と称した絵をごつごつとした指で弾はじく。

「臥竜っていうのは、近頃世の中を騒がせている義ぎ賊ぞくの名前だよ」

「義賊？」

「そうさ。弱者の味方だよ」

　店主はまるで、自分が褒められたかのように誇ほこらしげに胸を張った。

「名家や豪商を次々と襲っては食うに事欠く奴らにその金品をばらまいているんだ。構成人数などは一切不明！　謎なぞめいているが、逆にそれがいいって人気がうなぎ昇り。こんな想像図でも買う奴は買うのさ」

「だけど、それだけ有名ならもう『臥竜』じゃないわ」

　すでに臥ふしてなどいないと驪珠が言げん外がいに指摘すると、店主は指を振りながら「そうでもないんだよ」と得意げに言った。

「そもそも臥竜というのは義賊が自ら名乗ったものじゃない。民衆がいつの間にかつけた名前なんだ。黒竜賊の残党ではないかってね。黒竜賊の再興を願う誰かがその素す性じようを伏せて活動している。──再び高く舞い上がることを願う竜。それが、臥竜の由ゆ来らいなのさ」

「黒竜賊が、再興してもいいの？」

　驪珠が驚いて問うと、店主は腕を組んで唸うなった。

「臥竜の話はまあ、それなら面おも白しろいだろうにっていう程度のものさ。でも、そうだな。再興してほしいと思っている奴は、決して少なくないだろうよ」

「どうして？」

　辺あたりを見回し役人や兵士がいないことを確認してから、店主は小声で驪珠に言った。

「未いまだに信心を捨てられない輩やからが多いからさ。王都じゃそれほどでもないが、地方じゃまだこっそり崇すう拝はいしてるのも珍めずらしくないって話だ。実際、不ふ思し議ぎな術のご利り益やくを受けた者も多いんだろうよ。お役人さまは何もしてはくれないからな」

「そう……」

　驪珠は再び臥龍の目に視線を落とした。

　かなりやり手のようだ。この絵の男がもし黒竜党に連なる者ならば、中ちゆう枢すうにいた可能性が高い。──そうなれば驪珠の顔見知りである可能性も、高い。

「──これじゃあ別に小さくはないね。せいぜい中ちゆう弓きゆう姫きだろうに」

　黙だまって二つの絵を凝ぎよう視ししていた驪珠は、背後からかかった若い女の声にはっとなる。

　驚いた。そのはずなのに、なぜかその場で凍こおりついたように振り返ることができなかった。背筋に今までとは違う汗が流れる。

「中弓姫、ですかい？」

「そうさ。……もっとも、生きていればそのくらいになっているのだろうけどね」

「────！」

　驪珠の頭の中で警けい鐘しようが鳴った。

　先ほど店主が語ったのは、それは誰だと問いたくなるほど現実とはかけ離れた小弓姫像だった。きっとそれが世間に流る布ふしている小弓姫なのだ。その正体が当時十一の少女だったなど、誰も思ってはいないようだった。

　それなのに、後ろの女は──。

「まあいい。店主、それをもらうよ。その小弓姫を。酒の肴さかなにするのも悪くはないだろう」

「は、はい。今包みます。──ちょ、お客さん、お代を」

　布きれで包まれた絵をひょいと抱かかえるとそのまま立ち去ろうとした女に店主は慌てる。しかし女は落ち着き払って、何がおかしいのか紅べにが引かれた口の端を上げてみせた。

「お代？　そんなもの必要なくなるよ。今、すぐにね」

「おい、ちょっと──」

　はぐらかすような態度に色めきたち立ち上がった店主は、すぐにがっくりと膝ひざをつくことになった。そしてそのままどさりと地面に倒れ伏す。背中から血ち飛沫しぶきがあがり、いつの間にか背後に立ち、剣を構えた男がにやりと笑う。

　異変に気づき、周囲から音が消える。

　そして一拍の後、誰かのつんざくような悲鳴が上がった。

「賊だ！　黒竜賊だっ！」

　そう叫んだのは、果たして誰だったのか。

　蜘く蛛もの子を散らすように逃げて行く人々とは対照的に、武装した男たちが幾いく人にんも物陰から往おう来らいに躍り出す。

　悲鳴が悲鳴を呼び、周囲は恐怖に支配された。

　店主を倒した男が、絵が飾ってあった台を踏ふみ越える。ぐしゃりと音を立てて臥竜の絵が男の足につぶされた。

　黒竜賊──。

　そのたった一言に動揺し、足が地面に縫いとめられてしまっていた驪珠だが、向けられた殺気に反射的に鞘さやを投げ捨てる。男の一ひと太た刀ちを受け止めたのは奇跡にも等しかった。

「──っ！」

　響いた金属音に男の顔が驚きに染まる。まさか受けられるとは思っていなかったのだろう。だが一方で驪珠も余裕などなかった。ただでさえ若じやつ干かん手に余る枢昱の剣に加わった一撃は重く、早くも腕を痺しびれさせていた。

　一度退いた敵がすかさず打ち込んでくる。正面から切り結んでも勝ち目がないと判断し、驪珠は敵の刃を軽く受け流すと足を払った。しかし敵の体重は思っていた以上に重かったらしい。男は均きん衡こうこそ崩したがその場に踏みとどまった。そのせいで逆に払い損ねた驪珠の分ぶが悪くなる。

　失敗への焦あせりが動きを鈍にぶらせる。実戦で剣を使ったことのない驪珠の落ち度に敵はすかさず食いついてきた。

「あっ……！」

　男は驪珠の剣を跳はね上げる。しまったと思った時にはもう、剣はくるくると宙ちゆうを回り、驪珠の手が届かない後方へ突き刺さっていた。

　迫ってくる男の影に驪珠は目を固く閉じる。

　──誰か、助けて！

　従兄の顔が浮かぶ。守ってやると、驪珠の頭をなでながら言ってくれた彼。

　しかしその姿を打ち消すように、もう一人の姿が浮かび上がる。

　それは、あの日、驪珠を救ってくれた──。

「危ないっ！」

　鋭するどい声と共に驪珠は何者かに突き飛ばされた。衝撃には備えていたものの、思っていたのとは違う方向からの不意打ちに驪珠はなすすべもなく地面に叩たたきつけられる。

　同時に、再び聞きなれた、けれども耳みみ障ざわりな金属の触れあう音が耳を打った。

「え……？」

　痛みに耐えながら上半身を起こした驪珠が見たものは、今まで自分が立っていた場所で相手と切り結んでいる驪珠と同じ年頃の少年の姿だった。手に持つのは先ほど跳ね飛ばされた枢昱の剣だ。

　長めの前髪から覗く目鼻立ちはかなり整っていて、中でも少しきつめの目が印象的である。そして何より目を引くのは、中性的な顔を縁ふち取どる髪の色だった。

　──銀、色……。

　先ほど思い浮かべていたことも手伝って、目の前に立つ少年の姿が自らを昊天と名乗った五年前の少年の姿に重なる。驪珠は息を飲み、思わず少年を凝ぎよう視しした。

　身長は高かったが大柄な敵の男に比べると随分と華きや奢しやに見える。しかし剣を振るう手には少しも重さが感じられず、また迷いもない。妙に場慣れした様子だったが、太刀筋は少し変わったものだった。

　どこの門下かと驪珠が訝いぶかっているうちに少年は二合三合と切り結び、手て際ぎわよく敵を壁際に追いつめた。敵は状況を打破するため雄お叫たけびを上げながら大きく振りかぶるが、その隙をついて胸元に飛び込み、鮮やかな手つきでくるっと剣を回すと、鳩みぞ尾おちに一発、剣の柄つかを叩き込んだ。

　崩れ落ちながら男は苦しそうに息を吐き出す。剣を取り落とし、腹に手を当てながら恨うらめしげに歪ゆがむ顔を、少年は冷たい目で見下ろした。

　だがすぐに興味を失ったのか少年はふいと顔を逸そらす。命まで奪う気は更々ないようで、地面に落ちていた鞘に剣を収めるとすたすたと驪珠の方に歩いてきた。

「悪かった。──大丈夫か？」

　覗き込んでくる鳶とび色いろの瞳には安あん堵どと心配が入り混じっている。少年が遠えん慮りよがちに伸ばした手を、驪珠は自分で驚くほど躊躇ためらいなく取った。

「大丈夫。ありがとう」

　手を借りて立ち上がり少し笑ってみせれば、彼はほっとしたような表情を浮かべた。

「本当にすまない。──血が出てるな」

　少年が驪珠の手を痛ましげに包み込む。大きな、そして戦い慣れている割には繊せん細さいな手のように思えた。

　驪珠は首を振る。確かに服が汚れ手をすりむいたが、その程度だ。少年が突き飛ばしてくれなかったら驪珠は今頃真っ二つになっていたに違いない。あの店主のように。

「そうだ、おじさん！」

　はっとなり、驪珠は少年から離れると倒れている店主に駆けより片膝をつく。暑さと血の臭においでむっとした気が立ちのぼる中、揺すっても、声をかけても反応はない。

　乾いた地面はあっという間に広がった朱色を吸い込んでしまったようだが、夏らしい薄い色の服は生あたたかく濡ぬれて染まっている。驪珠の手にもべっとりと赤いものがついた。

「無駄だろうね」

　声をかけ続ける驪珠に、先ほど絵を持ち去ろうとした女が小馬鹿にしたように呟く。驪珠はかっとなり女を睨みつけた。

　まだ若い女性だ。驪珠よりは上だが、それでも二十を少し過ぎた程度だろう。はっきりした気の強そうな顔立ちの美女で、腕を組んで立つその姿はやけに堂々としていた。

「あなたっ……！」

「そういえばあんた、よくあの攻撃を受けたね。──ん？」

　何かに気づいたのか女は切れ長の目を細める。驪珠がびくりと肩を揺らしたのを見て、庇かばうように少年が前に立った。驪珠の視界に少年の背に流れる豊かな髪の銀色が広がる。

「女……見たところお前が主犯格か。──西の騒動もお前の仕し業わざだな？」

「まあね。面白いほどあちらに兵が集まったようだ。こちらにまだ誰も来やしない」

　──兄さま……！

　確かに、驪珠がいる方角で騒動があったと聞けば取るものも取りあえず駆けてきそうな枢昱がまだ来ない。きっと、相当に手こずっているのだろう。

「諦あきらめの悪い奴らだ」

「あたしらに諦める理由なんてないからね。──見ているがいい。再起はすぐそこなのだから」

「馬鹿馬鹿しい」

　少年は吐き捨てるが、女は余裕の笑みを浮かべる。

「黒竜党はまだ生きている。今日はそれを示すにとどめるつもりだけど、近日中、必ずもっと大規模に蜂ほう起きしてみせるよ」

「そんなこと、させはしない」

　少年が再び枢昱の剣を抜く。対して女は丸腰だった。それなのに、女には不気味なほどのゆとりがある。少年もそれを不思議に感じたのか、斬きり込まずに様子を窺うかがっていた。

　女は懐ふところからすっと扇おうぎを取り出す。流れるように開かれたそれは黒地に金が散っていて、房ふさ飾かざりまでついていた。
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「あんたのその髪、見ていて腹が立つね。──天てん正せい将軍を殺やった奴も、そんな髪の色だった」

　──あの時、何があった？

　女が指摘した銀の髪を見ながら、驪珠は今まであまり考えないようにしていた当時のことを一気に思い出していた。

　飛龍のこと。

　自分のこと。

　天正将軍のこと。

　そして──昊天と名乗る、銀の髪の少年のこと。

　彼が飛び込んできたあの時、驪珠は天正将軍の術中にはまりかけていた。

　時には手で、時には言の葉で、時には道具を用いて人を見事に操ってみせたあの人物。

　彼は、術の才がない息子を将来的に補佐していくだろう道士の教育に熱心だった。飛龍と歳の近い者には特に目をかけ、飛龍と行動を共にさせていたこともある。

　飛龍と一番親しかった驪珠がその道士らと面識がなかったわけはない。まして少女の姿など、本当に数えるほどしかなかったのだから。

　──そうだ、彼女は……！

「その人、道士よ！　見ては駄目！」

　驪珠の叫び声に少年はいち早く反応し、女の動きを封じようと走る。しかし、女の方が早かった。少年に支配権が移る前に女は扇を返すと鋭く言い放つ。

「おっと、動くんじゃないよ」

　女にあと少しと迫っていた少年の動きがぴたりと止まる。いや、止められたのだと驪珠には分かった。

「待って！　やめて！　──微び瑛えい！」

　術中にはまり悔しさ溢れる少年に実に楽しそうに手を伸ばしていた女は、驪珠の最後の言葉に反応し動きを止めた。

　顔を上げ、射抜くような視線で驪珠を見る。驪珠は奥歯を嚙みしめながらその視線を受け止めた。

　とても長い時間が流れた気がする中で、先に視線を逸らしたのは女の方だった。

「──やっと官軍のお出ましのようだね」

　女は舌打ちをして少年から離れた。生かすも殺すもどうでもいいと思っているらしい態度に少年は苛か烈れつな視線を送っているが、かけられた術はまだ解とける兆きざしを見せず、何もすることができないでいる。女は少年のことなど意に介かいする様子もなく、再び驪珠に視線を向けた。

「剣もそれなりに使えるようになったみたいだけど、あんたには、剣より弓が似合うと思うよ」

「微瑛……」

　驪珠が女の正体に気づいたように、女も驪珠の正体に気づいたらしかった。驪珠が呟つぶやいたのは、飛龍の腹心となる予定だった者の名前だ。

　飛龍よりも若干年上だった彼女は飛龍や驪珠に敬意を見せてはいたものの、誰に注意されようとも飾らない態度を貫いていた。その口調と態度は今でも健けん在ざいのようだ。

「さっきは部下が悪かったね。あたしも不覚にも気づくのが遅れた。まさかこんな所でお目にかかるとは思わなかったものだから」

「どうして……」

「後で、きっと迎えに来るよ。──飛龍さまと共にね」

「何を、言って……」

　動揺する驪珠に微瑛がそれ以上何かを言うことはなかった。彼女は身を翻ひるがえすと軽く手を振る。そしてまるで自分が捕まらないことが分かっているようにゆったりとした動きで建物の陰に消えていった。

　気づけば他の黒竜賊と思われる者たちも引き上げている。残ったのは、驪珠と、少年と、少年にやられ気絶している男のみだ。

「──大丈夫か？」

　微瑛が消えたことによって術が解けたのか、少年が身体の動作を確認するように腕を回しながら驪珠に近づいてきた。驪珠は少年を避けるように反射的に一歩下がる。

　動きを封じられていたとはいえ、耳は聞こえていただろう。一体今の会話をどう思ったのだろうか。

「ねえ、今の──」

　驪珠は恐る恐る少年の顔を振り仰あおぐ。しかし問いを発する前に何者かが驪珠の肩を摑つかんだ。

「痛っ……！」

　思わず顔をしかめ振り返った驪珠の目の前には、今さらながら駆けつけてきたと思われる兵士の一団がいる。険けわしい表情に、驪珠は驚きながら声を上げた。

「な、何!?」

「あの男たちを殺したのはお前らか？」

「え？」

　驪珠が目をしばたたかせると、若い兵士はより強い語調で迫ってきた。

「あの男たちを殺したのはお前らだろう、と訊いている！」

　見当違いも甚はなはだだしい言いがかりに驪珠は言葉を失う。

　しかし兵士の視線を追って納得した。驪珠の手には、あの店主の血がべっとりとついているのだ。

　横を見れば少年も剣を奪われ、手を後ろに拘束されていた。

「その剣や血は何だ！　貴様らも黒竜賊の者なのか!?」

　厳しい言葉に、驪珠は瞬時に否いなと言うことができなかった。先ほど騒ぎを起こしていた集団の仲間ではない。しかし、驪珠にはそうだった過去がある。

　それに先ほどの会話を不ふ審しんに思い、少年が何か兵士に告げる可能性もある。

　言葉につまった驪珠に勢いづき、兵士は更に言い募った。

「一般人は皆逃げたというのに、こんな騒ぎの中心に。怪あやしすぎる。──捕らえろ！」

「ちょっと、待ってよ……！」

　やましいことがあるとはいえ、今回に限って言えば驪珠たちは被害者だ。一方的に決めつけられ、怒りに拳こぶしを握る。聞いてくれないのなら、驪珠にも考えがあるのだ。

　驪珠はすっと息を吸い込んだ。

「私を誰だと思ってるの!?　柳驪珠よ！　趙枢昱の従妹の！」

　くっと笑ったのは少年一人。あとの兵士たちは一様に手を止め、驪珠の顔を凝視した。

「彼が持っているのは私が預かった兄さまの剣よ！　その服装なら兄さまの部下でしょ？　見覚えあるんじゃない？　さあ、離さないと兄さまに言いつけてやるんだから！」

　枢昱の名を利用するのはあまり気が進まなかったが、使ったのは正解だったようだ。兵士たちは動揺し、驪珠を拘束する手も力が弱まる。

「どうする」「あの剣は確かに……」「美人だし年の頃も」などと言いあう声が聞こえてきて、驪珠はため息をつく。

　本当に枢昱は、一体何を吹ふい聴ちようしているのだろうか。知りたいような、知りたくないような複雑な気分だった。

　とにかく解放まであと一息だろう。駄目押しに何を言おうかと思し案あんしていた時、耳慣れた声がして驪珠は肩の力を抜いた。

「おい、どうした？　誰か俺の名前を呼ばなかったか？」

　そう声をかけながら、軽快な足音を響かせて走ってきたのは枢昱だった。

　誰に借りたのか、腰には兵卒に支給されるような安っぽい剣が吊られている。戦いづらかっただろうにと、驪珠は眉まゆ尻じりを下げた。

　そんな驪珠の姿を見た枢昱は、目を丸くし素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「驪珠！　お前、何でこんなところにいるんだ!?」

「枢昱さま。この娘はその、例の──？」

　恐る恐る話しかけた兵士に、枢昱は力強く頷く。

「ああ、俺の従妹だ。身元は保証するから放してやってくれ」

「その、いくら枢昱さまのお身内とはいえ、この娘は……」

　やめておけ、という同僚の声を無視して一人の兵士が勇ゆう敢かんにも訴うつたえる。しかしその刹せつ那な、枢昱の目が厳しい光を放った。壁を思い切り叩き、大声を上げる。

「いいから放せと言っている！　俺の可愛い驪珠が罪なんて犯すはずがないだろう！　それ以上驪珠の細腕を摑んでみろ。その手、たたっ切るぞ！」

　兄馬鹿が炸さく裂れつした鶴の一声で驪珠は呆あつ気けなく解放された。呆あきれながらもほっと息をついた驪珠に近づくと、枢昱は先ほどとは打って変わった優しい声こわ音ねで問いかける。

「大丈夫だったか？　こっちでも騒動があったと聞いて肝きもが冷えたぞ。──なんで蒼天の屋敷に行かなかったんだ？」

「行く途中に巻き込まれたの」

「何てことだ！　驪珠、怪け我がはないのか？　大丈夫なのか？　俺が蒼天の家に行けなんて言ったから！　やっぱり俺が一緒にいればよかったんだ！」

　枢昱が膝をついて驪珠の顔を覗き込む。その顔があまりにも後悔に満ちていたので、驪珠は思わず苦笑してしまった。

「兄さまに行けと言ったのは私よ。襲われたけど──彼が、助けてくれて」

「彼──？」

　驪珠は少年の方を振り返る。その視線を追った枢昱は、初めて少年の存在に気づいたと言わんばかりに目を見開いた。

　まだ拘束されている少年はうんざりした顔をしていたが、それでも二人の視線に気づくとにやりと白い歯を見せた。

「綺き麗れいに無視してくれたな、枢昱どの。そろそろ私のことも心配してくれると嬉しいのだが」

「朱しゆ明めいどのか!?」

「え、兄さま知り合い!?」

　驚いたのは驪珠だけでなく兵士たちもだ。朱明と呼ばれた少年はその一瞬の隙すきをつき拘束からするりと抜け出すと、ついでに取り上げられていた剣を取り返し、枢昱に投げた。

　それを阻はばむ者はもはやいない。枢昱が「どの」と呼んだ時点で、少年の身分が保証されたも同義だった。

「借りていた。──死んでいる男は、そこの伸びている男が殺した。その男は、私がやったが死んではいないはずだ」

　朱明は顎あごで男を示す。すぐさま兵士の一人が男に近づき、首に手を当てる。生きています、と兵士は焦あせった表情で告げた。

「ついでに言うと、その男は驪珠どのを切ろうとしたぞ」

「なっ」

　朱明の補足に枢昱が目の色を変えた。彼は即座に男を捕らえるように命じる。それを見ながら朱明は愉ゆ快かいそうに肩を揺らす。

「相変わらずの兄馬鹿だな、枢昱どの。お元気そうで何よりだ」

「朱明どのも変わらないようで」

　枢昱は朱明を頭からつま先までじっくり見るとため息をついた。そして驪珠を振り返る。

「驪珠、朱明どのは……」

　枢昱は珍しく言い淀み、困ったように頭をかいた。

「その、蒼天の──」

「──え？」

　驪珠はまじまじと朱明の姿を見つめ直した。

　この近くに屋敷があるという、枢昱の友人の、青蒼天。

　そして、彼には男装を好む妹がいるということを、驪珠は勿論忘れてはいない。

　目の前の中性的な美び貌ぼうの持ち主。言い淀む枢昱。それは、つまり──。

「ご、ごめんなさい！　私、てっきり男だと」

　驪珠は口くち許もとを手で覆おおった。すでに彼、などと言ってしまっている。朱明も驪珠が男と間違えたことに気づいているだろう。

　だが少年改め少女はたいして気にする様子も見せず、軽い調子で手を振りながら言ってのけた。

「よく言われる。私自身がそう仕向けているところもあるし」

「でも──」

「まだ名乗っていなかったな。私は青朱明。歳は驪珠どのの一つ上だ。顔を上げてくれ、驪珠どの。──枢昱どのに殺されてしまいそうだ」

　朱明はそう言って肩をすくめた。驪珠ははっとして顔を上げる。振り返れば確かに「泣かせたらどうなるか……」という無言の圧力がかかっていた。

　朱明が男だったら、きっとすでに拳こぶしが飛んでいるに違いない。

「兄さま！」

　驪珠はきつい語調で枢昱の袖を引っ張った。

「わ、分かったよ、驪珠。──とにかく、朱明どのの身元も俺が保証する。あの青蒼天の妹だぞ？　黒竜賊の一員のわけがない」

　枢昱が言い放つと、周囲の兵士はおたおたと朱明に謝罪を述べる。いや、と聞き流している朱明の声は少しかすれていて、銀色の髪が与える冷たい印象とあいまって少しぶっきらぼうな感じを与えていた。

「本当にすまなかったね、朱明どの。驪珠も助けてもらったようだし」

「気にするな──ああ」

　軽く首を振って会話を終わらせようとした朱明は、何かを思い出したように枢昱に視線を向けた。

「そういえば先ほど、うちがどうのこうのと言っていたようだが」

「あ、ああ！　そうなんだ。俺はこの件でしばらく手が離せない。少し、驪珠を預かっていてほしいと思って」

　幼おさな子ごを隣人に預けるかのような態度に驪珠は頰ほおを膨ふくらましかけたが、文句はすんでのところで飲み込んだ。枢昱の心配は分かるし、迷惑をかけているのは自分なのだ。

「なんだ、そんなことか」

　断ったらどうなるか──という無言の圧力すらかけそうな枢昱に、朱明は快く頷く。

「了解した。──そうだな。まだこの周囲は危険だろう。我が青家が責任を持って」

「ああ、朱明どのの屋敷なら安心だ。今日は蒼天も休みだっただろう？」

　朱明が頷くのを満足げに見届けてから、枢昱は驪珠と視線を合わせるように片膝をついた。

「すまない、驪珠。俺が必ず迎えに行くから」

「大丈夫よ。爺さまに連絡を取って迎えに来てもらうわ。忙しいでしょう？」

　驪珠はあっさりと言ったが、枢昱は物凄い勢いで首を振った。

「駄目だ。そんなことをしたら爺さんに何を言われるか分かったもんじゃない。第一俺は休暇中だ。そんなに働かされてたまるか。だから、すぐに俺が行くから動くんじゃないぞ！」

「動くんじゃないぞって……。分かった。待ってるわ。──ねえ、兄さま」

「ん？　どうした？　やっぱり俺と一緒にいたいのか？」

　枢昱はどこまでも優しい声音で応えてくる。驪珠はわずかな逡しゆん巡じゆんの後、口を開いた。

「皆、逃げて行ったわ。全員かは分からないけど、主犯格の女は多分、道士だと思う。だから、気をつけて。──頑張ってね」

　取ってつけたような応援にも枢昱の顔は綻ほころぶ。しかし驪珠自身は複雑な思いを抱いていた。

　──本当に兄さまが頑張って、彼女を捕まえたりしたら。そしたら、私は……。

　小弓姫の生存が微瑛の口から漏れるかもしれない。そうなると枢昱も──。

「ああ、任せておけ」

　驪珠の気持ちも知らず、枢昱は明るく笑って胸を叩いた。

「俺が絶対に捕まえてみせるよ。もうお前を危険な目に遭あわせたりしない。──おい、お前たち。さっさと行くぞ！」

　俄が然ぜんやる気を出した分かりやすい性格は気持ちが良いほどだ。驪珠の隣で、朱明がまたもや声を殺して笑っている。頼りになるがどこか守りたくなる人。そんなふうに思い、枢昱の下についている者も多いと聞く。

「朱明どの、頼んだぞ！」

「ああ。頼まれた」

　朱明が神しん妙みように頷き、かつ驪珠が軽く手を振ったのを見届けると、枢昱は配下を連れて風のように去って行ってしまった。

　まだ人々は戻ってきていない。驪珠と朱明、そして場を片付けるために配置された兵士だけが残る。彼らは未だに興味深そうな顔をして驪珠のことを見ていた。

「では行こうか。驪珠──どの」

「驪珠でいいわ」

　人目がなくなって気が抜けたのか、早速呼び捨てにしようとした朱明に驪珠は肩をすくめた。そうか？　と朱明も形の良い眉を上げる。

　──信じられない。

　そんな朱明を驪珠は改めて見上げる。

　中性的な顔をしているので、女と言われて見えないことはない。しかし容姿もさることながら言葉遣づかいや態度までもが、驪珠の知る「年頃の娘」の枠わくからはみ出していた。

　たまに会う同じ年頃の少女といえば、良家の娘として蝶よ花よと育てられた者たちばかりだから、尚更そう思うのかもしれない。

「ならば私も朱明と。──こちらだ」

　驪珠の手が血で赤く染まっていることなどお構いなしに朱明は驪珠の手をとると歩き始める。女だと分かっていても、背筋をぴんと伸ばして颯さつ爽そうと歩く朱明の姿は凜り々りしく、見とれてしまうものがある。手をつないでいることを除いても、枢昱と並んで歩く時には感じない気恥ずかしさがあった。

「ねえ、朱明」

「ん？」

　歩みを止めた驪珠に朱明が振り返る。その顔を見ずに、驪珠は恐る恐る尋ねた。

「訊かないの？」

「何を？」

「聞いていたんでしょう？　あの、さっきの女の人との会話」

　特に意味などないと聞き流しているのかもしれない。

　もしかしたら、聞こえていなかったのかもしれない。

　その場合、かえって妙な疑惑を抱かせることになるのは分かっていたが、驪珠は尋ねずにはいられなかった。

「ねえ！」

「……聞こえていた」

　朱明は押し殺したような声で答える。やっぱり、と驪珠は絶望的な気分になった。

「しかし、訊いてほしくはないのだろう？　なら、私は訊かない」

「どうして」

「人間誰しも人に言えないことの一つや二つ、あるものだ」

　何でもない顔をして朱明は流そうとする。しかし驪珠はそこで引き下がれなかった。

　どうしようもなく怖かった。

　柳驪珠が小弓姫だと知られるのが。

「でもっ！」

　語調を荒げる驪珠を朱明が制す。朱明は驪珠の唇に長い人差し指を当て、真しん摯しな顔で言った。

「静かに。こんな往来で。誰が聞いているか分からない」

　朱明は俯うつむいた驪珠の頰に手を添えて顔を上げさせる。驪珠の顔を覗き込む朱明の方が、緊張しているようにも見えた。その艶えん麗れいな顔が強張っているのを驪珠は不思議な思いで見上げる。

「朱明……？」

「……知っていた」

「何を」

「私はすでに、柳驪珠の、過去の顔を知っていた」

　驪珠は愕がく然ぜんと目を見開く。

　なぜ、と呟く声がかすれる。朱明の言葉が繰り返し頭を流れ、何も考えられなくなった。

「枢昱どのは知らない。少なくとも、私から話したことはない」

　驪珠を気遣うように朱明は優しく告げる。

「兄上は──青蒼天は、黒竜賊討伐の第一人者だ。その関係で、私も色々と知っている。使用人は何一つ知らないが」

「蒼天、さま……」

　だからこそ、仲毅は蒼天を毛嫌いし、枢昱は蒼天に信頼を置いているのだろう。

「仲毅どのが黒竜賊の情報から驪珠を遠ざけていることは、枢昱どのから聞いている。けれど、知りたいというのなら、私は驪珠には知る権利があると思う」

「教えて、くれるの？」

「兄に訊くといい。兄もいつか会って話がしてみたいと、そう言っていた」

　朱明は再び驪珠の手をとって歩き出す。驪珠は引っ張られる形で朱明のあとに続いた。

　すべてが不安で、驪珠はつい、朱明の手を強く握る。次の瞬間しまったと手を緩ゆるめたが、朱明は何も言わずにその手を握り返してくれた。

　驪珠は朱明の横を歩きながらこっそりと顔を見上げ観察する。整った顔は枢昱とは違い線が細く繊細な印象を受けた。女だと言われれば納得はできるが、高い身長ときりりとした顔は男ものの衣服に似合いすぎている。女もので着飾ってもさぞかし美しくなるだろうと思う一方で、髪を結いあげ豪ごう奢しやな衣装に身を包む姿はどうしても想像できなかった。

　──でも、こんなお姉さんが欲しかったな。

　お兄さんでもいいけど、と驪珠は心の中でつけたす。

　いつでも全力で驪珠のことを気にかける枢昱に慣れているせいで、朱明の少しそっけない態度は新鮮だった。

　そうこうしている間に二人は青家の屋敷に到着した。趙家と同じような一等地である。驪珠がこうして歩いて来られるくらいなのだから、枢昱と蒼天が互いの屋敷を行き来するなど造作もないことのはずだ。それなのに蒼天が一度も趙家にやってきたことがないのは、仲毅が驪珠を慮おもんばかったからに違いなかった。

　敷地に招き入れたところで朱明は驪珠を留め置くと、使用人を呼びに足早に屋敷の中に入って行った。その広い歩幅に、それまで気を遣われていたことに驪珠は気づく。

　ほどなくして、朱明は使用人を引き連れて戻ってきた。事情を聞いて目を吊り上げて怒る使用人に気まずそうな顔をしながらも、朱明はきびきびと指示を出す。頷いた使用人は驪珠に優しく声をかけながら丁てい重ちように手をとった。

「素敵なお屋敷ね」

　服についた土つち埃ぼこりを丁寧に払ってもらってから屋内に入る。心底申し訳なさそうな顔をした使用人が、驪珠の手を洗い、すりむいたところを治療するなど親身になって世話をやいてくれた。

「金だけはあるらしい」

「そんな。お金があるだけじゃできない内装よ」

　世話をやかれている最中、驪珠は不ぶ躾しつけだと思いながらもあちこちに視線を巡らせていた。趙家は武人の家であるためどことなく無骨な印象があるのだが、この屋敷は典てん雅がで、調度品一つとっても素晴らしいものが揃そろっている。

　自分には記憶がない柳家の屋敷は果たしてどちらに近かったのだろうか。そんなことを考えているうちに、朱明に呼ばれ、驪珠は屋敷の奥に進んでいった。

「こっちに、蒼天さまがいるのね？」

「ああ」

　朱明は軽く頷き足を止める。そして、奥の扉を顎で示した。

　驪珠は胸元に手を置き、目を閉じてから軽く深呼吸をする。次に瞳を開いた時、胸に迷いはなかった。驪珠の視線を受け、朱明は部屋の中に向かって呼びかける。

「兄上、朱明です。驪珠どのも一緒です」

「入りなさい」

　その言葉を合図に、朱明は扉を押しあけた。

「はじめまして、驪珠どの。私が朱明の兄、青蒼天です」

　窓から差し込む日差しを背負って、いかにも怜れい悧りな青年が出迎えた。驪珠に向かって恭うやうやしく礼をとる姿は枢昱と違って威い厳げんに溢あふれている。

　彼はにこりと優しげな笑みを浮かべると、少し首を傾かしげた。

　休日だからか長い黒髪を結わずに遊ばせているため、さらりと肩から髪がこぼれ落ちる。しかしその様さえ絵になっていて、青蒼天という人物にとても似合っていた。

　朱明の兄、そして何より枢昱の友人だというのでもっと潑はつ剌らつとした人物を想像していた驪珠は、いかにも頭脳派な風ふう貌ぼうに一瞬面食らったが、はっと我に返ると楚そ々そと一礼を返す。

「こちらこそ、お初にお目にかかります。柳驪珠です」

「噂は枢昱からよく、聞いているよ。お会いできて光栄だ」

　若干「よく」というところに力がこもっていたことを除けば、蒼天は実に友好的に、にこやかに席を勧めた。朱明が無言で椅い子すを引き、驪珠は言われるがままに腰を下ろす。蒼天と卓を挟んで反対側のその位置は、彼の顔がよく見えた。

　──ちょっと、怖い。

　単純な枢昱と違い、何を考えているのかをまるで読ませない笑顔だった。

　策士だ。そう直感した驪珠は、単刀直入に問うた。

「蒼天さまは黒竜党──」

「──黒竜〝賊〟だよ、驪珠どの」

「……黒竜賊討伐の、第一人者だと聞きました」

　すかさず入った訂正に、驪珠はぴくりと肩を揺らしてから渋々言い直した。

　そう、一般的に見れば賊なのだ。だが驪珠は今でも黒竜党を賊と呼ぶのには抵抗があった。

　結果的に、天正将軍に裏切られた形にはなった。それでも十一年間、黒竜党の人たちは驪珠の大切な家族だったのだ。

「だから、私が、その、昔……」

「──〝小弓姫〟だったことは、勿論知っているよ」

　驪珠は息を飲み、思わず膝の上に乗せていた手で衣服を握りしめた。皺しわができてひだがおかしなことになるのは分かったが、そうせずにはいられなかった。

　蒼天が承知していることは聞いていた。それでも、つい反応してしまう。

　驪珠は息を吐き出した。大丈夫。そう呪文のように己おのれに言い聞かせる。

「祖父は、蒼天さまが私の正体を知っていることを……」

「知っているよ」

　蒼天は当然だと言わんばかりの口調で頷いた。

「何しろ、驪珠どのの設定に関しては私も一枚かんでいるからね」

　え、と目を見開いた驪珠を見て蒼天は苦笑する。そして、優しく子供に言い聞かせるようにゆっくりと話し始めた。

「君にはあまり実感がないかもしれないが、柳家といえばかなりの名家だ。周囲から常にその動向を見守られていたといっても過か言ごんじゃない。だから、柳家に驪珠という生後間もなく何者かにさらわれた娘がいたことくらい、調べれば簡単に分かってしまうんだよ」

「…………」

「その娘が突然趙家に引き取られたとなれば、十一年間君がどこで何をやっていたのか、気にならない方がおかしい。そして時期と照らし合わせて、君が小弓姫であることを疑う人間が必ず出てくるだろう──だから、先に手を打ったんだよ」

　蒼天は当時のことを懐なつかしむかのように目を細めた。

「そう、まだ人々が混乱している間に色々と改ざんしたんだ。柳驪珠は柳家の深窓で育った、病弱な娘だった、などと。柳家の一家郎党が殺されていたからこそできたことだよ。何しろ、それを偽いつわりだと証明できる人が、誰もいなくなったのだから」

「兄上。それは柳家が全滅してよかったと言っているようなものだ」

　蒼天の隣に立ち、会話の行方ゆくえを黙って見守っていた朱明が責めるように口を挟んだ。

「使えるものは使う主義なのは知っているが、もう少し人の気持ちを考えた方がいい」

「手厳しいね。──いやしかし、すまなかったね驪珠どの。気に障ったなら謝るよ。大丈夫、柳家に生き残りがいたらいたで、打つ手はきちんとあったんだ。ああ、案じることはないよ。少々法に触れてはいるが、ばれなければいいんだよ。ばれなければ」

　蒼天の流れるような言葉を、驪珠は膝の上で手を白くなるほど握りしめながら聞いていた。

　自分の平穏な生活が、祖父や蒼天が手を尽くしてようやく叶ったものだということを、改めて思い知った。それに──。
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　──柳家の、全滅。

　実家とはいえ顔も、家族構成も知らない柳家。その一家郎党が全滅したと言われても、正直なところ驪珠には他人ごとにしか思えなかった。

　だがその一方で、全滅させたのは自分たちだと思うと罪悪感が募る。どこかの家や官府を襲う時、黒竜党は基本的に敵を全滅させていた。それは生き残りから生ずる禍か根こんをできる限り減らすためと、目撃者を減らすためだ。

　そのおかげで今の自分があると思うと、いたたまれない気持ちだった。

「あまり気に病やむ必要はない。この兄はもっとまずいことをいくらでもやっている」

　朱明は眉をひそめ、痛ましげに言う。

「ひどいな、朱明。それじゃまるで、私がひどくあくどい人間のようじゃないか」

「事実だろう」

　冷たく言い捨てた朱明に軽く肩をすくめることで応じた蒼天は、再び驪珠に向き直って、こほんと一つ咳せきばらいをした。

「まあ、実はそんなことは些さ細さいな問題だ。こちらも趙家に貸しを作ることができたからね。──ただ、まだ問題があるんだよ」

「問題……？」

　驪珠はのろのろと顔を上げる。

　自分がどれだけ迷惑をかけ、守られていたかはある程度分かっているつもりだった。しかし、実際に突きつけられると胸が痛かった。

「証しよう拠こはなくても、君が小弓姫であると勘かんづいている者たちがおそらくいる。──そう、かつて君の仲間だった者たちの中にも」

「……さっき」

　驪珠は苦々しく顔を歪ゆがめる。脳裏に浮かぶのは艶あでやかな女の姿だ。

「まさにさっき、ばれました」

「──それは」

　どういうことだ、と蒼天が朱明に視線を向ける。朱明は驪珠の顔色を窺いながら先ほどの顚てん末まつを簡潔に告げた。

　そうか、と蒼天は何かを思案するように顎に手を添える。

「驪珠どのは、その人物と面識があるんだね？」

「微瑛──飛龍さまの腹心となるべく、天正将軍に教育を施されていた者です。名前を呼んだ際否定しなかったから、おそらく本人でしょう。──蒼天さま」

　驪珠は蒼天の顔を見上げる。視線が不安に揺れているのが自分でも分かった。

「私は、黒竜……賊はとっくに壊かい滅めつしたものだと思っていました」

「壊滅してくれると非常に嬉しいんだが、なかなかしぶとくてね」

　蒼天はちらりと朱明を見る。朱明はなぜか気まずそうに視線を逸らした。

「黒竜賊の首領は死んだ。だけどその息子、黒飛龍の死亡は確認されていないんだよ」

「飛龍さまが……？」

　一瞬呆気にとられた驪珠は、数拍をかけてその意味を理解する。

　微瑛が飛龍と共に迎えに来ると言った時に生じた期待が、確信へと変わる。

　様さま々ざまな想いが胸の内を去来した。そして、その中で一番大きなものは安堵だった。

「飛龍さまが、生きて……」

　驪珠は胸の前で手を組み、言葉を嚙みしめる。

　ずっと、ずっと気になっていた。黒竜党の中で誰よりも近しかった彼の安否が。

　だが、明るくなった驪珠の表情とは対照的に蒼天は細い眉をひそめてみせた。

「実のところ黒竜賊の残党や信者はまだかなり残っている。道士が表に立つものはほとんどなかったんだが、元黒竜賊だろうと思われる者の活動は続いていてね。黒竜賊出身だと囁ささやかれている義賊までいる。──これも追っているんだが、なかなか尻しつ尾ぽがつかめない」

「臥竜……」

　驪珠は呟く。

　その存在を教えてくれた人物がこの世にもういないことを思うと胸が痛んだ。

「彼らが諦めずに活動を続ける最大の理由は、次期首領の飛龍と小弓姫の遺体が見つかっていないことなんだよ」

「私、も……？」

　飛龍に希望を託すのは分かる。

　彼が死んでいないと聞いて、驪珠はとても救われた気持ちになった。だから、他の者たちが飛龍の生に希望をつないでいるというのはよく分かる。

　──でも、何で私まで？

　驚いている驪珠を見て、蒼天は呆れたように額ひたいを押さえた。

「君は、小弓姫という存在の重要性を分かっていなさすぎる。小弓姫と言えば黒竜賊の象しよう徴ちよう。人々の間にも名が知れ渡っている。昔子供は小弓姫ごっこをやっていたし、姿絵という名の想像図まで売っていた。──それだけの知名度が、君にはある」

　ゆっくりと言い聞かせるように紡つむがれていく蒼天の言い分に、驪珠はただ絶句するしかない。

　そんな、と呟いてから言葉が続かない驪珠の様子にため息を漏らしながら蒼天は続けた。

「私は、黒竜賊討伐で名を上げた。そして今も黒竜賊の残党を追っている。あれらを完全に排はい除じよできれば、私は更なる地位を望めるからね」

「私を、突き出せば」

「趙家を敵に回すつもりはないよ。何より枢昱に殺される」

　蒼天は軽く肩をすくめて笑う。どこまでが本心かは分からないが、とりあえず驪珠に何かしようというつもりだけはないらしかった。

「今回、君は微瑛という女に完全に正体を摑まれたと言ったね。──よく知らない、何をしでかすか分からない人間に正体を知られ、いつ言いふらされるか分からない怯おびえた日々を過ごすのは、嫌ではないかい？」

「それは、勿論」

「ならば、私と手を組まないか？」

　え、と驪珠は目を見開く。意味を図はかりかねて助けを求めるように朱明に視線を向けると、落ち着き払って答えてくれた。

「囮おとりになってほしい、ということだ」

「囮に？」

「ああ。驪珠を別の場所──たとえば青家の別邸に招待する。わざと警備の薄い状態にして、柳驪珠がここにいると流す。そうすれば、あちらさんが勝手にやって来るだろう」

「勿論、君を危険にさらすような真似はしないように最善の注意を払うつもりだ。──引き受けてはもらえないだろうか？」

　唐とう突とつな申し出に沈黙する驪珠に、蒼天は口の端を上げた。彼は声をひそめ、とっておきのことを言うかのようにもったいぶって告げる。

「君にとっても損な話ではないと思うのだけどね。まあ、おまけも付けよう。──昊天」

「え……」

「天正将軍を殺し、君を助けたかの人物は、私の手の者だ」

　驪珠はごくりと唾つばを飲み込んで蒼天の澄まし顔を見る。穴があくほど見つめているにもかかわらず、蒼天の表情は涼しいままだった。

「兄上……？」

　驪珠ばかりでなく朱明までもが怪け訝げんな顔で蒼天を見ている。その視線を軽く受け流し、蒼天は言った。

「もしこの件を引き受けてくれるのなら、私は君に、昊天と会わせてあげよう」

「──兄上！」

　朱明が鋭い非ひ難なんの声を上げた。

　恩人の情報で驪珠を釣つろうとしていることを咎とがめているのだろう。気持ちはとても嬉しかったが、驪珠は大丈夫だと軽く笑んでみせる。

「いいわ、朱明」

「いや、驪珠。でも……」

「蒼天さま」

　まだ何か言いたそうにしている朱明の言葉を遮さえぎり、驪珠は蒼天の顔をまっすぐに見上げる。

　蒼天は何も言わずに驪珠の言葉を待っている。その目はすべてお見通しだと言っているようで居い心地ごこちは悪かったが、驪珠は負けじと見つめ返した。

　昊天に会えるのは魅力的な申し出だった。言いたいことだってある。──だが、その前から驪珠の答えは決まっていた。

「そのお話、お引き受けいたします」

「それはよかった」

　蒼天は朗ほがらかに微笑ほほえんだ。その笑みを見て、しらじらしいと驪珠は思う。きっと彼は断られるとは微み塵じんも思っていなかったに違いない。──否、断ったとしたら、きっと更なる手で驪珠が引き受けるよう仕向けただろう。枢昱に正体をばらすと言われれば、驪珠は頷かざるをえないのだから。

「詳しいことはまた後日。仲毅どのにも話を通さなければならないからね。──ああ、それと驪珠どの。昊天のことは他言無用で頼むよ。一応、私の手の者が天正将軍を暗殺した、ということは伏せているんだ」

「どうして、ですか？」

　黒竜党の党首を討ったのだ。かなりの手柄になるだろう。先ほどの会話から蒼天は地位を欲しているように見えたので、驪珠は不思議でならなかった。

　しかし驪珠がそう言うと、蒼天はにっこりと微笑んでみせた。

「皆で軍を出して堂々と討ちに行きましょうねと話していたところを抜け駆けしたからね。私の手柄ですと威張ってもいい顔をされないに決まっているよ」

　朱明が言った、蒼天がやっている色々なまずいこと。その一端を驪珠は垣かい間ま見た気がした。










　枢昱が驪珠を迎えに来るまでに、たいした時間はかからなかった。遠ざかる二人の背が見えなくなるまで門前で見送っていた朱明は、隣に立つ兄を睨みつける。

「私に会わせる、とはどういうつもりだ、兄上」

　自然と険けんのある声音になったが、蒼天が動じる様子はない。それどころか、意味ありげな笑みを返してきた。

「そのままの意味だよ。──五年ぶりに見た驪珠どのの感想はどうだい？」

「随分と綺麗になって──じゃなくて！」

　朱明はため息をつきそのまま口をつぐんだ。

　初めてその姿を目にした時に浮かべていた、幼くも整った顔には似合わない悲ひ愴そうな表情。それは朱明の心に深く焼きつき、五年経った今でも心から離れずにいる。

　あの危あやうげな驪珠が、朱明にとっての驪珠だった。

　だから、枢昱が自慢げに語る現在の彼女の姿が、どうしても想像できずにいた。

　──でも。

　自分の記憶に残っている姿と違いすぎて、すれ違っても分からないのではないか。そんなことすら考えていたが、不思議なもので、実際に出会ってみたら一目で驪珠だと分かった。

　状況が状況だったので厳しい表情ではあったが、あの時ほど悲痛なものではなかったし、枢昱と話していた際の歳相応の明るい表情には感慨深くもなった。

　だがしかし、枢昱と話している時でさえ時折見え隠れする影のある表情がどうしても気にかかる。

　──過去を引きずっている。当然、か。

　できることなら驪珠の心のわだかまりを取り除き、気持ちを楽にしてあげたいと思う。何より朱明もすっきりと晴れた驪珠の笑みが見たかった。しかし、自分は──。

「いいじゃないか。女友達として、仲良くしておいで」

　朱明の肩に手を置いてそれだけを言うと、蒼天はさっさと屋敷の中に引き返して行った。
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　宙ちゆうを舞った髪を驪り珠しゆは反射的に押さえた。

　風は道の左右に広がる鮮あざやかな緑を揺ゆらしながら吹き抜けていく。風を追うように振り返ると、高く括くくり上げた銀髪を風に揺らす朱しゆ明めいの姿が目に入った。

　──格好いい。

　颯さつ爽そうと馬を駆かる姿に驪珠は思わずため息を漏もらした。同性として、とても憧あこがれる。驪珠が朱明のようになったら枢すう昱いくが間違いなく泣くだろうが。

「どうかしたのか？」

　視線に気づいた朱明が、間をおかず驪珠の隣に愛馬を並べた。

「ううん。別に何でもない。楽しいな、と思って」

「ただ馬に乗っているだけなのに？」

　朱明が不ふ思し議ぎそうに問う。が、驪珠は大おお真ま面じ目めに頷うなずいた。

　町を通り過ぎ、州を越えるにつれて景け色しきは驪珠が見知ったものからかけ離れていく。特に目を引くものなど何一つなかったが、五年間、ずっと王都で過ごしてきた驪珠にはそれが新鮮だった。

　最初は用意された輿こしに大人おとなしくおさまっていた驪珠も、五日を境に耐えきれなくなり、こうして朱明同様馬を駆って見慣れぬ土地を満まん喫きつしていた。それから更に五日。徒歩の供に合わせてゆっくりと進んでいた旅路も、そろそろ終わりを告げようとしている。

　蒼そう天てんが用意したのは南方にある別邸の一つだった。国の中で最南に位置するこの州は、南の国境を流れる大河が度々氾はん濫らんを起こすため貧まずしい土地で、貧ひん困こんと治ち水すいに悩む人たちの心に付け込み、黒こく竜りゆう党とうが最も力を持っていた場所でもある。

　別邸がある州都郊外の村は大きなものではなかったが、州都が近いため宿場の村となっているらしい。戸数に比べると往おう来らいが激しく、活かつ気き溢あふれる印象で、驪珠が最初に予想していたような不ふ穏おんな様子はまったくと言っていいほど見られなかった。

　──王都はしばらく物騒だ。妹を別邸に移動させようと思うんだが、よければ驪珠どのも一緒にどうだろうか？

　あの日、驪珠を迎えに来た枢昱に、蒼天はこう持ちかけた。

　勿もち論ろん枢昱は自分の目の届かぬ所に行くなんてと反対し、蒼天から驪珠を引き離すようにして家へと連れ帰った。

　その後、蒼天と枢昱、そして蒼天と仲ちゆう毅きの間でどのようなやりとりがあったのか、驪珠は知らない。しかし幾いく日にちかの後、驪珠は仲毅に呼ばれ真意を問われた。

「青せい蒼天には十分便べん宜ぎを図はかっておる。お前が気に病やむ必要はない」

　驪珠を気き遣づかうように仲毅は言ったが、その言葉が驪珠の焦あせりと何か役に立ちたいという気持ちを一層駆り立てた。

　仲毅の口から便宜という言葉を聞いて、改めて自分が迷惑をかけているという事実を思い知らされたのだ。

　その気持ちを告げると、仲毅はそうかと小さく呟つぶやき、驪珠に背を向けた。

「……黒竜賊ぞくには、不思議な術を使う輩やからがいるだろう」

「え？　確かに、いたけれど」

　仲毅の唐とう突とつな言葉を訝いぶかりながらも驪珠は頷いた。

　黒竜党は術を扱う道士を中心に発展したのだ。彼らの不思議な術は人じん心しん掌しよう握あくにおいて絶大な威力があった。──危機を感じた国は術の行使を禁止し、道士は今や追われるべき存在であるが。

「気を失っているお前がここに運び込まれてきた時、わしは法を破るのを承知で道士を頼ろうかと本気で考えた。お前の意思を奪い、本当にすべてを忘れさせてしまおうかと」

　初めて聞いた祖父の告白に、驪珠は息を飲んだ。

　それが決してできないことではないことを、驪珠はよく知っていたからだ。

「だがわしは、それをしなかった。できなかった。……それだけは、覚えておいてほしい」

　そう告げた仲毅の背中は、驪珠が今まで見てきたどの背中よりも小さい気がした。驪珠はそれ以上何も言うことができず、祖父が発した万感の思いが込められた言葉に、黙だまって深く頭を下げたのだ。

「──楽しいわ」

　この旅が、ただの旅でないことはよく分かっている。穏おだやかなのは今だけで、あとは黒竜党の出方しだいでいくらでも物騒になってくることも、だ。

　だが、隣に並ぶ朱明の存在はこの上なく心強かった。

　警備を手薄にする──。そんな中で驪珠の安全を図るために、蒼天は朱明を供につけると言った。当然のように受け入れている朱明に、巻き込みたくないと申し立てたのだが、兄妹共にとりあってくれなかったのだ。

「朱明はこう見えて強いよ」

　妹を誇ほこるというのとはまた違う口調で言って、蒼天は朱明の肩を叩いた。

　その腕前は、驪珠も目まの当あたりにしたので知っている。でも、と更に抗議しようとした驪珠に、蒼天は懇こん願がんするように言った。

「君も、屈くつ強きような男に始終張り付いていてほしくはないだろう？　それに、朱明だから許されるんだ。君が他の男と親しく同じ屋根の下で暮らしていたと枢昱が知った時、私はその後生きている自信がないからね」

「それは……」

　常に驪珠の先手を取ってきた蒼天が初めて見せた弱気な態度に、驪珠はそうかもしれないと視線を泳がせた。女性である朱明にさえ嫉しつ妬と心しんを抱くようなあの従兄いとこだ。

　それに、朱明と一緒にいられるというのは、驪珠にとっても魅力的な申し出だった。

　驪珠には同世代の友人がいない。趙ちよう家に引き取られた後、気づいた時には記憶も家族もなくした可か哀わい想そうな娘という評判が独ひとり歩きをしていたし、ほとんど家から出ることもなかった。

　時折仲毅の弟で子しだという人間が娘を連れてやってきたりもしたが、親に言われて義務感から接する少女たちが驪珠を友として見ているのかは疑問だった。当然、驪珠も心を開く気になれない。

　だから、すべてを知る朱明となら友人になれるかもしれないという淡あわい期待が生まれたのだ。

　ここに来るまでの十日間、行動を共にし、様さま々ざまな話をした。使用人の目があるのでたわいない話ばかりだったが、そうやって笑いあうことが楽しかった。

　──友達って、こういうものなんだろうな。

　無条件に可愛かわいがってくれる枢昱とも、生まれた時から一緒に育った飛ひ龍りゆうとも違う関係に、驪珠はあっという間に心を奪われていた。あの枢昱が朱明と驪珠は気が合いそうだと言っただけあって、朱明の隣は実に心地ここちよい。

「……朱明は、私といて楽しい？」

　朱明は驪珠にとても優しく、かなり気を遣ってくれていた。だがその一方で、踏ふみ込めない何かがあることも驪珠は十日間を通じて感じ取っていた。

　──まるで私が兄さまにしているみたいに。

　だからこそ、楽しんでいるのは自分だけで、朱明が見せる笑顔は作られたものなのではないか。優しくしてくれるのは護衛という義務感からくるものなのではないか。そんな不安が常に付きまとっていた。

「ああ」

　朱明の返事は短く、そこで会話が止まってしまう。驪珠は何とか話を続けようと質問をひねり出した。

「ええと、そうだ。朱明は、昊こう天てんに会ったことがあるの？　蒼天さまの刺し客かくなんだから」

「……ある、な」

「どんな人？」

　すかさず問うと、朱明がわずかに笑った気配がした。そうだな、と考えるように虚空を見やる。

「驪珠が想像しているよりはずっと嫌いやな奴さ。そもそも、裏の仕事をしている者にまっとうな人間なんていない。皆、何か訳ありで──」

「──それでも私の恩人よ。悪く言わないで」

　このまま悪口が続けられそうな雰囲気に、驪珠はきっぱりと言い切った。朱明が驚いたようにこちらを見る。

「そりゃあ、朱明は私が知らないあの人の面を沢山知ってるんでしょうけど……。でも、私にとっては、助けてもらった人。それがすべてよ」

「すまない」

　即座に朱明が詫びる。気にしていないと首を振りながら驪珠は続けた。

「本当は、今すぐに会いたいわ。会って、お礼が言いたい。──だけど、同時にまだ会いたくないの」

「それは……？」

「柳りゆう驪珠の人生をくれたのは、彼。だけど、小しよう弓きゆう姫きの人生をなくしたのも、彼。──私の中ではまだ五年前と今で折り合いをつけられてない部分があるから、今会っても、何か余計なことを言ってしまうような気がして」

　だから、と驪珠は明めい瞭りような声で言い放った。

「今回のことで、私の中でも何かしらの決着がつけられればいいなと思ってる。そうすれば、私を助けてくれてありがとうって、心から言える気がするの」

　言い切ってから驪珠ははっと頰ほおを赤らめる。一体、何を語ってしまっているのか。趙ちよう家を出てから、いやに口が軽くなっている気がする。朱明相手だと、不思議と何でも話せてしまうのだ。

「あ、ご、ごめんなさい。屋敷では、絶対に言えない話だから、つい」

「いや、礼を言うのはこちらの方だ」

「え──？」

「こんな日が来るとは、思っていなかった」

「どういう……？」

　驪珠が朱明の顔を覗き込むと、朱明ははっとしたように驪珠を見て苦い笑みを浮かべる。そして視線を逸そらすと、ぼそりと呟つぶやいた。

「その……枢昱どのの溺でき愛あいぶりから、驪珠を手放す日はないだろう、と」

「また兄さま？」

　飛び出した名前に驪珠は大おお仰ぎようにため息をついた。

「ねえ、兄さまって外で私のことを何て言ってるの？　まさか傾けい国こくの美女だとか、主しゆ上じようも一発で惚ほれるに違いないとか、そういう恥ずかしいこと言ってるんじゃ」

「枢昱どのが、か？」

　うっと言葉につまった朱明は眉み間けんに皺しわを寄せて考え込んだ。考えて考えて──そして首を振る。

「……知らない方がいいこともある、と思う」

「えっ、ちょっと、朱明？」

　朱明は決して視線を合わせようとせず、しかも話は終わったとばかりに離れていこうとする。しかしそんなことを言われたら気になって仕方がない。

「待ってよ！　お願い、教えてよ！　言うまで逃がさないんだから！」

　驪珠は馬の腹を蹴ける。そして遠ざかりつつある朱明の斜め後ろに馬をつけると、身を乗り出し手を伸ばした。

　肩を摑つかもうとするが空くうを切った手は、それでも何か摑もうと、朱明の背中で揺れる、一つに束たばねられた銀の髪を獲え物ものに選んだ。

　その時。

　朱明が道を左に曲がる。片手で手た綱づなを取っていた驪珠は、その動きについて行き損ねた。

「きゃっ──！」

　朱明が違和感を覚え振り向いたときにはすでに、驪珠の身体からだは傾いていた。

「──驪珠！」

　朱明の焦った声を聞きながら、驪珠は衝撃に備え目を瞑つぶる。けれど、予想とは違う衝撃に包まれ、驪珠は恐る恐る目を開けた。

「……朱明」

　目の前にあったのは、蒼白になった朱明の顔だった。朱明の肩ごしに見えるのは馬や駆けつけた人々の足で、驪珠は落ちる瞬間に朱明に抱きとめられ、庇かばわれたのだということをようやく理解する。

「大丈夫か……？」

　朱明はほっと息をついた様子だったが、その綺き麗れいな顔はまだ歪ゆがめられたままだ。ぼんやりと驪珠が眺ながめていると、朱明は強い調子で言い放った。

「とりあえず、手を離してくれ。──髪が引っ張られて痛い」

「え──。ああ、ごめん！」

　身を起こした朱明はよほど痛かったのか、片手で驪珠を抱かかえ、片手で髪を押さえていた。朱明には珍めずらしい切せつ羽ぱつまった口調に驪珠が慌あわてて手を放すと、更にほっとした表情を見せる。

「ごめん。痛かった……？」

「大丈夫だ。受け身を取ったから」

　朱明は肩を回して不調がないことを示した。

「驪珠は？」

「わ、私も大丈夫」

「ならよかった。──で」

　朱明は安あん堵どの表情を見せた後、がらりと口調を切り替えて驪珠を見つめる。非ひ難なんと呆あきれが混ざったような顔だった。

「お前、馬ば鹿かか？　私の髪を何だと思っている。手綱じゃないんだぞ！」

「だ、だって目の前にあったんだもの。摑みたくもなるわよ！」

「私の髪を握にぎったまま落ちたら、私も必然的に落ちるだろう！　殺す気か！」

　もっともすぎて、驪珠は反論できずに口をつぐむ。朱明はまだまだ何か言いたそうにしていたが、駆けつけた使用人にその先を遮さえぎられた。

　朱明は鬱うつ陶とうしそうに使用人をあしらいながら立ち上がる。そして驪珠に手を伸ばしたので、驪珠もその手を借りて立ち上がった。

　何も言わないながらも朱明が驪珠の身を案じるような視線を向けてきたので、驪珠はその場でくるりと回ってみせる。多少痛むところはあるが、問題があるほどではなかった。

「落とし物だ」

　回り終わった驪珠の肩に手を置くと、朱明は慣れた手つきで髪に簪かんざしを挿さしてくれた。先ほどの衝撃で落ちたのだろう。──枢昱にもらった、あの簪だった。

「ありがとう」

「まったく、危なっかしい」

　朱明はため息をつくと、鞍あん上じようの主ぬしを失って所在なげにうろうろしていた驪珠の馬の手綱を摑み、使用人に渡す。そして自分の馬を驪珠の前に引き連れてきた。

　朱明は軽やかに愛馬にまたがると、再び驪珠に手を差し出す。

「乗れ」

「ええっ？」

「目を放しておけない。二人乗りの方がましだ」

　助けを求めるように使用人を振り返っても、頷き返されるだけだった。仕方なく、驪珠は朱明の手をとり鐙あぶみに足をかける。

　朱明の馬は驪珠の馬よりも二回りほど大きい。よじ登るのに苦労するかと思ったが、心配は杞き憂ゆうに終わった。朱明が軽々と驪珠を馬上に引き上げたのだ。

　驪珠は目を丸くする。

　体重はそれほど重くないと自負しているものの、女の腕ではなかなか難しい芸当だと思った。しかも朱明はまったく重さや苦労を感じさせない。

「また髪を摑まれたらたまらないからな」

　そう言って朱明は驪珠を前に乗せた。後ろから伸びる細腕を驪珠がぼんやりと眺めている間に使用人と二言、三言交わすと、驪珠の顔を覗き込み、いたずらっぽく笑いかける。意味を図りかねて瞳を瞬またたかせると、朱明はこういうことだ、と馬の腹を勢いよく蹴った。

　朱明さま、と使用人の誰かが咎とがめる声を上げたが、朱明は笑いながら馬を走らせた。驪珠は咄とつ嗟さに鹿か毛げのたてがみにしがみつく。

　朱明はあっという間に先行者たちを追い越すと、更に速度を速めた。

「あれが別邸だ。──見えるだろう？」

　言って朱明が示したのは、高地にある屋敷だった。白い壁や茂しげる緑、それに建物の一部が見える。意い匠しようにこだわる青家らしい邸宅だった。

「州都の城壁が一望できるんだ。勿論、この村も」

「へえ、さすがね。──って、なに。通り過ぎるの!?」

「客人を迎えるには色々と準備がいる。今回のことは急に決まったから、まだ終わっていないらしい。その間私たちがいると、いらぬ気を遣わせる」

　それに、と不ふ審しんの色を浮かべる驪珠の後ろで朱明が少し笑った気配がする。

「折角だ。この周辺を少し案内するよ」

「……ありがとう」

　前者と後者、どちらが本心なのか図りかねたが、もう少しこの風景を堪たん能のうしたいと思っていたのは事実だ。それに準備が整うまで屋敷で待っていたら、使用人たちが心配して構い通してくることも予測できる。

　少し考え、驪珠は素直に朱明の言葉に甘えることにした。

　しばらく縦じゆう横おう無む尽じんに馬を走らせていた朱明は、ちらほらと人影が見える丘の近くで手綱を引いた。馬の嘶きに反応して、人々がぱっとこちらを向く。

「──朱明さまじゃん！」

　そのうちの一人が、顔を輝かせた。子供だ。おそらく、十に届くか否かほどの。

「朱明さま、久しぶりじゃん。いつ来たの？　元気？　いつまでいんの？」

　矢や継つぎ早ばやに質問を発しながら少年が駆けよってくる。あとの子供たちもそれに続き、十人ほどがぐるりと馬を取り囲むように群がった。

　朱明は驪珠を下ろすと自らも軽やかに馬から飛び降りる。銀の髪が宙に舞った。

「知りあい？」

「ああ。前にも何度か来たことがあるから。──ほら、私は目立つだろう？」

　涼しげな目め許もとを和なごませながら、朱明は肩をすくめてみせた。

「それに彼は村の権力者の子供だ。親を交えて挨あい拶さつをしたことがある。名は輝き肖しようだ。輝肖、こちらは──」

「──柳、驪珠よ」

　驪珠は愛あい想そよく笑いながら言う。輝肖は若干顔を赤らめながら首を傾かしげた。

「驪珠さま？」

「さまはいらないわ」

「じゃあ、お姉さんで。──あっ、まさかお姉さんと見せかけてお兄さんだったりしないよな？　朱明さまみたいに」

「しないしない」

　驪珠は顔の前で手を振りながら横目で朱明を見る。苦虫を嚙かみつぶしたような顔をしている朱明は、子供たちから見ても「格好いいお兄さん」だったのだろう。事実を知った時の彼らの反応を想像し、驪珠は声を立てて笑った。

「驪珠は正しよう真しん正しよう銘めいの女だから安心しろ。──で、こんな所で何をしていたんだ？」

「薬草をつんでいたの」

　話を逸らすかのような朱明の問いに、少女の一人がすかさず答える。

「あのね、最近村にお医者さまが来てね。色々と教えてくれたの。だから、皆でお手伝いしてて」

「でもここだと数が限られてるから、祠し堂どうの方に行ってみようかなって話してたところ」

「──祠堂？」

　驪珠の眉がぴくりと動いたが子供たちがそれに気づく様子はない。驪珠の発言を疑問と捉とらえ、輝肖が話を継いだ。

「俺もよく知らないし、大人はあんまり話したがらないけど、昔村の人たちが信仰してた宗教の、神様が祀まつってあるところがあるんだよ」

　なあ、と輝肖が顔を向けると、子供たちも自分が知っている情報を我先にと競きそって口にし始める。いわくありげな建物は子供たちの関心を随分と引いているようだった。

「手が入ってないから、色々薬草が生えてそうなのよね」

「でも、入口に不気味な蛇へびの置物があるから何だか怖いよな」

「蛇じゃないわよ。竜だって、お母さんが言ってたわ」

「近づくと竜に食べられちゃうから近づいちゃいけないんだと」

「は？　違うよ。お役人さまに捕まっちゃうんだよ」

「──滅茶苦茶だな」

　子供たちの発言を遮るかのように朱明がぼそりと呟く。

　その口調にどことなく冷やかさを感じたのは、多分、驪珠だけだろう。

「あそこには近寄らない方がいい。危ないからな。その医者とやらも、お前たちがあそこで薬草をつんできても喜ばないと思うぞ。怒るかもしれない。それに、もう日が傾いてる」

「先生は優しいから怒ったりしないよ」

「でももう行かなきゃ。怒らないけど、先生、心配するわ」

　医者の話をする子供たちの表情は本当に生き生きとしていて、その人物がいかに子供たちから好かれているかがよく分かった。

　きっと腕も人柄も良い医者なのだろう、と驪珠は微ほほ笑えむ。

「朱明さまも、何か怪我したら診みてもらうといいよ。先生は、何でも治せるんだから！」

「分かった」

　名指しされ、朱明は神しん妙みように頷いた。彼らの目から見ても、朱明と驪珠、どちらが怪け我がを負いそうか一目瞭りよう然ぜんらしい。

「分かったから、早く帰った方がいい。その先生だけでなく、親も心配するぞ」

「はーい。──じゃあね、朱明さま！　お姉さん！」

　子供たちは手を振りながら丘の上に駆け上がっていく。きっとそこにつみ取った薬草があったのだろう。籠かごのようなものを持ち上げる仕草を見せてから、丘の向こうに消えて行った。

　驪珠はあっという間に誰だれもいなくなった丘を見上げる。西に傾きかけた太陽が眩まぶしく、少し目を細めた。

「そろそろ我々も戻ろうか。お姉さん」

「……それ、すっごく変な感じがするわ。──ねえ、朱明」

　馬の手綱を引く朱明に、驪珠はくすりと笑ってからすっと表情を改める。朱明はその変化に気づき、何だ、と首を傾けた。

「戻る前にもう一か所、連れて行ってほしいのだけれど」

「……祠堂か」

　驪珠が言い出すことを予期していたのか、朱明は諦あきらめたように言葉を吐き出した。そして髪をかきあげながら考える素振りをする。

「場所は分かる。が、あまり勧めはしない」

「でも、見ておきたい」

「……そういう廃はい屋おくは、あまり良くない輩が出入りしていたりもする」

「分かってるわ」

　勿論驪珠だって分かっている。

　大人が子供たちに祠堂に近づかないように言い聞かせているのは、黒竜党云うん々ぬんの問題もあるが、それ以前に本当に危ないからなのだろう。

　州都に行くため、この村には多くの人間が訪れるという。その中には、宿に泊まる者もいれば、仕事を手伝うことを代だい償しように民家に泊めてもらう者もいる。季節が良ければ野営で過ごす者も珍しくはない。──そして、そんな者たちが風雨をしのげる廃屋に集う。

　ただの貧しい旅人であれば問題ないが、別の理由で宿屋に泊らないような輩までやって来るから性た質ちが悪いのだ。おそらく盗賊の類たぐいが住み着いていたこともあるだろう。それでも壊さないのは、まだ心のどこかに黒き竜にすがる気持ちがあるためか。

　けれど、と驪珠は頭上にある朱明の顔を見上げた。

「お願い。──どうしても、見ておきたいの」

　朱明は何かを言いかけ、結局やめた。ただため息をつき馬にまたがると手を差し出す。

「乗れ。──本当に、見るだけだぞ」

　手を借りて驪珠は再び朱明の前に収まる。そっと背中を預けると、朱明は焦ったように馬の腹を蹴った。










　長らく放置されていたせいか、伸び放題の草木に埋うもれるようにして、四方を土壁に囲まれたそれはひっそりと存在していた。

　すでに人の手が入らなくなって久しく当時の美しさは見る影もなくなっていたが、片へん鱗りんは窺うかがえる。そして古めかしくなったせいで趣おもむきを増したともいえる祠堂は、近寄ることを躊躇ためらわせる何かを醸かもし出していた。

　それに何といっても大きい。予想以上の大きさに驪珠はただただ驚いていた。

　勿論、ちらりと見た青家の別邸には負けるし、王都にある驪珠や朱明の屋敷の足元にも及ばないが、それでも祠堂としてはかなりの大きさを誇ほこっている、と思う。

　ただ神を祀っているだけでなく、党員たちの集会所ともなりえるように作られている。今でこそ存在を隠いん匿とくされているかのようだが、綺麗に草木が刈かられていた当時は村の中心的存在だったのだろう。驪珠は、当時の黒竜党の趨すう勢せいを見た気がした。

「これができたのは黒竜賊の最盛期。──今では誰もが恐れて近づかないようだが」

　獣けものがつけたのか、人がつけたのか──。草が踏みつけられた跡を器用に辿たどって祠堂に近づいた朱明は驪珠を馬から降ろし、自らも傍かたわらに飛び降りる。そして近くに低木を見つけ馬をつなぐと、そのまま木にもたれかかった。腕を組みながら周囲を観察し、やや眉まゆをひそめる。

「州都に近いからな。南方の拠点の一つだったらしい。討伐後、奴らの動きを牽けん制せいするために兄上はあのやけに目立つ屋敷を建てたんだ。青蒼天の目が光っているとなれば、賊徒も簡単には動けない」

「そう、なの」

　驪珠は口の中で言って、複雑な視線を祠堂に送り、一歩二歩と近づく。朱明が眼光を鋭するどくしたが、驪珠を止めることはなかった。

　驪珠は屈かがみ、ゆったりとした袖そでが汚れないよう注意を払いながら地面にうち捨てられている残ざん骸がいに手を伸ばした。祠堂の入口を挟むように飾られていた天に昇る黒き竜。その胴体がぽきりと折れて、下半身が落ちたものだった。

「──驪珠」

　声と共に肩に手がかかり、はっとなる。

　黒い竜の残骸。それを胸元に抱きしめたまま、随分とぼうっとしていたらしい。握りしめていた両手にはくっきりと竜の鱗うろこのあとがついていた。

　空はすっかり赤く染まっている。まるで血のような色だ。今まで驪珠たちが数多く流してきた、色。

　──思い出して、どうなるというの。

　思いが過去に飛んでいた。救いを求める人たちが、道士の祈き禱とうを求め長い列を作っていた時に。もしくは、今から官府を襲うのだと、武器を片手に集まって気勢をあげていた時に。

　──考えちゃいけない。だけど……。

　荒れ果てた姿は過去の輝かしい日々を思い出させ、哀あい愁しゆうを誘った。

「大丈夫か？」

「……ええ」

　のろのろと驪珠は振り返る。我ながら生気のない顔をしていると思ったが、それでも反応したからか、朱明はあからさまな安堵の表情を見せた。

「なら、いいんだ。それを握りしめたまま動かなくなるから、どうしたのかと思った。──場所が場所だからな。何か、怪あやしげな術でもかけられたのかと」

「ちょっと、ぼうっとしてたみたい。身体が勝手に動き出したわけでもないのに、そこまで心配しなくても大丈夫よ。それじゃあまるで、兄さまよ」

　本気で心配しているらしい朱明に、驪珠は立ち上がりながら頰を緩ゆるめる。朱明はわずかに頰を赤く染め、すねたように横を向いて視線を外はずすと、自分が術をかけられた時のことを思い出したんだ、と誤魔化すように言った。

「枢昱どのと一緒にしないでくれ。何というか……色々、超越しているからな、あの人は」

　ふっとどこか遠くを見るような目に驪珠は不安になる。先ほどは結局訊き損ねてしまったが、一体枢昱は人様に何を言いふらしているのだろうか。

「驪珠も大変だな。枢昱どのの妻になったら、嫉しつ妬とも凄すごそうだ。頑張れよ」

　しみじみと言って励はげますように肩を叩たたいた朱明に、驪珠は目を瞬かせた。

「……妻？」

「ん？　驪珠は枢昱どのに嫁とつぐんだろう？」

　朱明はそれが当たり前だと言わんばかりの口調でいるが、驪珠は思ってもみなかった発言に驚くばかりだ。

　朱明もそんな驪珠の反応に気づき、目を瞠みはった。

「違うのか？　私はてっきり」

「その話、どこから出てきたの？」

「どこからって……。枢昱どのの溺でき愛あいぶりを見ていると、そう思うのが自然だろう。私だけじゃない。皆言っていることだ。──それにきっと、仲毅どのもそのつもりだと思うぞ。驪珠を手放さなくてすむからな」

　驪珠は沈ちん黙もくし思い返してみる。

　確かにもう十六で、そろそろ縁談がもちあがっても不思議ではない。──否、もちあがらないのがおかしいのだ。驪珠の血筋は後宮入りだって望めるほど良いのだから。

「兄さま、と……」

　仲毅と枢昱がどう思っているのか、驪珠は知らない。しかし少なくとも驪珠は、そういう目で枢昱を見たことはなかった。

　言われれば納得はする。確かに枢昱と結ばれるのが驪珠にとって最善なのだろう。

　趙家に引き取られたとはいえ、驪珠の姓は柳のままだ。しかも兄と妹のような関係でも二人の間柄は従い兄と妹こ。母方の親族であるし、結婚の障壁となるほどではない。

　でも、と驪珠は自じ嘲ちよう気味な笑みを浮かべた。

「……兄さまに、私は相応ふさわしくないわ」

「なぜ？」

　朱明は言って、腕を組む。細めた目がひたと驪珠を見み据すえ、声が一段低いものに変わった。

「確かに枢昱どのは顔も家柄も将来性も言うことのない逸いつ材ざいだ。だが驪珠。お前だって年頃の娘が羨うらやみそうなものをすべて持っていると言っても過か言ごんではないと思う。そのお前が、枢昱どのに釣つり合わないだなんて、私には思えない」

「でも、朱明」

　驪珠はそっと目を伏せ、手にしたままだった竜を再び強く握りしめた。

　同じような言葉を、何度も言われたことがあった。そのたびに驪珠は喉のどの奥まで出かかった反論を必死に飲み込んでいる。そこから先は、口に出してはいけない領域だった。

　──でも、朱明は知っているわ。

　驪珠はじっと言葉の続きを待っている朱明を窺い見た。

　言ってしまってもよいのではないかという思いが頭をもたげる。

　それは、甘い誘惑だった。今まで胸の内にしまい続けてきた思いはもう、限界に近づきつつあった。

「私は……」

　誰でもいい。今までずっと思いつめてきたことを聞いてもらいたい。

　その一心で、驪珠は勇気を振り絞り、重い口を開いた。

「私は、小弓姫だもの」

　驪珠はちらりと背後に建つ祠堂を見る。

　かつては、あそこで道士の誰かがもてはやされていたのだろう。そして驪珠もまた、もてはやされていた人物の一人なのだ。

　懐なつかしいと思えてしまうほど、驪珠はあの頃、それなりに満ち足りた生活を送っていた。

「……それか」

　朱明は一瞬で驪珠の言いたいことを悟さとったようだった。難しい顔をして目を逸らしてしまう。その反応に驪珠は落胆を隠せなかった。が、すぐに思い返して誤魔化すように口を開いた。

「悪かったわ」

　どうやら知らない間に朱明に多くを望みすぎていたらしい。朱明の口が何かを紡つむぐ前に、驪珠は矢継ぎ早に言い募つのる。

「言っても仕方がないことね」

　多少、すっきりしたのは事実だが、空気を悪くしたかったわけではないし、誰に言ったところでどうしようもない問題なのだ。

　やはり言うべきではなかった、と驪珠の脳のう裏りに後悔の二字が浮かぶ。

「本当に悪かったわ。朱明も、こんなこと言われても困るでしょう？　できれば──」

　忘れて、という言葉は続かなかった。朱明が再び驪珠を瞳に映したからだ。想像以上に厳しい鳶とび色いろに身体がすくむ。

　だが、その目はすぐに優しい色を帯おびた。朱明は一歩近づき、自然な動作で驪珠の頰に手を添える。

　触れられた瞬間身を強こわ張ばらせた驪珠は、優しい挙きよ措そにすぐに肩の力を抜いた。
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「ずっと、一人で苦しんできたのか？」

　責める口調ではなく確認するような口調だったので、驪珠は反射的に頷く。そうか、と呟いた朱明の目に、今度は辛つらそうな、己おのれを責めるような色が浮かんだ。

「朱明……？」

　どうしてそんな目で見るのだろうか。

　不思議だった。けれども訊ける空気ではなく、驪珠はただ沈黙を通す。

「そうか……」

　朱明は深いため息と共に、もう一度そう言った。

「枢昱どのは、知らないからな……」

「ええ」

　驪珠は沈痛な面おも持もちで顎あごを引いた。

「兄さまの中で私は、賊に家を襲われ、家族を亡くした、哀れな娘なの。だから兄さまは私に凄く優しくしてくれて、一生懸命守ってくれようとする。兄さまの気持ちはとても嬉うれしいわ。──でも、同時にそれが何よりも苦しい」

　話しているうちに自分がどんどん嫌な人間に思えてくる。驪珠は朱明の目をまっすぐに見ることができず下を向いた。小こ刻きざみに震ふるえる手の中には手放す機会を逸いつして握ったままの竜がある。未練がましく持っている様さまが、黒竜党のことをすっぱり忘れられない自分の心を表しているようで、とても嫌だった。

「悪いと、思うの」

　自分でも驚くほど、驪珠の声は震えていた。

「私は、守ってもらえるような人間じゃないのにって。いっそ、言ってしまえたらと思う。だけど、怖くて」

「怖い？」

「言ってしまえば、きっとこれまでの関係は崩れるわ。あの優しい兄さまに軽けい蔑べつされたらって思うと……とても、怖い」

　驪珠はちらりと朱明の顔色を窺う。何か慰なぐさめの言葉が来るかと思ったが、返ってきたのは沈黙だった。朱明も思うのだろう。知られてしまったら、やはり、今まで通りの関係を築くことはできないと。

「いっそ、本当に記憶なんてなくなってしまえばよかったのに……！」

　驪珠は声を絞り出した。朱明が動揺する気配がするが、構わずに続ける。

「知らない屋敷で目覚めて混乱する私に、爺じいさまは言ったわ。すべて忘れてしまいなさい。忘れて、新しい人生を歩みなさいって。だから私は、小弓姫じゃなくて、用意された柳驪珠の設定で、五年間生きてきた」

「驪珠……」

「だけど、忘れられなかった！　黒竜党の話を聞けば胸が騒ぐし、飛龍さまが生きてるって聞けば嬉しいし、こうして荒れ果てた祠堂を見れば胸が痛む！」

　一息に言って息が切れたため、驪珠は肩で息をしながら無理やり口の端を上げた。そしてかけるべき言葉を失っている朱明を挑戦的に見上げる。

「柳驪珠になりきれない。でも、小弓姫にだって戻れない。そう思っていたわ。私は、黒竜党は滅ほろびたと思っていたんだもの」

　けれど、それは違った。

　飛龍は死んでいない。そして、微び瑛えいたちもまだ、諦あきらめてはいないようだった。

　迎えに来ると微瑛は言った。それはつまり、驪珠を必要としてくれているということだ。

「黒竜党は、滅びていない。しかも彼らはまだ、小弓姫を欲してくれている。柳驪珠を知っている者は小弓姫である私を受け入れてくれない。だけど、小弓姫を知る者は、私が柳驪珠であっても受け入れてくれるわ！」

「黒竜賊は家族の敵だろう？　お前はずっと、利用されて……」

「正直なところ、そう言われてもぴんと来ないもの」

　真実を知った時、ひどく驚いた。騙だまされていたのかと怒りも湧わいた。

　しかし、考えてしまうのだ。自分の血縁らしいがまったく知らない柳家の人間と、十一年間共に過ごした飛龍をはじめとする黒竜党の人々。失って悲しいのは、果たしてどちらだろうか、と。

　──私は、飛龍さまだと答えてしまうわ。

　飛龍が生きていると聞いた時の、胸の内から湧き上がってくるような喜びが忘れられない。柳家の、たとえば驪珠の母親が生きていたとしても、きっと驪珠はそこまでの喜びを感じることはないだろう。──むしろ、戸惑いの方が大きいくらいかもしれない。

　──あの十一年間、私の家族は間違いなく黒竜党の人たちだったもの。

「騙されていたことは分かってる。だけど、私が小弓姫だったという事実は変わらないし、あそこで私が小弓姫として過ごしてきた時間もなくならない。どうあがいたって私は小弓姫で──結局、私の居場所はあちら側にしかないのよ」

「──驪珠！」

　強い語調で名を呼んだ朱明は、驪珠の震える両肩に手をのせ、辛つらそうに顔を歪め、それでもはっきりと言った。

「……そんなに、自分を追いつめるものじゃない」

「だって」

「確かに黒竜賊の奴らは驪珠を再び受け入れてくれるだろう。──だが、こちら側の者を、甘く見るんじゃない」

　朱明の声はいつになく低い。さとすというよりは怒っているような声こわ音ねだった。

「驪珠の正体を知って、心ない言葉をぶつける者もいるだろう。だが、仲毅どのや兄は、驪珠のことを蔑さげすんだだろうか？　彼らが小弓姫という過去を隠匿するのはあくまでその方が驪珠のためだからであって──小弓姫という驪珠の過去を、否定したいわけじゃない」

「…………」

「枢昱どのだって、知れば驚くだろうが……。それくらいで態度を変えるものか。むしろあの人は今まで気づけなかった自分を責めるだろう」

　驪珠の心の中で、そうかもしれないという声と、そうはならないだろうという二つの声がせめぎあう。

　信じたかった。けれど、信じ切れなかった。

　信じていた者に裏切られる何とも言えない悲しさを知っている。だからかもしれなかった。

「それに、私がいるだろう？」

　ようやく朱明が笑った気配がして驪珠は顔を上げる。

　顔が近い。けれど逸らすことも叶わずに、驪珠は朱明の秀麗な顔を見つめる。驪珠を安堵させるように笑いかける顔の中には、どこか緊張が見え隠れしていた。

「私だって、小弓姫と柳驪珠。両方を知っている。──私は、裏切らないよ。約束する」

「朱明……」

「小弓姫であった自分を捨てる必要なんてない。そんなことはできない。それも、驪珠なのだから。その頃があるから、今の驪珠がいる。それを、忘れてはいけない。──だから仲毅どのだって、忘れろと言いながらも記憶を無理に奪うことはできなかったんだろう」

　朱明の言葉は温かかった。胸にすうっと入って、優しく染みていく。

　でも、と驪珠は顔を曇くもらせた。

「やっぱり、まだ、私は兄さまには言えない。言いたくない。それにたとえ兄さまに言えたって、周りの人には言えない。──隠し事をするのは、どうしても後ろめたいわ」

「隠し事のない人間などいない」

　驪珠の消え入りそうな声に対し、朱明はそう、はっきりと断じた。

「大なり小なり、人は皆、何か隠し事をしながら生きていると思う。すべてをさらけ出せる人なんていない。──それにな、驪珠。私は、人間誰しも二つや三つ、顔を持っていると思うんだ」

「顔？」

　小首を傾かしげた驪珠の頰に朱明は指を滑すべらせる。

「ああ。驪珠が、柳驪珠と小弓姫の顔を持っているように。たとえば枢昱どの。立派な武官の顔と、妹至し上じような顔を持っているだろう？」

「それとこれとは話が違うわ」

「違わないさ」

　朱明は明瞭な声で言い放った。あまりに自信に満ちていて、そうかも、と思わせる声だった。

「小弓姫の一面を見ることで、枢昱どのが嫌うのではないか。そう驪珠は言った。立派な武官の枢昱どのに憧あこがれた町娘が、兄馬鹿が炸さく裂れつしている枢昱どのを見て一気に冷めて、掌てのひらを返したような態度を取るのと、程度こそ違えど、根本はさして違う問題だとは思わない」

「でも……」

「それに」

　なおも言い募ろうとする驪珠に反論する隙すきを与えず、朱明は話を続ける。

「私の兄だってそうだ。他人に興味なんてなさそうな顔をしているくせに、義あ姉ね上うえをこよなく愛している。それこそ、枢昱どのに勝まさるとも劣おとらない。兄上は、義姉上の自慢を始めると本当に長いんだ。夜を徹して語るぞ」

「……蒼天さま、結婚してたの」

「ああ。意外な一面だろう？　──それに、私だって……」

　ここまできて初めて朱明は言い淀よどんだ。何かを言いかけ、しかし思いとどまり口をつぐむ。

「朱明も？」

「ああ。──驪珠」

　朱明は、それ以上語らなかった。驪珠もまた、踏み込んではいけない領域なのだろうと追及はしないことにする。

　誰にも隠し事はあるのだと、朱明に言われたばかりなのだから。

　自分のことを誤魔化した後だというのに、朱明はまっすぐに驪珠を見ていた。そして驪珠がまだ竜を握ったままなのに気づくと、その手をとってゆっくりと指を一本ずつ外していく。

　驪珠はされるがままに、握った状態で固まってしまっていた指が外れていくのを見ていた。

　朱明は竜を無造作に地面に落としたりはしなかった。丁寧に驪珠の傍らに置き、それから握る物を失い所在なげになっていた驪珠の手をゆっくりと包み込む。

　大きな手は、驪珠の予想以上に温かかった。

「何も案じることなんてない。黒竜賊のもとになど行かなくても、皆、驪珠の居場所となってくれる」

「朱、明……」

「私は、驪珠の力になりたい。幸せに生きてもらいたい。そう願っている。大丈夫だ。たとえ仲毅どのや枢昱どのや、この世の誰もが小弓姫を理由に驪珠を疎うとんじても、私だけは驪珠の味方でいる。──だから、行くな」

　そうだ、と驪珠は思う。

　どれだけこの言葉を、自分は欲していたのだろうか。

　すべてを知る仲毅は、忘れろ、と言った。けれど忘れられるわけがない。

　その記憶を肯こう定ていし、更に共有してくれる人を、どれだけ待ち望んでいたことか。

「驪珠」

　朱明の、若じやつ干かん慌てたような声がした。

　驪珠はどうかしたのかと声を出そうとしたが、上う手まくいかなかった。

　言葉の代わりに出てきたのは嗚お咽えつで、驪珠はようやく自分の頰に涙が伝っていることに気が付いた。
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「──鳳ほう翔しよう先生！」

　鳳ほう凰おうが翔かける──。本名と対になるようなこの名前を使い始めてもう五年になる。今やすっかり慣れてしまった名を呼ばれ、飛ひ龍りゆうは薬をする手を休めて顔を上げた。

「お帰りなさい。遅かったですね」

　勢いよく家に飛び込んでくる子供たちの姿に思わず頰ほおを緩ゆるめた。皆、両手や籠かごいっぱいに薬草を抱かかえている。薬草の種類を教えたのは他ならぬ自分で、それを彼らがきちんと覚えて、更には手伝ってくれる姿を見ると嬉うれしくなる。

「先生、取ってきたよ」

「いっぱい取れたよ」

「はい、ご苦労様です」

　ねぎらって頭をなでると、子供たちは嬉しそうに笑いながら跳はねた。飛龍はその姿を目を細めて、眩まぶしげに見やる。

　子供たちの年の頃は十歳前後。──かつて妹とも婚約者とも思っていた少女と別れたのも、彼女がこのくらいの年の頃だった。

「先生、どうしたの？」

　一人の子供が顔を覗のぞき込んできたため、飛龍は現実に引き戻された。慌あわてて表情を取とり繕つくろう。

「どうもしませんよ？」

「噓うそだ。なんか、寂さびしそうだったよ」

「鋭するどいですね。でも、たいしたことではありません。──さあ、仕分けをしましょう。手伝ってくれる子には菓か子しをあげますよ」

　飛龍は食べ物で釣つって誤魔化そうとしたのだが、残念ながら子供たちはそんなものに騙だまされるほど甘くはなかった。

「先生、誤魔化してる」

「じゃあ、何だろう？」

「恋こい煩わずらいよ、きっと」

　そういうことに関心が出てくる年頃なのか、一人の少女がしたり顔で言った。

「みんな言ってるもの。先生は、誰だれか想う人がいるんだって」

「……待ってください。みんな、とは誰です？」

　聞き捨てならない言葉に、飛龍は顔を引きつらせながら少女に問う。しかし少女はこてんと首を傾かしげ、みんな、ともう一度言った。

「先生はとある名家のお嬢さんに恋をしていて、国一番のお医者になる！　と宣言して家を飛び出し、津つ々つ浦うら々うらの武者修行の最中なんだろうって」

　──何だそれは!?

　飛龍は思わず頭を抱えた。

　飛龍がこの村にやって来たのはふた月ほど前のことだ。ある日突然ふらりと現れた飛龍を、外から人が流れてくることに慣れたこの村の人々は特に怪あやしむこともなく受け入れてくれた。子供たちもよく懐なついてくれていて、飛龍は穏おだやかな生活を送っている。

　州都が近いだけに、医術の心得がある者はそちらに流れてしまうらしい。なのでまだ十九と若く、医者として未熟な点があっても、皆構うことなく歓迎してくれた。

　おまけに見てくれも性格も良いからと婿むこに望む人も少なくはなく、申し込まれるたびに毎回適当な理由をつけて断っていたのだが、まさかそんな噂うわさが飛び交っているとは。

　ははは、と飛龍は乾いた笑いを漏もらした。

「先生、違うの？」

「違います」

「じゃあ、好きな人はいないの？」

「随分はっきり訊きいてきますねえ」

　子供の特権ともいえる行為に、飛龍はもう笑うしかない。ここで変に噓をついても、この子たちの家族からまた変な噂が出るだけだろうと思い、人差し指を一人の子供の口の前で立てた。

「先生？」

「いいですか。今から言うことは、秘密ですよ」

　秘密という言葉に子供たちが目を輝かせる。絶対に言わないよ、と口ぐちに告げられた言葉に内心で噓をつけ、と思いながらも、飛龍は厳おごそかに言った。

「私には、婚約者がいます」

「ええっ！」

　子供たちが黄色い声を上げた。互いに顔を見合わせた後、興きよう味み津しん津しんといった目で飛龍を見上げる。これで縁談が減ればいい。そんなことを思いながら、飛龍はいかにも重大な秘密を話しているというふうを装よそおって小声で続けた。

「名前は内緒ですが、大変美しい人でしたよ」

「でした、なの？」

「はい。事情があって五年前から会っていません。──もっと自分の名が上がったら、迎えに行こうと思っています」

　素敵、と少女たちはうっとりとした表情を浮かべる。

　それに対して少年たちは「美しい人」に興味を抱いたようだった。

「先生、そんなに綺き麗れいな人だったの？」

「ええ」

「ふーん。あのお姉さんとどっちが綺麗かな？」

　少年の一人が首を傾け、他の子供たちに問いかける。

「ああ、あのお姉さん、すっごく綺麗だったな」

「今度は誰の話ですか」

　思い思いに話し始める子供たちに呆あきれながら、飛龍は近場にいた輝き肖しように問う。輝肖はよくぞ聞いてくれました、と得意そうな顔をして、外を指差した。

「あっちの方に、お金持ちのお屋敷があるの、先生は知ってる？　うちよりでかいやつ」

「お屋敷……？　ああ、青せい家の」

　飛龍は脳のう裏りに件くだんの屋敷を思い描く。

　黒こく竜りゆう党とう討とう伐ばつの手た綱づなを取っていて、かつ天てん正せい将軍暗殺の黒幕だと噂うわさされている青蒼そう天てん。──飛龍がここへの滞在を決めた理由の一つには、その屋敷の存在もあった。

「それそれ。あそこ今、管理してる使用人が数人いるだけじゃん。でも、今日王都から二人来たんだよ。一人は前も何度か来たことがある、どう見ても格好いい男なのに実は女って人なんだけど、もう一人、初めて見る綺麗なお姉さんがいて」

　子供とは時に残ざん酷こくだ。不ぶ細さい工くだったら不細工だと正直に言うだろう。

　その子供が手放しに称しよう賛さんしている。これは本物だなと飛龍は内心で笑ったが、ふと引っ掛かりを感じて眉まゆを寄せた。

「青家の屋敷に男装の娘が来た──ということですか？」

　その組み合わせは知っている。

　青家について、飛龍は色々と調べたことがある。しかし、調べなくてもその話は有名だ。

　男装を好む、青蒼天の妹。その名は──。

「青、朱しゆ明めい」

「先生、知り合い？」

　無意識のうちに呟いた名前に、子供たちは目を丸くする。やはり、と飛龍の胸の内に複雑な思いが湧き上がった。

「名前を聞いたことがあるだけですよ。──それで、もう一人のお名前は何て言うんです？」

　飛龍は動揺を押し隠し、笑顔で子供たちに応じた。

　しかし、次に少女の口が紡つむいだ名前に、今度こそ飛龍は言葉を失うことになる。

　忘れたことはない。

　忘れられる、はずがない。

　その名前も、その名前を最後に聞いたあの日のことも。










「眠れない……」

　与えられた部屋で横になっていた驪り珠しゆは、薄い布ふ団とんをめくって寝台から降り立った。窓は開いているが風がない、寝苦しい夜だった。

　夕方、真っ赤になってしまった目の腫はれは大分引いた。しかしまだひりひりする。驪珠は明かりを灯し器うつわに水を注そそぐと喉のどを潤うるおして、まだ半分ほど水の入った器を持ったまま窓辺に腰かけそっと目を閉じた。

　知らないうちに泣き出してしまった驪珠は、あの後なかなか涙を止めることができなかった。朱明はおろおろしながら驪珠が泣きやむのを待っていて、結局屋敷に帰りついたのは暗くなってからだった。

　あと少し帰りつくのが遅ければ、使用人たちが総出で捜そう索さくを開始していたことだろう。

　五体満足な朱明と驪珠の姿に使用人たちは心から安あん堵どした様子を見せながら出迎えたが、年長の一人は朱明に対し眦まなじりを吊つり上げた。

「よそさまのお嬢さまをこんな時間まで連れ回すなんて！　枢すう昱いくさまに知られたら！」

　使用人の剣けん幕まくは本当に恐ろしく、驪珠は自分が怒られているわけでもないのに身がすくんだ。

　更に使用人が驪珠の顔に涙の跡を見つけたのだから大変だ。使用人たちは朱明が何か意地悪をして泣かせたのだという盛大な勘かん違ちがいに取りつかれ、誤解を解とくのが大変だった。

　どうやら使用人たちは、朱明が男装を好む変わり者だということについてはもう諦あきらめているらしい。だが少女らしからぬ奔ほん放ぽうな振る舞いや無茶な行動は快こころよく思っていないらしく、同時に朱明がやることにあまり信頼を置いていないようだった。

「私が何をしでかしても不思議じゃないと思ってるんだ、彼女たちは。日ごろの行いのせいかな」

　驪珠はそう言って苦笑した朱明の端整な顔を思い浮かべる。

　作られた設定の中を生きる柳りゆう驪珠。公おおやけにできない過去である小しよう弓きゆう姫き。──彼女は、そのどちらでもなく、驪珠を驪珠として見てくれている。そして、驪珠が望んでいた以上のことを言ってくれた。

　嬉しくない、わけがない。

　自分の中で、朱明の存在がどんどん大きくなっていくのを、驪珠はひしひしと感じていた。

　一つしか違わないというのにずっと大人びていて、固く閉ざしていた心に光を与えてくれた朱明に、驪珠は尊敬とも憧あこがれともとれる感情を抱いていた。

　思考の渦うずに沈んでいた驪珠は、かさり、と庭の草木が動く音で我に返る。風はない。ならば小動物だろうかと目を眇すがめた時、驪珠の耳に押し殺したような声が届いた。

「──小弓姫」

　驪珠はゆるゆると目を見開く。驚きのあまり、声を上げることも、その場から離れることもできなかった。ただ息をつめて、闇やみを見つめる。

「小弓姫」

　また声がした。

　先ほどよりも明めい瞭りような、男の声が。

「だ、れ……」

　やっとの思いで絞しぼり出した声はひどくかすれていた。先ほど喉を潤したばかりだというのに、もうからからに乾いている。驪珠は思わず喉元に手を伸ばし、立ち上がった。

「僕です、小弓姫。──覚えて、いますか？」

　するり、と闇の中から抜け出してきたのは優しそうな面おも差ざしの、少年と青年のはざまくらいの歳の男だった。彼はいつの間にか前に立ち、じっと驪珠を見つめている。

　二人の間に、微妙な距離があった。驪珠は警戒しているので迂う闊かつに近寄るようなことはしないが、男もなぜか一定の距離以上に近づくのを恐れているようだった。緊張が、驪珠にも伝わってくる。

　口ぶりからして、驪珠は彼と会ったことがあるのだろう。小弓姫と名乗っていた、あの過去に。驪珠は部屋から外に漏もれる灯あかりに照らされて浮かび上がる男の顔をまじまじと見つめる。そして、思わず器をとり落とした。

　がしゃん、と甲かん高だかい音を立てて器が割れる。中に入っていた水が驪珠の足元に飛び散った。

「あ……」

　知らない顔だった。だが、よく似た顔は知っていた。

　そして何より驪珠を映す碧へき眼がんに見覚えがありすぎた。

　成長したらこんな感じだろうという少年と別れたのは、五年前。そして、まだ生きているかもしれないと知ったのは、つい最近。

「飛龍、さま……」

　驪珠の呟つぶやきが届いたのか、飛龍は安堵したように胸をなでおろし、一歩踏み出した。開いた窓ごしに手を伸ばし、驪珠の藍あい色いろを帯おびた髪に触れる。そしてそのまま口を寄せた。
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「覚えていてくださって、光栄です。小弓姫」

「生きて……」

「ええ、まあ。我ながらしぶといとは思いますが」

　飛龍は肩をすくめる。その表情から、別れてからの五年間、彼が決して楽な人生を送っていなかったことを驪珠は察した。

「でも、どうしてこんなところに……」

　口にしてから、驪珠は愚ぐ問もんであることに気が付いた。どうしても何も、彼をはじめとした黒竜党員がここに来るように仕向けたのは驪珠と、蒼天と、朱明だ。わざと流された情報を手にし会いにきたであろう彼に、罠わなだと伝えるべきか。

　しかし驪珠の悩みを裏切って、飛龍は軽い調子で答えた。

「子供たちに聞きました」

「え？」

「この村の、子供たちですよ」

　飛龍はちらりと後ろに視線を向けた。塀へいや木々に阻はばまれて部屋から外の様子は見えないが、その先にあるのが村の集落であることは驪珠も知っている。

「子供、たち」

　その言葉を聞き、ぱっと脳裏に浮かび上がったのは、昼に出会った子供たちだった。

「確か……輝肖、とか」

「その通りです。お姉さん」

　ちゃかされた呼称に戸惑う驪珠に、飛龍は髪をかきあげた。

「実はふた月ほど前からこの村に住んでいましてね。──これでも今は、医者をしています」

「医者？　まさか、あの子たちが今日、薬草を持って行った……？」

「ああ、はい。持って来てくれた時に、小弓姫の話を聞きました。その話には薬草以上に感謝しましたよ。──ちなみに、今は鳳翔と名乗っています」

　穏やかな表情は昔のままだ。何一つとして変わらない。

　驪珠は当時のことを思い出し、目を伏せた。

「医者を……。お似合いだわ。飛龍さまは昔から、頭だけは良かったもの」

「頭だけで、悪かったですね」

「褒ほめてるのよ」

　幻術や武術の才こそなかったが、飛龍の頭脳は群を抜いていた。彼ならば軍師的な立場だけでなく、医者としても十分才能を発揮できるはずだ。

　驪珠は目を細め眩まぶしげに飛龍を見る。しかし飛龍は若じやつ干かん気まずそうな顔をして目を逸そらした。

「それが……。医者というのも、大変で。志こころざしは高くても、志だけではどうにもならないことが多くて」

「飛龍さま？」

　不ふ穏おんな声こわ音ねに驪珠は眉をひそめる。飛龍はしばらく宙ちゆうに視線を彷徨さまよわせていたが、ぎゅっと拳こぶしを握にぎると意を決したように再び驪珠の顔に焦しよう点てんを結んだ。

「表の顔は医者です。けれど裏では──臥が竜りゆう、と呼ばれています」

「────！」

　驪珠は言葉を失って、反応を心配そうに窺うかがっている飛龍を見開いた目のままで見つめる。

　──飛龍さまも。

　どれくらい見つめていただろうか。再び思考が動き出した驪珠はまず、それを思った。

　彼もまた、別の顔を持っているのか、と。

「……義賊、の？」

　露ろ天てん商しようが売りつけようとした絵と、伴ともなわれた説明。それらを思い返しながら驪珠は問う。

「そうです。──飛ぶ龍と名付けられたこの僕が臥ふす龍だなんて、皮肉なものですが」

「どうして、そんなことを……」

「色々、理由はありますが。──そうですね」

　戸惑うばかりの驪珠に、飛龍は小声で呟いて口の端に歪ゆがんだ笑みを乗せた。

　月明かりの陰影のせいか、一瞬凄せい絶ぜつな笑みが見える。けれど驪珠が瞬まばたきをした次の瞬間にはいつもの優しげな笑みに戻っていて、驪珠はどきりと胸を高鳴らせながら見間違いだったのだと心の中で言い聞かせた。

「一つ目は、医者の仕事をするためです」

　どういう意味か図はかりかねて、驪珠は黙だまって首を傾ける。飛龍は苦笑した。

「あの後──。逃げのびた僕を拾ってくれた人がいました。流れものの医者だったその人を僕は師と仰あおぎ、様さま々ざまなことを教わりました」

「それで、医者に……？」

「ええ。師匠は厳しく、そして優しい人でした。見るからに金を持ってなどいない僕を拾ってくれるような人ですからね。弱者には優しく、医者にかかる金のない人も快く診みるような人で」

　飛龍は目を細める。碧眼に懐かしむ光が宿った。

「けれど、それだけでは食べてなどいけませんから、金持ちを診察する時は心おきなくぼったくる人でした。妙な薬を高値で売りつけてとんずらしたり、ね」

「……それは詐さ欺ぎだわ」

「そうですね」

　飛龍はくすくすと笑いながら臆おくすることなく頷うなずいた。

「そうして権力者の不興を買うから定住ができなかったわけですが……。それでも、そうすることで師匠は貧まずしい人々を幾いく人にんも救ってみせた。やらない方がいいことだとは思います。けれど、悪いことだとは思いませんでした」

「それで、飛龍さまも……？」

　そうです、と重々しく頷き飛龍は腕を組む。瞳に宿る剣けん吞のんな光を見て、驪珠は所詮綺麗事ではやっていけないのか、と嘆たん息そくした。

「助ける術すべがあるのに見殺しにすることほど苦しいことはありません。──だから、師匠に倣ならって、あるところからいただくことにしました」

「そのための、義賊」

「ええ。腐くさるほど金がある家なら、少しばかり貧しい人間に分け与えても、ばちは当たりませんよ」

　当然だ、といわんばかりの口調で言って、飛龍は軽く肩をすくめた。

「忍び込む、など身体を使うことは苦手ですが、僕にはここがありますからね。戦闘さえ避けられれば、方法はいくらでも」

　飛龍は自身の頭を示す。その発言が、自じ意い識しき過か剰じようなどではないことを、驪珠はよく知っている。彼ならばきっと、いくらでも不利を有利に変える策を練ねれるだろう。

　良いことなのか、悪いことなのか、驪珠には判断がつかなかった。けれど、法がすべてではないということも、驪珠はよく知っていた。黒竜党もそうだ。国にとっては悪でも、民衆にとっては、そして驪珠にとっては、正義だった。

　かけるべき言葉が見つけられず、驪珠は俯うつむいてぎゅっと拳こぶしを握る。そんな様子を見て、飛龍は自じ嘲ちよう気味に笑った。

「新しく、まっとうな人生を歩もうと思わなかったわけではありません。けれど──僕はもう、あちら側の人間として引き返せないところまで来てしまっているような気がして。結局、このような道を歩んでいます」

「飛龍、さま……」

「はじめは師匠のように、とも思っていたんです。けれど、どうせならもっと大々的に民衆を味方につけようと思いました。黒竜党は、民衆の味方でしたしね。でもまあ、これは建たて前まえに過ぎません。──本当は小弓姫、あなたのためですよ」

「え──？」

　最初、驪珠は飛龍が冗じよう談だんを言ったのだと思った。しかし飛龍の目はどこまでも真剣だ。

　あなたのためです、と飛龍はもう一度静かな口調で繰り返した。

「小弓姫が趙ちよう家に引き取られていることは知っていました。知った時、いっそ連れ去ろうとも思いましたが、武芸でならす趙家相手では分が悪い。それに当時僕は何の力もありませんでしたから、かえって小弓姫に苦労を強しいるだろうと思い、思いとどまりました」

「……記憶喪失ということに、なっていたわ」

「噓だということくらい、分かります」

　驪珠の震ふるえる声に、彼はあっさりと答えた。

「どうして！」

「愛の力です」

　真顔だった。

　驪珠はどのような反応を返せばよいのか分からず沈ちん黙もくする。

　無反応が一番空むなしいんですが、と飛龍は一度咳ばらいをした。

「冗談はさておき。僕は小弓姫の出生を知っていました。ですから一般に流る布ふしている悲劇の令嬢の話の矛む盾じゆんなどすぐに分かります。おそらく趙家の当主が色々と手を尽くしたのでしょう。ならば、記憶喪失というのも隠ぺい工作の一つと考えるのが自然です」

「それは……」

　滔とう々とうと語られることは、まさしく真実で、驪珠は言葉につまる。飛龍は一層真ま面じ目めな顔をして、驪珠を見た。

「話を元に戻しましょう、小弓姫。僕の中ではまだ、あなたとの婚約は続いています。破は棄きされた覚えはありませんし、あなたが柳驪珠と名乗っていようと、僕にとってあなたは小弓姫以外の何者でもありません」

　驚き、言葉も出ない驪珠に向かって、飛龍は更に言い募つのる。一見冷静に見えて、飛龍の目は必死だった。

「臥竜になったのは、名を上げて、あなたに相応ふさわしい男になろうと思ったからです。はじめは黒竜党を再興させようかとも思いましたが、あそこは小弓姫の本当の家族を奪った場所だ。小弓姫も戻るには、抵抗があるでしょう」

「それは……」

「でも、僕にできることなど限られている。だから、医者に、そして義賊になりました。──本当は、もっと臥竜の名を上げてから堂々と迎えに行くつもりでしたが、こうして再会したのも一つの運命でしょう」

　飛龍は恭うやうやしく驪珠に右手を差し出した。

「龍の秘宝であるあなたを、龍である僕は取り戻したい。──共に、いきませんか？」

　驪珠はごくりと唾つばを飲み込んだ。動揺しつつも手をとろうとしない驪珠に、飛龍は安心させるように優しく微笑ほほえみかける。

　彼の口から出てくるのは、甘く優しい誘惑の言葉だった。

「こんなことを言うのは卑ひ怯きようかもしれませんが……。僕と来た方が、小弓姫のためでもあると思いますよ」

　誘惑を振り払うようにじりっと後退する驪珠に、飛龍はどこまでも甘く囁ささやく。

「今の生活は、辛つらくありませんか？」

「辛い……？」

　驪珠は首を傾ける。

　小弓姫として黒竜党で過ごしていた頃と、名門趙家で何不自由なく暮らしている今。今の方が、明らかに恵まれた生活をしているというのに。

「小弓姫であったことを押し隠す生活は、辛くないか、と訊いているんです」

　驪珠の心を読んだかのように飛龍は言う。どきりと心臓が音を立てたのが分かり、驪珠は胸元を思い切り握りしめた。

　薄い夜着が若干着崩れる。手を伸ばしてそれを正した飛龍は、そっと手を離すと和なごやかな笑みを浮かべて再び驪珠に手を差し伸べた。

「僕と小弓姫は、同じ過去を共有している。僕と来れば、隠す必要はなくなります。互いの過去を理解した上で、新しい人生を歩むもよし、過去の続きをするもよし。いつばれるのか気が気でない生活ではなく、気き兼がねない楽しい時が過ごせます」

　驪珠は目を閉じた。

　飛龍の笑みに重なるように、脳裏に枢昱の輝かしい顔が浮かぶ。散々驪珠を苦しめてきた、まっすぐで眩まぶしくて、優しい笑みが。

　魅力的な誘いだった。おそらく昨日までの驪珠ならば、迷わずにその手を取っていただろう。

　けれど、今は戸惑う理由がある。

　行くな。そう言ってくれた人。

　驪珠が小弓姫でもいいのだと言ってくれた人──。

　飛龍の上に重なった枢昱の姿。それを更に打ち消すかのように、月光のような銀色の髪を持つ凜り々りしい少女の姿が浮かぶ。

「私、は……」

　驪珠は視線を背そむけた。

　返答が決まらない。

　目の前で、驪珠の返事を待っている、幼き日に兄とも婚約者とも慕したった飛龍。

　死んでしまったのだと思っていた。

　生きていると知って、でも、会うことはできないだろうと思っていた。

　その彼が、目の前にいる。

　折角会えたのに、ここで拒こばんでしまえばもう二度と会えないかもしれない。──しかし、ここで手をとってしまえば、仲ちゆう毅きや枢昱、そして朱明と別れることになる。

　小弓姫の大切な人。

　柳驪珠の大切な人。

　小弓姫も柳驪珠も、どちらも驪珠なのだと朱明は言った。──だからこそ、選べない。

「迷っている、ようですね」

　飛龍の言葉に、驪珠は弾はじかれたように顔を上げた。何も言えないでいる驪珠に苛いら立だっているのかと思えばそんな様子は微み塵じんもない。相変わらず柔にゆう和わな笑みを顔に乗せ、その碧眼に驪珠を映していた。

「小弓姫のことですからきっと明かせぬ過去に苦しんで、僕の手をとってくれると思っていたのですが。甘かったようですね。──ですが小弓姫。僕はあなたが欲しいんです」

「飛龍さま……」

「知っていますか。義賊臥竜は未いまだかつて、狙ねらった獲え物ものを取り逃したことはないんです」

「──じゃあ、驪珠が最初だな」

　今にも驪珠の手をとり外へ引っ張り出そうとしていた飛龍の手がとまる。

　聞こえたのは、冷然と響く第三者の声だった。

「朱明！」

「……っ」

　驪珠は思わず声の主ぬしの名を呼ぶ。

　飛龍は驚き、振り返ると必死に目を眇すがめて闇の中の人物を探した。

「義賊が笑わせる。完全に私欲じゃないか」

　氷ひよう刃じんのような声を響かせながら朱明が暗闇の中から姿を現した。相変わらず高く括くくられた銀色の髪が月光に照らされ煌きらめいている。一度気が付いてしまえば、どうして今まで気づかなかったのか不思議なほどの存在感を放っていた。

「おや、僕は自ら義賊と名乗った覚えはありませんよ」

「戯ざれ言ごとを」

　低い声で言い放つ朱明は、夜半だというのに普段と変わらぬ凜々しい男装だった。けれどいつも驪珠と相あい対たいしている時の穏やかなものとは違い、厳しい表情を浮かべている。

　中性的な美び貌ぼうに浮かべられたその表情には妙な迫力があり、飛龍がやや気け圧おされている気配がした。

「……青朱明。あの、黒竜賊を討伐した、青蒼天の妹」

「それがどうした？」

「小弓姫は囮おとり、というわけですか」

　逃げる算段でもしているのか、飛龍は朱明が出てきたのとは別の方角に視線を走らせながら、どこか納得したように呟いた。飛龍の視線の先を追いながら朱明は笑む。

「物分かりのいい奴は、嫌いじゃないぞ」

「でしたら、今日のところは僕を見み逃のがしてくれると嬉しいのですが」

「残念ながらそれはできない。驪珠は渡さない。そして──お前も、逃がすつもりはない」

　朱明は眼光を一層鋭くして一歩前に出る。朱明の動きは速い。その気になれば瞬またたく間に間合いをつめられるだろう。

　飛龍も危機を悟さとったのか、無意識のうちに足を引いて朱明と距離を取ろうとする。

「僕と戦うのは、お勧めしませんよ」

「ほう。勝つ自信でも？」

「いえ。──だって」

　上等だと言わんばかりに気を高ぶらせている朱明に、飛龍はぬけぬけと言ってのけた。

「僕は、武術に関しては小弓姫に一度も勝ったことがないんですよ！　三つも年下の可か憐れんな少女に！　そんな僕と戦っても、面おも白しろくも何ともないでしょう」

「おい」

「そもそも弓だって、僕がまともに射れないのを小弓姫が笑うから試しにやらせてみたら……。何であんなに簡単に的に当たるんですか。ありえないでしょう。不公平です」

　思い切り不満そうに語る飛龍に、驪珠は昔のことを思い出した。

　弓を手にしたのなど初めてだった。しかも扱ったのは飛龍のもので、驪珠の身みの丈たけには当然合っていない。──にもかかわらず、驪珠は三発目で的に当ててみせたのだ。その時の飛龍の絶望感に溢あふれた顔は、今でも鮮せん明めいに思い出せる。

　いくら頭脳勝負が本領とはいえ、実はかなり矜きよう持じが傷つけられていたらしい。

「…………」

　朱明は朱明で闘争心が折られたようだった。頰を引きつらせながら飛龍を見ている。それでもやるべきことはきちんと頭に残っているのか、気持ちを切り替えるように深いため息をつき、表情を改めた。

「言いたいことは、それだけか？」

「いえ、まだまだありますが。──言わせては、くれないのでしょう？」

　先ほどの空気が噓のように両者の間に緊張が走った。驪珠は両手を胸の前で組み、息をつめて二人を見守る。

　庭先に飛び出してしまいたかったが、それもできない。足手まといになるのは嫌だった。

　そこまで考え、驪珠は自問する。果たしてどちらの、と。

　──朱明が負けるはずはない。だけど、飛龍さまが捕まるのは……！

　結局、どちらかなんて驪珠には選べないのだ。そんな自分がもどかしい。

「怪け我が、だけは……」

　見たところ飛龍は武器を持っていない。持っていたところでろくに役になど立たないだろうが。何しろ彼は剣を振りまわしたところで、自分の衣服を切り裂きそうな人なのだ。

　それに対して朱明も丸腰だった。武芸に通じているという朱明までもが丸腰というのが、驪珠にはとても不自然に感じられる。

　何かあるのだろうかと驪珠が目を眇めたところで朱明が地を蹴けった。──が、その刹せつ那な。ざくっという不吉な音が耳に届く。

　目の前で繰り広げられた光景に驪珠は目を見開いた。小さな悲鳴が知らず知らずのうちに口から漏れる。

「……剣も使えるとは、誤算だったな」

　朱明が瞬時に間合いをとり、ざっくりと切れた装しよう束ぞくをかき合わせながら呟く。その視線は、若干の血が付着し、月の光を受けて不気味な輝きを放っている刃に向けられていた。

「迂闊に術が使えない嫌な世の中になったものでね。──しかしこいつを避けるとは、さすが青家のお嬢さま」

　刃の背に指を走らせながら感心して言ったのは、すんでのところで飛龍を庇かばうように茂みから飛び出し割り込んだ女──微び瑛えいだった。

　飛龍は当然のように庇われているし、朱明も特に驚いている様子はない。二人とも彼女が潜ひそんでいたことに気づいていたようだった。

　思えば飛龍が視線を走らせた方からの登場だった。彼は、微瑛もここに来ていることを知って、驪珠が囮であることに気づいたのかもしれない。

「ずっと傍ぼう観かん者しやに徹しているようでしたから、助けてくれる気はないのかと思いましたよ」

「冗談をお言いでないよ。まあ飛龍さまのこと。あたしなんかが手を出さなくても、逃げる算段はしてあったんだろうけどね」

「さあ、どうでしょう。──それにしても久しぶりですね、微瑛」

「本当に。生きてるって信じていたよ、飛龍さま」

　微瑛は朱明と向きあいながらも声を弾はずませる。驪珠には飛龍との再会を喜ぶ微瑛の気持ちが手に取るように分かった。

「面倒だな」

　飛龍の役に立とうとやる気に満ち溢れ、今にも切りかかって来そうな微瑛の姿に朱明は舌打ちをする。彼女は相変わらず得え物ものを持たないまま、じっと自分の血がついた白はく刃じんを見つめていた。再び敵の術中にはまり込むのを警戒し、目を合わせないようにしているのだろう。

　朱明が懐ふところに手を入れる。微瑛は当然のように反応したが、その動きを飛龍が制した。

「やめなさい。──今日は引きますよ」

「飛龍さま？」

　微瑛は不思議そうに、そして不満そうに振り返る。しかし飛龍はかぶりを振った。

「小弓姫を悲しませるようなことは、したくありませんからね」

「ぞっこんだな」

　朱明が鼻で笑う。しかし飛龍はまったく動じることなく、碧眼を細めひたと朱明を見み据すえた。

「いけませんか？　──あなただって、以前同じ理由で僕を見逃したはずですよ」

「……いつ、気づいた？」

　朱明はさっと顔色を変え、険けわしい顔をして飛龍を睨にらみつける。微瑛は微瑛で、怪け訝げんそうに飛龍を見ていた。

「やはり、あなただったんですか。確証はなかったのですが。──まあ、頭だけは良いと自じ負ふしていますので」

　しゃあしゃあと言ってのけた飛龍に、朱明は驪珠にも聞こえるほどの大きさで舌打ちをした。

　飛龍は軽く肩をすくめて険けんのこもった朱明の視線を受け流し、驪珠の方へ向き直る。

「小弓姫」

　彼は呆ぼう然ぜんとしている驪珠の手を恭うやうやしくとり、名残なごり惜おしそうな声で囁いた。

「残念ながら日が昇るので、僕はお暇いとましなければなりません。けれど、必ず迎えに来ます。覚えておいてください」

「飛龍、さま……」

　驪珠は呆然としたまま飛龍の顔を見る。訊きたいことはいくつもあったが、頭の中をぐるぐると回って形にはならず、ただ飛龍の名前を口に出すことしかできなかった。

「すぐにお会いできますよ。青朱明、あなたともです。──では、失礼。微瑛、行きますよ」

　飛龍は最後に極ごく上じようの笑みを驪珠に向けると、薄明かりが差し始めた庭のどこかへ、まだ表情に不満が残る微瑛を引き連れ消えて行った。事前に逃走経路を用意してあったのだろう。すぐに物音もしなくなり、行方ゆくえが分からなくなる。

　はあ、と息を吐く朱明に目をやれば、追う気はないようだった。驪珠の視線に気づいた朱明は投げやりに言う。

「あの様子なら追わなくたってまた来るだろう」

「……朱明は、飛龍さまのことを知っていたの？」

「まあ、な」

　朱明は薄く笑った。

　暗闇の中では分からないような変化だったが、日が差し始めた今ならばはっきりと目にすることができた。

　そして、嫌でも朱明の切り裂かれた衣服が目に入る。その無む残ざんな様子と、身を庇う時に負傷したらしい腕から流れる赤い色を目にし、驪珠は血の気が引いていくのが分かった。

「しゅ、朱明」

　引きつった声に朱明は何ごとかと眉根を寄せる。驪珠は震える手で朱明の胸元を指差した。

「服が切れてるわ。け、怪我は？」

「え？　ああ、大丈夫だ。腕を少しかすったくらいだな」

　何てことはない、と朱明は手を振る。しかし片手は胸元に添えられたままで、それが驪珠の不安をあおった。

「でも、胸元が」

「服だけだ」

「そんなはず……！」

　驪珠は埒らちが明かないと思い庭先に駆かけだすと朱明の手をとった。そこで初めて朱明の顔色が変わる。

　やはり、と驪珠の疑惑は確信に変わった。

　──隠そうとしてるんだわ。

　驪珠は嫌がる朱明を無視して、無理やり部屋の中へ引きずり込んだ。

「怪我を甘く見るものじゃないわ」

　とりあえず腕の傷を手近な布で縛しばりながら驪珠は強い口調で言う。

　小弓姫だった時、ちょっとした怪我がもとで、命を落とした者や手足が使えなくなった者を何人も見てきた。だからこそ不安が募る。

　ましてや朱明は嫁入り前の娘なのだ。武芸に長たける朱明はすでに少しは傷跡を作っているかもしれないが、それでも少ないに越したことはない。

「女同士。遠えん慮りよはいらないから」

「や、やめろ。頼むから。本当に怪我なんて」

「ないのだったら素直に見せて。怪しすぎるわよ」

　驪珠はいつになくきっぱりと言い切って朱明の破れた衣服に手をかけた。ひっと朱明が声を引きつらせる。

　えい、と驪珠はひと思いに朱明の服をはぎとった。

「怪我は──。え……？」

　驪珠は朱明の胸元に目をやり、そして固まる。

　朱明の言い分通り、白く綺麗な肌はだに確かに傷はない。

　けれど、あるべきはずの胸もなかった。貧ひん乳にゆう、という次元のものではない。

　これではまるで──。

「お、とこ……？」

　呆然と呟くと、朱明は何も言わずに困ったように目を逸らした。

　その行為こそが、すべてを肯こう定ていしているかのように驪珠には思われた。










「……もう、いいか？」

　胸元を凝ぎよう視ししたまま固まっている驪珠から顔を逸らしていた朱明は、勇気を振り絞るように口を開いた。

「え……？」

　朱明の声で我に返った驪珠は、更に自分が何をしているかを理解すると、ばっと朱明の服から手を離した。

「悪かったわ！　ええと、私、その……」

　勢いよく顔を背けた驪珠の顔は、羞しゆう恥ちのあまり真っ赤に染まっている。ちらり、と朱明の表情を窺うように目を向けると、改めて自分が何をしてしまったのかを認識したようで、両手で頰を挟みながらへたり込んだ。

「心配、だったのよ。女同士だから、いいと思って──」

　朱明は破れた服を再び羽織りながらため息をついた。

　目の前で驪珠が大混乱しているせいで逆に冷静さを保たもっていられたが、朱明自身もどうしようという思いでいっぱいだった。

　──まさかあそこまで大胆に迫られるとは。

　油断もあった。それだけ、驪珠に気を許していたということか。

「大丈夫か？」

　朱明はとりあえず座り込んだままの驪珠に手を差し出した。だが驪珠は朱明の方を見ることも、手を伸ばすこともしなかった。それを拒絶と受け止めた朱明は、そうか、と苦く笑うと、驪珠から少し離れた床に腰を下ろした。

　壁にもたれかかり、若干汗に濡ぬれた髪をかきあげる。

「騙していて、悪かったな。私は、男装を好むお嬢さんなんかじゃないんだ。ただ、男が男の格好をしていただけで」

「……私が、最初に思った通りだったのね」

　驪珠がぽつりと呟く。相変わらず下を向いたままだが、少なくとも会話を拒む気はないようで、朱明はわずかに安堵した。

「そういえば男だと思っていたな。けれど、言い訳をするようだが、私は女だとも、妹だとも、一度も自分の口からは名乗っていないぞ。──周りが、勝手に女だと思い込んでいるだけで」

「どうして、そんなことに」

「……男なら、殺される。そういう出生だった」

　朱明が低く言うと、驪珠は息を飲んだ。

「よくある話さ。父が罪人として裁かれて、身ごもっていた母は男子が生まれたら殺すように言われていた。だが母は生まれた私を殺せず、女として育てることに決めた。それだけの話」

「そんな物語みたいなこと……」

　絶句している驪珠に朱明はただ苦笑する。

　女として育てるというのはともかく、将来に禍か根こんを残さぬために罪人の子供──特に男子が殺されるというのは、ごくありふれた話だった。

　小弓姫として世の中の裏側を見てきたようだが、驪珠は意外に暗部に疎うとい。それだけ黒竜党の中でも慈いつくしまれて、大切にされてきたのだろう。

「──私の顔は、綺麗だろう？」

　自分で言うのもどうかと思うが、と言いながら朱明がおどけたように問えば、驪珠は怪訝そうな顔をしながらもようやく朱明を見た。あれだけ赤かった驪珠の顔は、今は少し青ざめている。

「私は母似なんだ。母はとても美しい人だった。若くして未み亡ぼう人じんとなった母を、青家の当主が後妻にした。だから私は、正確に言えば青家の人間ではない。兄上──蒼天とも血のつながりはない」

「蒼天さまは、朱明が男だってこと、知っているの？」

「ああ、知っているよ」

　硬い表情の驪珠とは対照的に、朱明は明るい声で軽く肩をすくめた。

「母が亡くなった時にばれた。もう、五、六年前の話だな。──いや、あの兄のことだ。それ以前から察してはいたのだろうが」

「蒼天さまはその時、何も言わなかったの？」

「言ったさ。驪珠の目に兄上がどう映っているのかは知らないが、あの人は自分の得にならないことをやるほど善人じゃない」

「得に……？」

　驪珠は困惑した表情で目を瞬かせている。その顔を見た朱明は、これ以上話すべきではないと思って首を振った。

「驪珠、もうこの話は──」

「聞かせて」

　予想以上に強い語調に朱明は目を見開く。驪珠の顔にはまだ困惑の色が残っていたが、それでも迷いの色はなかった。

　朱明は渋々続きを口にする。

「……取引したんだ。私は兄上に、女で通させてほしいと頼んだ。男だと露見すれば殺されるからな。そして、その代わりに自身を駒こまとして差し出した」

「駒に？」

「兄が出世するための、駒に。なあ、本当にもう──」

「聞かせてほしいの」

　驪珠は力強く繰り返した。先ほど、あれほどうろたえていたのが噓のような積極的な態度に、今度は朱明が困惑する。

「別に、楽しい話でもないのに？」

「それでも、よ」

　念を押す朱明に驪珠は頷く。いつにない強い姿勢に朱明が眉を寄せると、驪珠は胸の前で手を組み、そっと顔を伏せた。

「私、朱明のこと、何も知らないわ」

　泣き出すんじゃないだろうか。そう思い腰を浮かした朱明は、驪珠の言葉に動きを止めた。

「朱明が私のことをどう思っているのかは知らない。どこか、踏ふみ込ませないようにしていたのも知ってる。だけど、私にとって、朱明は初めてできた友達なの！　飛龍さまでも、兄さまでもない。ずっと欲しかった、対等な、同性──ではなかったけど！」

「驪珠……」

「その友達が、私が小弓姫であることを知っているだけでなく、受け入れてくれたわ。凄すごく、嬉しかった。私に朱明は必要なの！　だからお願い。私から離れていかないで。──どんなことでも受け止めるから。約束、するから……！」

　朱明は目を逸らし、諦めたように笑った。

　できることなら言いたくはない。力になりたいと驪珠は言ってくれるが、朱明の真実を知った時に再びそう言ってくれるか否か。

　考えた時に朱明の中で出る答えは、否定的なものばかりだった。

　それでも驪珠は朱明が口を開くのを、食い入るように見つめながら待っている。

「いつまでも、女で通すわけにはいかない。この顔と声だからまだ大丈夫だが、もってあと一年か二年だろう。いつか男にならざるをえない日が、青朱明ではいられない日が、やってくる」

　朱明は一度口をつぐむ。何から説明しようか逡しゆん巡じゆんし、視線を宙に彷徨わせた。

「自分が大官になったら戸こ籍せきを弄いじり、男として生かしてやる。そう兄上は約束した。私が男だと露見すれば隠し立てしていた青家に害が及ぶ。虎こ視し耽たん々たんと出世を狙う兄上にとって、それは迷惑だからそう言ったのだろうが」

「……私についての記録を改ざんしたのも、蒼天さまだったわね」

　そうだな、と朱明は苦笑する。文官であろうと武官であろうと多かれ少なかれ後ろめたいことをしている者は多い。しかし蒼天は、後ろめたいことを後ろめたいとも思わないのだ。

　権力は使うためにある。いつだったかそう豪語していたのを、朱明はよく覚えていた。

「理由はともかく、私は兄上が一日でも早く偉くなってくれればそれでいい。だから兄上の手助けをすることにした。──幸い、そちらの才能があったから」

「才能……？」

　首を傾けた驪珠に朱明は哂わらう。

「時には情報を仕入れ、時には政敵を潰つぶして──。隠おん密みつや暗殺者のようなことをしている。兄上子飼いの刺し客かくがいると勘付いている人間は多いが、誰ひとり私と結びつける者はいなかった。いくら変わり者でも所詮は女。そう悔る者が多いのだろうな」

「……まさか」

　何かに──おそらく朱明の正体に気づいた驪珠が何かを言いかける。しかし朱明はそれを手で制し、口を挟む間も与えることなく続けた。

　驪珠の口から聞くよりは、自分の口から言ってしまいたかった。

「兄上は私に男の名前を与えた。仕事の時に名乗るように。そして、新しく男としての人生を歩む時に名乗れるように」

「朱明、あなた……」

「なあ、驪珠。朱明という名前の意味を、知っているか？」

　息をつめて凝視している驪珠に、朱明は努めて穏やかに語りかけた。

　──朱明。

　朱明はそう、宙に指で文字を綴つづる。

「夏という意味があるんだ。兄上の名である蒼天は、春の空、という意味がある」

　朱明は再び指を滑すべらせる。青蒼天。改めて見ると、随分と青々しい名前だ。

「兄上は言った。だったらお前が男名を名乗る時は、夏の空だと。そうして与えられた名前が、昊こう天てん、だった」

　これで最後だ、と朱明は一息に吐き出す。

「黒竜賊首領、天正将軍を殺し、黒竜賊を追い込んだ張本人。兄上が驪珠に見返りとして会わせると言った昊天の正体は──私、だ」










　驪珠は咄とつ嗟さに言うべき言葉が見つからず黙りこくった。胸元でぎゅっと拳を握りしめる。驚かなかったと言ったら噓になる。しかし、予感がまったくなかったわけでもない。

　朱明が男だと分かった時。

　飛龍が朱明を知っているような態度をとった時。

　蒼天が昊天の正体を教えると言った時。

　──もしくは、最初に助けてもらった時。

　いつだったろう。そう過去に思いを巡めぐらす驪珠が再び口を開くのを、朱明はじっと待っている。先ほどまで穏やかな声を紡ぎだしていた唇は引き結ばれ、じっと何もない床を見ていた。

「……それが、朱明の二つ目の顔なのね」

　しばらく何を言おうか考えていた驪珠は、ようやくそれだけを呟く。朱明はびくりと肩を揺らした後、数拍の間を置いてからそうだ、と低く応じた。

「すまない。本当に」

　かすれた声で言って朱明は力なく俯く。最も知られたくなかった人に知られてしまった。そんな朱明の苦しさが、驪珠には手にとるように分かった。

「朱明……」

　同じだ、と驪珠は思った。

　驪珠も、朱明も、結局のところ同じなのだと。

　思いいたったその事実は、驚いていた驪珠をどこか拍ひよう子しぬけさせた。

「……ありがとう」

　無意識のうちに口から漏れた言葉に、朱明が弾かれたように顔を上げた。驪珠は膝ひざをついたまま朱明の前に移動し、信じられないと語る顔をまっすぐに見る。

「なぜ……？」

「朱明があの場に乗り込んで来なければ私は天正将軍に殺されていたと思う。──だから、ありがとう」

「だが、黒竜賊は……」

　朱明が言い淀よどむ。驪珠ははっとした。

　黒竜党に対する断ち切れぬ思いを散々朱明に語ってしまった。彼はそれを、どんな気持ちで聞いていたのだろうか。

「黒竜党は、確かに私にとってかけがえのない場所だったわ。だけど、あの時死んでいたら爺じいさまや兄さまに会えなかったし……今、こうして朱明と話してもいない」

「しかし……」

　朱明はなおも言い淀んでいるので、驪珠は手を床についたまま身を乗り出した。

「いいの。朱明は言ったわ。私の味方でいてくれるって。私の居場所になってくれるって。──折角そう言ってもらったのに、ここで私が朱明を恨うらんだら、私の味方がいなくなっちゃう。それに私も、受け止めるって約束したでしょう？」

　若干ちゃかすように驪珠は言ったが、朱明の顔は暗いままだ。ただ黙って聞いている。

「知れて、よかったと思う。だって朱明はずっとそのことを私に隠しているつもりだったんでしょう？　言えない辛つらさは、私もよく知ってるわ」

「……そうだな。偉そうなことを色々言ったが、結局、自分が言われたいことを並べていたのかもしれない」

　朱明は深いため息を漏らした。

「あれから五年間、ずっと驪珠のことを考えていた。一人引き離され、それまでとは真逆の道を歩まざるをえなくなるお前のことを。そして実際に会って、旅をしている間中思っていた。私には、驪珠と親しくする資格なんてないのに、と。──お前と一緒だ」

「……だから、飛龍さまを助けてくれたの？」

　驪珠はそっと朱明に手を伸ばした。驪珠を見ようとしない朱明の肩に触れる。それでも朱明は下を向いていたが、驪珠は朱明が見てくれるのを祈りながらゆっくりと続けた。

「私に悪いから、前にも飛龍さまを逃したの？　生かしておけば厄やつ介かいなことになるのは目に見えているのに」

　──あなただって、同じ理由で以前僕を見逃したはずですよ。

　飛龍は朱明にそう言った。驪珠を悲しませたくないから、朱明を殺さないと言ったその後に。

　朱明も否定しなかった。その会話が何を意味していたのか、今なら分かる。

「……そうだな。どうしても、とどめがさせなかった。まだ裏の仕事を始めて日が浅かったのもあるが」

「朱明は……」

　憂うれいを帯びた表情に驪珠は眉をひそめる。勢いで近づいてしまった距離を再びおき、それでも一応最初よりは朱明に近い位置に座り直すと、驪珠は慎重に口を開いた。

「朱明は、私に後ろめたいから、私に優しかったの？」

　驪珠の力になりたい。幸せに生きてもらいたい。

　朱明が言った言葉はつまり、そういうことなのだろうか。

「……そうだな。後ろめたかった」

　驪珠はさっと顔を曇くもらせ、唇くちびるを嚙かんだ。

　──同情、だったのね。友達と思っていたのは私だけか。

　驪珠は、胸がぎゅっと締め付けられる思いがして、胸元を握りしめた。

　そんな驪珠の様子に気づいた朱明はやや慌てた顔をして、驪珠の手をとった。

「違うんだ。話を聞いてくれ」

「え……？」

　驪珠の戸惑いに揺れる視線と、朱明の真剣な視線が交こう錯さくした。

　目を逸らしたかった。けれど、できなかった。朱明の瞳にとらわれたように、驪珠は呆然と朱明を見つめ続ける。

「街で最初に助けた時はそうだった。せめてもの償つぐないにと思ったんだ。だけど、今は違う。そういうことを抜きにして驪珠を守りたいと思っている。──私は、驪珠が好きなんだ」

　似たようなことは枢昱に何度も言われてきたし、飛龍だって驪珠に好意を見せてくれている。

　それなのにどういうわけか今回、驪珠は頰が赤く染まるのを止めることができなかった。

　驪珠は赤くなった頰を隠すように両手で顔を押さえる。

「驪珠に会えて、こうして話ができて、本当によかったと思う。だから、兄上も私と驪珠を引き合わせようとしたのかもしれないな……」

　朱明の呟きは、驪珠の右耳から入って左耳に抜けていった。










「風か邪ぜでもひいたのか？」

　くしゅんとくしゃみをした蒼天に、枢昱が即座に訊いてきた。蒼天は枢昱を一いち瞥べつし、ため息をつく。何だよ、と枢昱は顔をしかめた。

「心配してやっているんだ。少しはありがたがったらどうだ」

「いや、くしゃみをしたのが驪珠どのだったらどんなことになるんだろうと想像したら、思わずね。きっと君はくしゃみ一つで医者だ薬だと騒ぎ立てるんだろうなと」

「うっ」

　言葉につまった枢昱に、図星か、と笑いながら蒼天は酒の入った杯さかずきを仰いだ。気恥ずかしさを紛まぎらすために、枢昱もそれに倣ならう。
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　酒を飲もう、と言ったのは枢昱だ。驪珠から引き離されたという恨みからおごれと強ゆ請すってきたのだ。断ってもよかったのだが後が怖いと思った蒼天は、言われるままに彼を屋敷に招き入れ、酒をふるまっている。

　風を通すために部屋の窓や戸が開け放たれているため、外の音が漏れ聞こえてくる。木々のざわめきや流れる水のせせらぎに耳を傾ければ風流なことこの上ないのに、音の存在すら気づく様子もなく酒を消費していく枢昱に苦笑しながら、蒼天も対抗するように酒を口に含んだ。

　口に入った瞬間は冷たいのに、喉を滑り落ちていく瞬間は妙に熱い。

「驪珠は、朱明どのと上う手まくやっていると思うか？」

「やっているんじゃないかい？　うちの朱明はともかく、驪珠どのが何かするとは思えないよ」

「……喧けん嘩かとかしてくれるなら、それでもいいと俺は思うけどな」

　枢昱の意外な発言に蒼天は目を見開いた。訝いぶかしげに顔を見やれば、枢昱は苦く笑っている。

「驪珠は、あまり本音を話さないからな。いつだって一歩引いて接してる。だから考えられないが、驪珠が怒鳴り散らすならそれはそれでいいと思ってる。──驪珠の隠し事に、俺はまだ踏み込めない」

「私は、君がそんなことを考えているとは思わなかったよ」

　枢昱が驪珠を語る言葉はいつも「世界一可愛かわいい！」などと安直なものが多かったので、蒼天は枢昱がそれだけの思いを持って驪珠に接していることに素直に驚いた。

「まあ、私も妹についてはそう思うがね。朱明も色々とあるんだ」

　蒼天は目を細め、窓の外に目を向けた。

　実のところ、今回驪珠を引き込んだのは朱明のためでもあった。朱明がずっと過去を引きずり、驪珠の動向を気にしていたのを知らない蒼天ではない。

「私にもうちょっと懐なついてくれればなあ……」

「お前、そんなこと考えてたのか……!?」

　驚きのけぞっている枢昱に、蒼天は失礼な、と笑った。

　朱明のことを、一言で言えば手て負おいの獣けものだ、と蒼天は思っている。

　朱明の母が死んで蒼天が以前から気づいていた性別のことを追及した際、朱明はまだ幼おさなかったにもかかわらず、決して泣きつこうとはしなかった。──敵とみなした蒼天に無理やり虚きよ勢せいを張って、取引まで持ちかけてきたのは朱明の方だ。

　正直なところ、その時は朱明が取引に価あたいする人材だとは思っていなかった。そんなことをしなくとも、表おもて沙ざ汰たにしたところで青家の体面に傷がつくだけだし、庇ひ護ご下かに置くことは構わないと思っていた。

　──ただ、こちらが手をさしのべて素直に受ける子でもない。

　だから蒼天は朱明の言い分を飲んだ。朱明は蒼天を雇やとい主ぬし程度にしか思っていないかもしれないが、蒼天は蒼天なりに、朱明のことを気にかけているのだ。

「全力で愛をぶつけてみればいいじゃないか。夫人にいつもやってるだろう」

「なかなか素直になれなくてね。からかっていると面白いし。──さて、どうなることやら」

　朱明が蒼天の妹でなくなる日は、朱明の年齢的にも自身の出世の時期的にも近づいている。やがて男として新たな人生を歩み始める朱明に、一人でもいいから理解者を得てほしかった。

　──驪珠どのと上手くやれればいいんだが。

　できれば自分で正体を明かしてくれればいい。蒼天は、心からそう思っていた。しかしそう思う傍かたわら、昊天に会わせようと驪珠に告げた時の朱明の焦あせった声が脳裏によみがえる。

　あの様子では駄だ目めかな、と蒼天はひっそりとため息をついた。

「なあ、蒼天。俺はそれより更に心配していることがあってな」

「何だい？」

　拳を握り込んで身を乗り出してくる枢昱に、蒼天も真面目な顔で応じる。まさか囮の件を勘付かれているのではないかと冷やりとしたが、聞いた瞬間脱力して思わず卓に突っ伏した。

「君は、一体何を考えて……」

「な、何がおかしいんだよ！　お前だって朱明どのが驪珠と禁断の恋に走ったら困るだろう!?」

「どうしてそういう発想になるのか、私は理解しかねるんだが」

「だって朱明どのはあの容姿だぞ？　女だっていうのは周知の事実なのに、歩いていればきゃーきゃーと黄色い声がかかるんだぞ？　驪珠だって心が揺れるかも……！」

　枢昱の話を聞きながら、蒼天は一生朱明が男だということは黙っていようと固く心に誓ちかった。ばれたら本当に殺されてしまいそうだ。驪珠が絡からんだときの趙枢昱という男の恐ろしさを、改めて知ってしまったような気がする。

　その時、ふざけたような顔をしていた枢昱の表情がすっと改まった。彼は目を細め、窓の外の闇を見つめる。

「どうかしたのかい？」

「誰かいるぞ」

「ん？」

　そう指摘され耳を澄ますと、蒼天はようやく外に潜むわずかな人の気配に気づいた。これ以上近づいてくる様子を見せないので、蒼天は自ら腰を浮かせる。

「敵意はないな。大方、お前の手の者だろ」

　正体に予測がついたためか、枢昱はすでに外の者に興味をなくして次の酒へと手を伸ばしていた。もうそろそろ酔いが回っているはずなのにと、蒼天は内心で舌を巻きながら窓から顔を出した。

「──蒼天さま」

　抑おさえられた声がかかる。蒼天はちらりと室内を見るが、枢昱に声が届いている様子はない。

「どうした？　進展があったのか？」

「はい」

　応じる声が少しくぐもっているのは、口許を布で覆おおい隠しているからだ。通りにくい声に蒼天は耳をそばだてる。

「黒竜賊の残党と思われる者たちが、ここ二、三日で多数集まりました。例の微瑛という者が指揮をとっている模様です」

「……そうか。ご苦労」

　淡たん々たんと語られる報告に頷くと、蒼天は手を振って去るように促す。気配が消えたことを確認してから、蒼天は顔を引っ込めて枢昱のもとへ戻った。

　驪珠に話をつけてから、実際に出発するまでの数日間。蒼天は驪珠が趙家の庇護下から離れるという情報を水面下で流してきた。

　おそらく実際に驪珠が移動したのを確認してから、微瑛らは先回りして村に入ったのだろう。

　計画通りだ、と蒼天はにやりと笑みを浮かべた。

「どうした？」

　蒼天の笑みに気が付いた枢昱が視線だけを向ける。蒼天は枢昱の背後に回り、杯を取り上げた。

「な、なにすんだよ」

「酒盛りは終わりだ」

　蒼天は艶えん笑しようする。

「枢昱、喜べ。愛いとしの驪珠どのに会いに行けることになったよ」
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　黒こく竜りゆう党とう。

　かつて多くの人々の支持を得て、その影響力と危険性故ゆえに逆ぎやく賊ぞくの烙らく印いんを押された集団。久しぶりに目にする跡取りの姿を、微び瑛えいは万ばん感かんの思いで見ていた。

「改めて飛ひ龍りゆうさま。本当に、久しぶりだね」

　微瑛は今飛龍が住んでいるのだという家に招かれていた。向かい側に腰を落ち着けている飛龍は、幼い頃の面おも影かげを残しているもののすっかり青年の顔になっている。

「ええ。微瑛も生きのびていたんですね。よかったです」

　低い声には違和感があった。最後に会った時、飛龍はまだ声変わり前の少年だったのだ。今の姿を見ていると嫌でも時の流れを感じさせられる。変わらないのは、澄んだ湖水を思わせる碧へき眼がんの輝きくらいだ。

「……飛龍さま。さっきの、小しよう弓きゆう姫きとの話は」

　黒竜党を再興する意思はない。はっきりとした意思表示は微瑛の耳にも届いていた。

　生きているはずなのに行動をおこす気配がない飛龍に、もしかしたらそう考えているのではないかと危き惧ぐしたことはあった。けれど、無意識のうちにそんなはずはないと否定して、考えないようにしていた。

　微瑛は縋すがるように身を乗り出して飛龍を見る。しかし飛龍の青い瞳はふいと逸そらされた。

「申し訳ありませんが、僕は……」

「なんでっ！」

　微瑛は勢いに任せて卓たくを叩たたいた。先ほど飛龍が入れたお茶がこぼれる。

「飛龍さまが生きている。そう聞いて、あたしは、あたしたちは……！」

「微瑛たちの気持ちは分かります。分かっているつもりです。それでも僕は、黒竜党の新たな党首になるつもりは一切ありませんよ」

「飛龍さま！」

　なおも食い下がった微瑛に、飛龍は冷ややかな目を向けた。

「再興したいのならば、すればいいんですよ。かつて跡取りだったからといって僕に遠えん慮りよする必要などないんです。何しろ僕は、黒竜党一番の売りである術の才がありませんし」

「だからあたしらがいるんじゃないか！」

　飛龍にそちらの才がないのは微瑛も重々承知している。否いな、かつて黒竜党にいた人間ならほとんどが知っているだろう。だからこそ、そんな飛龍を支えるために天てん正せい将軍に教育された微瑛たちがいるのだ。

　天正将軍に目をかけられたあの幼かった頃から、微瑛はずっと、飛龍の下もとで働く日が来るのだと思っていた。その将来を疑ったことなどない。それは党内の決定事項であったし、微瑛自身、他のことがしたいと思ったこともなかった。

　何より若い党員にとって、飛龍の近くで働くことを約束されるということは、この上なく名誉なことに他ならなかったのだ。

　──飛龍さまさえいれば。

　根拠なんてない。それでも微瑛は、飛龍さえいればどうにでもなると思っていた。

　黒竜党という基き盤ばんを失った微瑛にとっては、跡取りであり、幼い頃から主あるじと定めていた飛龍の存在が、最大の心のよりどころになっている。

「……微瑛を僕の腹心にするために父が何を吹き込んだのかは知りません。けれど、僕のことなんて忘れて、好きなように生きてくれればいいんですよ。黒竜党はもうないんです。僕も、小弓姫も、多くの党員も、新しい人生を歩んでいる」

「天正将軍は関係ないよ。これは、あたしの意思だ」

　微瑛自身、天正将軍に教育を受けている間に、生涯飛龍のために働くようにと何らかの暗示をかけられたのかもしれないと疑ったことはある。けれど、それならそれでいいと思った。微瑛は飛龍が類たぐいまれなる頭脳を有していることも、黒竜党の跡取りとして相応ふさわしいことも知っているのだから。

「あたしら黒竜党再興を志こころざす者たちにとって、飛龍さま、あんたは必要なんだ。あんただって分かってるんだろう？」

「分かっていますよ。僕や小弓姫の存在は、党員にとってはあまりにも大きい」

　重々しくため息をついた飛龍に、微瑛はただ顎あごを引いた。

　黒竜党が瓦が解かいして早くも五年が経たつ。未いまだにこっそりと信仰している者も多いが、別の何かに鞍くら替がえし始めている者も少なくない。ここで再び党員を集め蜂ほう起きするためには、かつて圧倒的な指導者であった天正将軍に準ずるほどの象しよう徴ちよう的存在が必要になる。

　やる気があっても、微瑛にはそれだけの力はない。落ち延び、微瑛と同様に再起を狙ねらう元幹部もいるが、やはり求心力に欠ける。

　上は幹部から、下は新入りの者まで等しく名を知っていた存在。立派な跡取りとして一目置かれていた飛龍や、その婚約者として、黒竜党の守護神として民衆にまで名をはせていた小弓姫以上に、その役に適した人間などいないのだ。

「皆、核となる人間を求めてる。囮おとりのにおいがぷんぷんする小弓姫に釣つられて、こんな村までやって来るくらいにね」

「……驪り珠しゆ、ですか」

　黒竜党最後の犠ぎ牲せいとなった柳りゆう家の、ありえないはずの生き残り。

　趙ちよう家の磐ばん石じやくな守りに、今まで手が出せずにいたその存在。

　飛龍や微瑛のように、柳驪珠が小弓姫だと知る者は小弓姫を求めて。

　それと知らない者も、柳家の生き残りを討つことで黒竜党再興の契けい機きになればと、見事に釣られて集まっているようだった。

「皆必死なんだよ。そりゃあ、今は大分落ち着いた世の中になったさ。昔ほど黒竜党に需じゆ要ようはないかもしれない。だけど、一人でも信じている者がいるなら、救いを求めている者がいるなら、あたしたちは指導者としてそれに応こたえてやるべきだと思うんだ」

　驪珠を追ってきた先で飛龍に会えたのは本当に僥ぎよう倖こうだったとしか言いようがない。この機会を逃のがすものかと、微瑛は必死に言葉を重ねた。

「今、国は黒竜党を許してはいない。──なら、武をもって無理やり認めさせるしかないじゃないか！　いてくれるだけで、名を連ねてくれるだけでいいんだ。頼むから……！」

「……微瑛」

　深く下げた微瑛の頭上で飛龍の声がする。困惑しきった声こわ音ねだった。

「それでも、僕は──」

「──義ぎ賊ぞくがそんなにいいって言うのかい？　苦労して折角手に入れた金を、貧民に分け与えるだけの仕事が？」

　臥が竜りゆうなどといって世間ではもてはやされているようだが、その美学が微瑛にはまったく理解できなかった。そんなふうにちまちま救うよりも、黒竜党として大々的に救った方がよほどいいではないか。

「小弓姫がそんなに大切かい？　何不自由なく暮らすお嬢さまは、結局あんたの手をとらなかったじゃないか！」

「別に払いのけられてもいませんよ」

　むっとした調子で飛龍は反論する。しかし少し柔やわらかくなった表情に微瑛は頭を抱かかえた。

　飛龍が小弓姫に入れ込んでいたのは知っていた。けれど、ここまでというのは完全な誤算だった。

　そこまで考え、微瑛はふと思う。

　飛龍が黒竜党に戻ってきても、小弓姫は戻らないだろう。しかし、逆はどうだろうか。

「……分かった」

　微瑛は立ち上がった。突然態度を翻ひるがえした微瑛を、飛龍は怪訝そうな視線で追う。

「小弓姫が黒竜党に戻ってくれば、飛龍さまも戻ってくる。そうだろ？」

「彼女は黒竜党には──。まさか！」

　飛龍は慌あわてて立ち上がり微瑛の袖そでを摑つかむ。が、微瑛はその手を振り払った。

「自分の宝が盗まれたとしたら、いくら軟なん弱じやくな思考になった飛龍さまでも、取り返そうとするだろう？」

「驪珠を──黒き竜の秘宝を、取り返そうというのですか」

　飛龍が険けわしい顔で問う。微瑛はそれに怯ひるむことなく言い放った。

「飛龍さまにも、小弓姫にも恨うらまれるだろうね。──だけど、あたしはやるよ。黒竜党を再興させるためなら、あんたをたてるためなら、何だってやってやる」

　すっかり冷めてしまった茶を一息に飲みほした微瑛は、飛龍に背を向け家を飛び出す。飛龍が微瑛を追いかけてくることも、背に声をかけてくることもない。

　微瑛はしらじらと明け始めている空を見上げる。わずかに覗のぞく陽光が、やけに眩まぶしく目にしみた。










　まどろみの中を彷徨さまよっていた驪珠は、遠くで子供たちがはしゃぐ声を耳にして、眠い目をこすりながら寝台から身を起こした。

　見覚えのない天井に、驪珠はまだ眠気でぼんやりとした頭に手を添えながら周囲を見回す。そして自室とは違う場所にある窓を発見し、更にそこから覗く太陽が随分と高い位置に昇っているのを目にして、ようやく驪珠は覚かく醒せいした。

「噓っ!?」

　慌てて寝台から飛び降り、窓に走り寄る。しかし何度見ても太陽は高く、対する庭に青々と茂る草木の影は短い。

　それらの事象は驪珠が寝過ごしたことを雄ゆう弁べんに物語っていた。

　趙家では仲ちゆう毅きが生活の中心だ。世の年寄りに違たがわず早寝早起きの習慣が使用人をはじめすべての者に備わっている。というより、早朝から仲毅や門下生が鍛たん錬れんを始めるため、早寝をしないと身が持たない、というのが本当のところだ。

　枢すう昱いくは仕事で遅くなることも多々あるし、蒼そう天てんをはじめとする友人と飲み明かして朝帰りということも少なくはないが、驪珠は基本的に仲毅と同じような生活を送っていた。

「これじゃ患わずらった時なみじゃないの……」

　よりによって人様の家で寝過ごすなんて最悪だ。

　驪珠は自分がしでかしてしまったことに呆ぼう然ぜんとしながらも、これ以上呆ほうけていては更に迷惑がかかると自分に言い聞かせ、手早く身み支じ度たくを整えにかかった。

　持参した荷物をひっくり返して服を取り出し、夜着を寝台の上に脱ぎ捨てる。冬と違ってあれこれ着込んだりはしないので、それほど時間を要すことはなかった。

「髪も何とかしないと」

　鏡台に向かうと長い髪は暑さで頰ほおに張り付いて、なかなかひどい有あり様さまだった。しかし櫛くしが見当たらない。どうやらうっかり、持ってくるのを忘れたらしかった。

　驪珠はため息をついて手で髪をすいてから誤魔化すように束たばねてみる。しかし、あまり見た目に頓とん着ちやくしない驪珠が見ても、ひどい仕上がりだった。

「やっぱり駄だ目めね。櫛、借りてこないと」

　驪珠が呟きため息をついたところで、小さな音を立ててそっと扉とびらが開いた。

　驪珠は鏡ごしに扉を見る。気き遣づかうようにわずかな隙すき間まから中を窺うかがっていた人物は、驪珠が起きていることを確認すると扉を大きく開けた。

「起きていたのか」

　いつも通りの態度だったが驪珠は思わず赤面する。改めて朱しゆ明めいを見ると、昨夜の顚てん末まつが鮮せん明めいに思い出された。

　そう、朱明は男だったのだ。

　初対面の時は、男だと思った。

　青せい蒼天の「妹」だと知った時は、男装が異様に似合う美女にしか見えなくなっていた。

　けれども本当は男だと知った今は、やはり綺麗な顔立ちをした男に見える。

　朱明は扉に背を預けてじっとこちらを見ていたので、驪珠はぎこちない動作で振り返った。

「お、おはよう」

「おはよう。──まあ、おはようという時間でもないが」

　肩をすくめて笑う朱明に驪珠は改めて赤面し、眦まなじりを吊り上げた。

「どうして起こしてくれなかったの？」

「昨日は遅かったし。何だかんだ言って旅の疲れもあっただろう。よその家のお嬢さまを起こしていいものか使用人たちが悩んでいたから、寝かせておけばいいと言っておいた」

「でも──！」

　驪珠は更に言い返そうとするが、朱明は取り合おうとしない。

「構わないさ。私も仕事上昼夜逆転した生活を送ったりしているから、使用人も慣れている。だから、そんなに慌てる必要はない。髪、結い直したらどうだ？」

「く、櫛がなかったのよ！」

　驪珠は拳こぶしを握にぎり俯うつむいた。朱明に会う前に使用人に頼むつもりだったのに、もうすべてが遅い。

「なるほど。ちょっと待っていろ」

　驪珠が布ふ団とんを頭から被かぶりたい衝しよう動どうに駆かられていると、朱明はその場から一度消え、すぐに櫛を持って戻ってきた。

「ほら」

　櫛を差し出す朱明が部屋に足を踏ふみ入れる気配はない。驪珠は首を傾かしげた。

「入らないの？　待っててくれるなら、寝台にでも座ってくれれば」

「……驪珠、お前は私の正体を忘れたのか？」

「失礼ね。そこまで寝ぼけていないわよ」

　頰を膨ふくらませた驪珠に、朱明は大きなため息をつくと頭痛をこらえるように頭に手を添えた。

「異性と分かった人間に寝室に入り込まれるのは嫌だろう、という私の気遣いくらい、察してほしいんだが」

　呆あきれ顔で告げられ、驪珠はきょとんと朱明を見返す。そして数拍の間をおいてようやく彼の言いたいことを理解し、ぽんと手を打った。

「そういうこと。──そういえば、最近兄さまも婚前の娘の寝所に入るものじゃないからって」

「ああ。だから私も」

「別にいいわ」

「そうだろう。──は？」

　朱明の顔が驚きよう愕がくに彩いろどられる。驪珠は立ち上がると朱明の手首を摑つかんで自ら部屋の中に招き入れた。

「今さらでしょう？」

　昨夜の出来事を考えればそんなことは実に些さ細さいな問題のように思われた。第一、朱明の凜り々りしい顔が変わったわけではないのだ。今までの気分が抜けきらない驪珠にとっては、男だからといって急によそよそしくする方が変なことのように思えた。

　──今まで通りでいいのよ。朱明は、朱明なんだから。

　朱明は呆あつ気けにとられていたようだったが、部屋から出て行く気はなくしたらしい。

「……後悔しても知らないからな」

　はあ、と聞こえがよしにため息をつくと、朱明は驪珠の背を押した。

「座れ。ついでだ、すいてやる」

　驪珠は言われるままに鏡台の前に腰かけ、その後ろに櫛を片手に朱明が立った。

　驪珠が座って朱明が立つと身長差が際きわ立だつ。小さくはない鏡だが、それでも朱明の顔はまるで映らなかった。かろうじて鏡に映る肩はこうして並べてみるとやはり驪珠のものよりも広い。全体的に華きや奢しやな印象がある朱明だが、顔の線の細さからそう見えるだけなのかもしれない。

　──そういえば、貧ひん弱じやくって感じはなかったわね。やっぱり鍛きたえてるのかしら。

　驪珠は昨夜見た胸元を思い出し、すぐに恥ずかしくなって思考から追い出そうと首を振った。

「ほら、動くな」

　朱明は無造作に束ねられた藍あい色いろめいた黒の髪を一度ほどき、丹たん念ねんにすき始めた。その手もとを鏡ごしに見ていた驪珠は、慣れた手つきにすぐに目を奪われる。ほとんど無表情で作業をしていた朱明は、沈ちん黙もくののちにふいに驪珠の肩に手を乗せた。

「どういう髪型にしたい？　いつもみたいな感じでいいのか？」

「そんなに色々できるの？」

「あまり侍じ女じよと接触を持ちたくなくて、そういうことは自分でやっているからな。これでも青家の娘として人前に出ることもある。簡単なものならできるぞ」

　朱明は鬱うつ陶とうしそうに自身の銀髪をはらう。腰ほどまである長い髪だが、男装の少女として高いところで一つに括くくっている姿しか驪珠は見たことがない。

　そこまで考え、ふと驪珠は思う。女ならばもっと髪の長い人間がいくらでもいるが、男にしては長すぎるのだ。

「その髪で、例の仕事もするの？」

　邪魔ではないのかと暗に言った驪珠に、朱明は鬘かつらだ、と苦く笑った。

「さすがに邪魔だし、別人物を演出するために本当は、同じ銀色でももっと短い。──以前お前に引っ張られた時は、取れるかと思って肝きもを冷やした」

「なに、そんな馬ば鹿か馬ば鹿かしい理由で怒ってたの？」

「馬鹿馬鹿しいとは失礼な。あの場で取れてみろ。大混乱だぞ」

　倒れながらも頭を押さえ続けていた姿を思い出した驪珠は失笑したが、朱明は大真ま面じ目めだった。

「だから余計に人に触られたくないんだ。──さあ、驪珠はどうする」

　驪珠の髪に指を絡からませ、催さい促そくするように軽く引っ張りながら朱明は問う。驪珠は鏡に視線を戻した。

「いつも通りでいいわ。この簪かんざしを使って」

「分かった。──前々から思っていたが、綺麗な簪だな」

　驪珠から簪を受け取ると朱明はくるりと手の中でそれを回す。そしてじっくりと眺ながめると、感心したように言った。

「派手じゃないが驪珠によく似合っていると思う。鮮あざやかで、細部に凝こった良い品だし」

「ありがとう」

　驪珠の頰が緩ゆるむ。朱明が髪を結って簪を挿さすのを鏡ごしに見守りながら、驪珠は弾はずんだ声を出した。

「朱明に会ったあの日、兄さまが買ってくれたの」

「なるほど。さすが枢昱どの。よく分かっている。──完成だ」

　出来を確認するようにじっと結わえた髪を見ていた朱明は納得したのか頷うなずくと、軽く驪珠の肩を叩いた。驪珠も頷き返し、そして苦笑する。

「悔くやしいけど、私がやるより上う手まい気がするわ。器用なのね」

「それなりにはな」

「しかも凄すごく綺麗な手、してるのね」

　振り返った驪珠は櫛をしまおうとしている朱明の手首を捕らえた。朱明ははじめこそ抵抗したが、驪珠が放さないので諦あきらめたのか、櫛を台に置いてから右手を広げて見せる。

　長い指と磨みがかれた爪つめが驪珠の目に飛び込んできた。

　朱明が普通のお嬢さまならば、驪珠はただその手を称しよう賛さんしただけで終わっただろう。だが、朱明は違うのだ。だからこそ驪珠は驚いた。

「剣を持つ者の手には見えないわ」

　驪珠の周囲の人たちは、皆一様に剣を握っている。仲毅の手も枢昱の手も、節くれだって剣だこが沢山あるごつごつした手だ。

　驪珠だって、毎日弓を握っていた時は指の皮がめくれたことがあったし、たこになったりもした。

　それなのに朱明の手は信じられないほど美しい状態を保たもっていた。

「剣はあまり使わない。それに、いくら武芸に精通した変わり者の令嬢で通っていたって、私は武の名門の生まれでも、誰かに弟子入りしていたわけでもない。そんな娘の手がいかにもじゃ、おかしいだろう？　これでも色々と気を遣っているんだ。女のふりに」

「なら、得え物ものは？」

「暗器の類たぐいを色々と。飛び道具を使う時もあれば、毒を仕込んだ針を使うこともある。殴なぐって使う簡単な道具の時も。用途に応じて使い分ける。色々と仕込まれたからな。──ああ、あの頃には正直二度と戻りたくない」

　朱明はそこはかとなく遠い目をした後に、ふっと諦めたような笑みをこぼした。誰に、と思わず驪珠は聞きそびれる。

「身体からだが動けば武芸なんていくらでも応用は効くから剣もそれなりに使える。ただ、きちんと基礎から固められている枢昱どのの剣と違って、どうしても変則的で我流なものになるな。──それが逆に、敵にとっては戦いづらいようだが」

「へえ……。あ、そういえば」

　しげしげと朱明の手を眺めていた驪珠は、ふと袖口に手をかけた。さっと朱明の顔色が変わる。まるで昨夜無理やり服を脱がした時のようだと思いながら、驪珠は一気に左袖をたくしあげた。

　細いしなやかな、けれど決して柔らかくはない腕が露あらわになる。だが、今はそんなことではなくて──。

「朱明！」

　非難の声を上げた驪珠の視線から逃れるように、朱明が居い心地ごこち悪そうに顔を背ける。

　昨夜微瑛によって傷つけられた腕は、驪珠が応急処置にと布を巻いたそのままの状態で放置されていた。

「……たいした怪け我がじゃないから」

「そういう問題じゃないわよ」

　驪珠は厳しく言うと、朱明の手を引っ張って部屋から引きずり出した。丁度その時、驪珠の鋭するどい声を聞きつけたのか使用人が近くの部屋から顔を覗かせる。ふくよかな女は、とりあえず元気な驪珠の姿に安あん堵どしたような笑みを浮かべた。

「おはようございます、驪珠さま」

「……こんにちは」

　驪珠の挨あい拶さつに使用人の笑みが深まる。よく見れば昨日ただ一人朱明を叱しかり飛ばした使用人だったが、まるでそれが噓のような柔にゆう和わな顔に笑い皺じわを刻み、彼女は二人のもとに近づいてきた。

「どうかなさったんですか？」

「朱明が──」

「──まあ、朱明さま。どうなさったんですか!?」

　女は目を見開いて驪珠が放した朱明の手を摑んだ。強い調子に傷が引きつったのか朱明は顔をしかめたが、彼女は放さず、強い語調で再度尋ねる。

　──ああ、やっぱり間違いなくこの人だわ。

　その剣幕を見て、驪珠は乾いた笑みを漏もらした。

「朱明さま！」

「たいしたことはない。転んだんだ」

「転んだって……」

「植え木に引っ掛けて服を破いたと言っただろう？　その時に。──なあ、驪珠」

　朱明は目くばせをする。驪珠は朱明の意い図とを察し、疑惑の目を向けてきた女に慌てて頷きを返した。

「そ、そうなんです。私が寝付けないでいたら、朱明が夜の庭も風ふ情ぜいがあるからって案内してくれて。ええと、でも足元が暗くて転びかけた私を、朱明が庇かばってくれたんです。その時……」

　適当に思いついたまま言っているため、目が泳いでいる自覚があった。このままでは顔に出てしまう。そう思った驪珠は誤魔化すように顔を伏せた。

　しかし女はその行動を違う意味に受け取ったようだ。一度朱明から離れると眉まゆ尻じりを下げながら驪珠に近づき、優しく肩に手を乗せた。

「まあまあ、驪珠さま。お気になさることはないんですよ。驪珠さまのせいではありません。そもそも夜中に外に連れ出したりする朱明さまが悪いんです」

「でも……」

「驪珠さまにお怪我がなくてようございました」

　女は一度穏やかに微笑ほほえむと、一転して朱明に厳しい目を向ける。朱明は居心地が悪そうに眼を逸らした。

「お医者を呼びますから、お逃げにならないでくださいね。驪珠さまもしっかりと見張っておいてくださいまし」

　有う無むを言わせぬ口調でそう言い放つと、彼女は素早く身を翻ひるがえした。おそらく医者の手配に行ったのだろう。

　その姿を見送った朱明は額ひたいに手をやり、天てん井じようを仰あおいだ。

「……だから嫌だったんだ」

　苦虫を嚙かみつぶしたような表情に、驪珠は首を傾けた。

「医者が嫌いなの？　子供じゃあるまいし」

「嫌いというか……何かの拍子にばれたらと思うと」

「あっ……」

　驪珠もはっとなって口くち許もとを押さえた。確かに朱明にはその問題がある。けれど、悪化したら元も子もないのだ。女を追って止めるべきかと悩む驪珠に、朱明は黙って首を横に振った。

「構わない。呼ぶといったら、彼女は呼ぶだろう。古参の使用人で、兄上だって頭が上がらないんだ。私の意見になんて耳を貸すものか。腕だし、何とかなるさ。こんな田舎いなかにいる医者が、そんなに洞どう察さつ力りよくに優すぐれているとも思えない」

「そう、ならいいんだけど」

　──でも、確か飛龍さまが医者を。

　言いかけた言葉を驪珠は飲み込んだ。折角治療を受ける気になっているのに、そんなことを口にしたら朱明は絶対に診察を拒否するだろう。

　驪珠はわずかな逡しゆん巡じゆんの末、沈黙を選んだ。

「大丈夫だ。──昼食の準備ができているらしい。医者が来るとばたつくからな。先に食べてしまおう」

　気を遣わせないようにするためか、朱明は話題をすりかえると驪珠の背を押した。まだ言いたいことはあったが、食事と聞いて朝食を食べていない驪珠を急激に空腹が襲う。

　鳴ったお腹なかに朱明がくすりと笑ったので、驪珠はそれ以上言及する機を失し、大人おとなしくいつもとは違う味付けの品々に舌した鼓つづみを打つことになった。

　しかし昼食を食べ終わると、朱明はすぐさま使用人によって一室に押し込められた。医者が来るまで逃げ出さないようにするためだと言い、外に見張りまで置かれている。

「医者が参りましたよ、朱明さま」

　その一言に、ふてくされて寝ころんでいた長なが椅い子すから大たい儀ぎそうに起き上がった朱明を見て、望んで同じ部屋にいた驪珠はため息をついた。

「どれだけ信用がないのよ。ちょっと信じられないわ」

　部屋の外に出ると、気の毒なほど恐縮している若い使用人と、朱明を呼びにやって来た件くだんの使用人がいる。にこにこと笑っていながらも決して笑っていない目に、顔を引きつらせた朱明は目を泳がせた。

「まあ、色々あったからな」

「ええそうですとも。──今回こそは逃がしませんからね」

　ふふふ、と不ふ穏おんな声を上げながら、彼女はがっしりと朱明の左腕を摑んだ。傷口に触れたのか朱明が顔をしかめる。

　すみません、と彼女は摑む力を緩めたようだったが、手を離すことはなく、悪びれた様子すらない。先ほども同じようなことをやっていたのを思うと、わざとやっているとしか思えなかった。

「逃げたことでもあるの？」

「逃げたこと？」

　呆れ切った驪珠の問いに朱明はふっと鼻を鳴らす。女の目が厳しくなったが、朱明は構わず続け、おまけに胸を張った。

「逃げなかった、ことがない」

「威張れることではありませんよ、朱明さま。聡明な朱明さまですもの。勿もち論ろん、分かっておいでですよね？」

　女がこめかみを引きつらせ、腰に手を当てて釘をさす。そして驪珠に視線を向けた。

「驪珠さまからも言ってやってください。朱明さまはこのようなご気き性しようの方ですから、よく怪我をしていらして。大事な御おん身みなのだということや、嫁入り前の娘なのだということを何度申し上げても聞いてくださらないんです。──今回だって、隙あらば逃げようとなさって」

　よよよ、と泣いてみせる女に、驪珠は心底何ととりなしてよいものか迷った。朱明と使用人を交互に見ながら言葉を探す。

「あ、あのね、朱明」

　驪珠は朱明の服の裾すそを摑むと、おずおずと彼の顔を見上げた。

「やっぱり、きちんと診みてもらった方がいいと思うのよ。気持ちは分かるけれど、診てもらいたくても、診てもらえない人もいるんだし、取り返しのつかないことになっても困るし。今回に限った話じゃなくて」

　それに、と驪珠は眉尻を下げてしゅんと項うな垂だれる。

「皆、心配しているのよ。私も心配だわ。特に今回は私のせいだし。だから──」

「──分かった」

　語尾が尻すぼみになり、それに伴うように驪珠が顔を歪ゆがませると、朱明は慌てたように頷いた。

　大分、驪珠に気を遣ってくれているのだろう。さしずめ罪悪感を覚えてほしくないといったところか。

「とりあえず今回は逃げない。絶対にだ。誓ちかう。──だから、いい加減手を離せ」

　前半は驪珠に向かって優しげに、後半は女に対して嫌いや気けがさしたように言って、朱明は女の手を振り払う。使用人は朱明が今回限りとはいえ逃げないと言い切ったことがとても意外だったようで、振り払われた手のことなど気にもせず、目を丸くしていた。

「一人で行ける。──ああ、驪珠は待っていてくれ。そうだな。庭にでもいたらどうだ？　月明かりの下でも綺麗だが、陽光の下で見ると、きっと新たな発見があるぞ」

　朱明は服を握ったままだった驪珠の手を丁寧に外はずすと、そう言って優しく微笑んでみせた。

「こんなことにまで付き合ってもらう必要はないからな」

　驪珠は素直に顎を引いた。

　飛龍と二人きりにするのは不安だったが、一緒にいても余計に話がややこしくなるだけだろう。──それに、飛龍に会って何を言ったらいいのか、正直なところよく分からなかった。










　朱明は歩き始めた。我に返って後を追おうとした女を視線だけで制止させると、逃げるつもりはないことを悟さとったのか、珍しく朱明に従い追ってはこない。

　医者が通されたとなれば客間だろう。そうあたりをつけて朱明は足早に向かうと、声もかけずに扉を開けた。ばたん、とやや乱暴な音を立てて開け放たれた扉。その向こうにあるものの中で朱明の目に最初に飛び込んできたのは、見知った調度品などではなく、座る男の後ろ姿だった。

　音に気づいた男が振り返る。そして、人の良さそうな笑みを浮かべて朱明を振り仰いだ。

「お待ちしておりましたよ」

「お前っ！」

「おや、小弓姫はいないのですか？　残念です。お会いしたかったのに」

　昨夜のことなどなかったかのように穏やかに話しかけ、残念そうに少しだけ表情を曇くもらせた男──飛龍。朱明は思わず飛龍のもとにつめ寄ると、その襟えり元もとを摑んだ。
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「何で貴様がここにいる!?」

「僕だって、さすがに白はく昼ちゆう堂々呼ばれもしない家に大きな顔でいたりしませんよ」

「何を──？」

「──昨夜の」

　人を食ったような言い方をする飛龍に対し更に問いつめようとした朱明は、飛龍の鋭さを増した眼がん光こうにかろうじて思いとどまる。体勢はそのままで、朱明は先を促うながした。

「昨夜の僕と小弓姫の話を、聞いていませんでしたか？　僕は今、この村で医者をしているんですよ」

　噓うそ偽いつわりの混じらない明快な声に朱明は頭に昇っていた血が一気に冷め、自分が冷静さを取り戻していくのを感じた。

「途中からしか、聞いていなかったからな。私だって、始終驪珠に張り付いているわけじゃない」

「そうですか。では改めて。僕は医者の、鳳ほう翔しようと申します」

　医者の、と飛龍は強調する。飛龍は今、争う気はない。──そう、朱明は理解した。

　朱明は、真実はどうであれ体外的には名門青家の娘だ。頭の良い飛龍には、今この場で朱明を害するという短絡的行為の愚おろかさが分かるのだろう。

　目の前に、手を伸ばせば届く距離にあるのに、手が出せない。その歯がゆさを感じているのは朱明も同じだった。たとえ飛龍を義賊だといって捕らえても村人は簡単には信じず厄やつ介かいなことになるだろう。そして何より、集まっている微瑛ら黒竜党の残党がどう動いてくるかもわからない。

　手が出せない。けれど、出されることもない。それが分かっているから、飛龍はやって来たのだ。

　すぐに会える。

　驪珠に言い残したあの予言めいた言葉は、あの時すでに朱明の治療に来ることを確信していたからこその発言に違いない。

　──どうも好きになれない。

　朱明は飛龍にも聞こえるよう、舌打ちをした。

　とはいえ驪珠の前であのように言い切ってしまった以上、治療も受けないまま追い出すわけにもいかず、朱明は諦めて飛龍の向かい側に腰を下ろす。そして負傷した腕を渋々差し出した。

「まさかあなたを治療する日が来るとは思いませんでしたよ」

　腕をとり、傷口を観察し始めた飛龍がしみじみと言う。その言葉に朱明は仏ぶつ頂ちよう面づらで応じた。

「私も、まさかお前に治療される日が来るとは思わなかったさ。──驪珠を連れてこなくて、本当によかった」

「……そうですね」

　朱明が自分を盛大に褒ほめ称たたえたい気分になっていると、意外なことに飛龍が頷いた。朱明が怪け訝げんな顔をすると、飛龍はまっすぐに朱明の顔を見ていた。

「もし小弓姫がこの場にいたら、何か理由をつけて部屋から遠ざけようと思っていました」

「なぜ？」

「あなたと、二人きりになるために。──そう言ったら、信じますか？」

　飛龍は朱明の手首を強く摑み、身を乗り出してきた。押さえつけられ、鈍にぶい痛みが朱明の腕を走る。どうしてこう、皆一様に負傷した腕を思いやらないのだろうか。

「おい、何の冗じよう談だんだ？」

　剣けん吞のんというよりはむしろ、口く説どき文句の一つでも出てきそうな雰ふん囲い気きである。男同士で何をしようというんだ、と思った朱明は、特に表情を変えず、軽く目を細める程度に表情の変化をとどめた。その小さな変化に、飛龍は嘆たん息そくしながら手を放す。

「つまらないですね。もう少し動揺してくれてもいいじゃないですか。ああ、言わなくても分かります。強いあなたには運動能力皆かい無むの僕なんておそるるに足らずということですね」

「そんなことは誰も言っていない。事実だが」

「ひどいですね。──でも、二人きりになりたいと言ったのは噓ではありません。小弓姫にはあまり聞かせたくない話をしようと思いましてね」

　ほっと安堵の息をついたのもつかの間、飛龍は朱明の傷口に用意してあった酒を吹っ掛けながら声をひそめた。ひりひりとした痛みとぞんざいなやり方に口許を引きつらせながらも、朱明は黙だまってその先を促す。

「微瑛が何か動きそうなんです。いえ、動いている、というべきでしょうか。僕が堂々とここに来ていることに気づいていないわけがないのに、口を挟んではこない。──正直、それが不気味でなりません」

「微瑛……？　ああ、あの女か」

　朱明は気の強そうな微瑛の顔を思い返し、顔を曇らせた。

「彼女は優秀です」

　朱明の考えを読んだかのように飛龍は重々しく頷く。

「当時の父の弟子たちの中で彼女の力はずば抜けていました。だからこそ父も、女ながら僕の腹心となるよう教育したのでしょう。小弓姫がいなければ僕の隣に立つのは彼女だったかもしれません」

「いいじゃないか。いっそ結ばれてしまえ。全力で応援するぞ」

　投げやりに言いながらも二度の対たい峙じが脳のう裏りをよぎる。昨夜のように武だけの勝負なら負けるとは思わないが、一度目のように術を使われると予測ができかねた。

「やるといったら彼女はやるでしょう。動けるだけの実力は十分に有しています。ですから、必ず微瑛は小弓姫を狙います」

「随分お前に心しん酔すいしているように見えた。お前が命じれば──」

「──無理です。小弓姫が黒竜党に戻れば僕も黒竜党に戻る。それを狙って彼女は小弓姫に手を出すつもりですから。今は小弓姫に釣られ元党員もこの近辺に集まっています。再び決起するのに、今は都つ合ごうが良すぎる。この機会を逃すわけはありません」

　飛龍は首を振る。頭脳派の彼にしても、どうしたらいいのか分かりかねるようだ。本当に困っている顔に朱明は片かた眉まゆを上げた。

「……黒竜賊の首領になる気はないのか？」

「ありませんよ。──僕には小弓姫に相応ふさわしい男になるという崇すう高こうな目標があるんです。黒竜党の党首ではそれが果たせません」

　渦中の組織の名称は二人の間で微妙に違う。しかし、それが統一される気配は見られないまま話は進んだ。

「義賊が驪珠に相応しいとは思えないが」

「刺し客かくに言われたくはありません。これでも臥竜は民衆に人気があるんですよ。──それに、黒竜党党首の妻では小弓姫も嫌でしょう。何しろ黒竜党は、小弓姫の家族を……」

　飛龍は目を伏せ、重々しく息を吐いた。きっとあの時のことを思い出しているのだろう。話を聞いていて、朱明もまた、当時のことを思い出していた。

　──あの人は、私の母さまだったの？

　悲痛な声はまだ朱明の耳に残っている。

　そして同時に、激情のまま弓を引こうとした驪珠の姿も、止めたいと思いながらも動けなかった飛龍の姿も、保身のために術をかけようとした天正将軍の姿も、朱明の目にしっかりと焼き付いていた。

「嫌な、光景だったな」

　もう二度と見る機会など訪れはしないが、朱明は決して忘れないだろう。それはおそらく、飛龍も驪珠も同じはずだ。

「黒竜党が人々を救うのだと信じていました。でも僕は、名も知らぬ人の幸せより、小弓姫の幸せを望みます。小弓姫を悲しませる組織なら、救いなら、僕はいらない。──ですから感謝しているくらいです。黒竜党を倒してくれて」

　思わぬ告白に朱明は返答に窮きゆうする。もっとも飛龍の方もこれ以上この話題を続けるつもりはなかったのか、朱明が動揺している隙に手をとり、慣れた動作で本格的な治療にとりかかった。

「……痛かったですか？」

　すでに用意してあった薬を指にとると、飛龍は未いまだ血が滲にじむ傷口を慎重になぞる。その問いに、朱明は苦笑した。

「正直に言うと、切られた時よりさっき酒をぶっかけられた時の方が痛かったな」

「あれは一気にやってしまった方がいいんですよ」

　噓か本当かよく分からないことを言いながら、飛龍は薬を塗り終わってからも冴さえない顔で傷口に視線を送り続け、数拍後、ようやく布で傷を覆おおった。

「すみませんね。どんな事情があれ、女性の肌はだに傷をつけたことは謝ります」

「……は？」

「傷つけたのは微瑛ですが、微瑛は僕のためにやったわけですし。責任は僕にあるでしょう」

「いや……」

「しかし、女性の身でその仕事は大変でしょう。傷も絶たえないのではないですか？　勿もつ体たいない」

　朱明は最初、飛龍が何を言っているのか分からなかった。一瞬真っ白になった頭が、数瞬を経てようやく鈍く動き出す。

「お前……」

　朱明の正体が昊こう天てんだと見抜いたのだから、てっきり男だとも気づいているのだと思っていたのに──。

　──まさかこいつ、さっき本気で口説こうとしてたんじゃないだろうな。

　呆れかえる朱明の心中など知らず、飛龍は滔とう々とうと喋しやべり続けていた。

「どうです？　小弓姫もあなたに信頼を寄せているようですし、一緒に義賊をやりませんか。私が計画を立てて、あなたが実行する。完璧ではないですか。危険にさらされるような真似はさせませんよ。僕の一番は永遠に小弓姫ですが、側近その一くらいの地位は差し上げます」

「……お前の上司なら、やってやらないこともない」

　脱力しながらもかろうじて朱明は言葉を返した。しかしその一方で、いっそこの場で服を脱いでやろうかなどと、馬鹿なことすら考えてしまった。

　朱明は飛龍が昨夜なぜあっさりと引いたのかをやっと理解した。もし朱明が男だと認識していたら、彼はきっと意地でも驪珠を連れ去ろうとしただろう。朱明が女だからこそ、しばらくは預けていても何の問題もないと思ったし、今後も驪珠の側に置いて問題ないと思っている──。

　つめの甘い奴、と朱明は鼻で笑った。

「生あい憎にくと、驪珠を渡す気もそちら側につく気もない。諦めろ」

「そうですか。──では、次の機会にじっくりとお誘いしましょう」

　飛龍はあっさりと頷いた。ここで騒動を起こすわけにはいかない。そう顔に書いてある。

　朱明は次の機会が永遠に来ないことを祈りながら、用済みになった飛龍を屋敷から追い出すために立ち上がった。










　朱明に置いていかれる形となった驪珠は、朱明の言った通り庭に出てみることに決めた。外は暑い日差しが降り注いでいるとはいえ、庭ではその大半が木々で遮さえぎられ清せい涼りようとしていたし、小ぶりながらも一休みできる四あず阿まやもある。

　それに、と驪珠は庭に下りながら目を伏せる。

　きっと朱明は用が済めば真っ先に庭に来る。そんな確信めいた思いがあった。

　──あの二人、大丈夫かしら。

　驪珠はため息をつく。そして興味深く辺あたりを見回した。

　昨日は結局屋敷に到着したのが遅かったので、部屋に案内された時点ですでに外は暗く、よく見えない状態になっていた。深夜もずっと庭を見ていたが、朱明と飛龍に目が釘付けになり庭を観察するどころではなかった。

「大きい……」

　改めて見ると、かなり広い庭だった。趙家に比べて青家はすべてに意い匠しようを凝らしている傾向にあったが、ここも例外ではない。庭園、と言ったらよいのだろうか。見ていて十分楽しい、風流な作りになっている。

　驪珠は、誘うように魚が跳はねた池にそろそろと近づいた。足元から冷気が這はい上がってきて心地がよい。そのまま屈かがみ込んで水に指先を浸ひたすと、やはりひんやりとしていて気持ちがよく、すっと落ち着いた気分になれた。驪珠は魚を呼び寄せるように指先で小さく円を描く。次々と生まれる円は波紋となって広がり、そして消えていった。

　──かさっ。

　ぱしゃ、と驪珠がたてる水音とは別に、背後で物音がした。草木をかき分けるかのような音に驪珠は肩を揺らす。

　朱明が来るには、まだ早すぎる時間だった。

　庭師だろうかと考え、驪珠は相手を驚かさないようにゆっくりと振り返る。

　そして、茂みの中から顔を覗かせている人物とばっちりと目が合った。

「あなた……」

　つい昨日見た顔だ。驪珠は記憶を辿たどる。確か名は──。

「──輝き肖しよう？」

　自信はなかったがどうやら正解だったらしい。輝肖は滲むような笑みを浮かべ、驪珠のもとに駆けよってきた。

「覚えていてくれたんだ。お姉さん」

「い、一体どこから入って来たの!?」

　弾む声に驪珠は戸惑いを隠せない。

　この庭は、入口から回廊を通って来なければならない。誰にも見つからず来るのはまず不可能なはずだった。

「壁でも乗り越えてきたの？」

　腕わん白ぱくには見えるが、ここの土壁は大きい。道具も使わず、子供の腕一本で登るのは無理があるのではないだろうかと、驪珠は輝肖と壁の両方に視線を彷徨わせた。

　そんな驪珠の戸惑いを察したのか、輝肖はへへん、と胸を張り、鼻の下を指でこすった。

「実はさ、壁に、穴があいてる部分があるんだぜ。俺、前に見つけちゃってさ」

「穴？」

「そう。外からも中からも茂しげみに隠れてて、他に誰も見つけてないんだ」

　秘密だよ、と押された念に曖あい昧まいに微笑みを返しながら驪珠は少し屈み込む。輝肖の頭についた葉っぱを取り除き、乱れた髪を直してやると、目線の高さが同じになった輝肖は照れ臭そうに笑った。

「で、どうしてここに？」

「お姉さんに用があったんだよ。朱明さまは？」

　きょろきょろと辺りを見回した輝肖に、驪珠は困って屋敷の方を眺めた。朱明は、まだ現れる様子を見せない。

「朱明はちょっと用事があって。もうすぐ帰ってくるとは思うけど」

「本当？」

　会えない、というのに輝肖の声は嬉うれしそうで、好都合だと言わんばかりに拳を握ってみせていた。驪珠は状況が読めず、首を傾げて言葉の続きを待つ。

　輝肖は興奮した様子で驪珠の両手を握ると、ぶんぶんと上下に振った。

「お姉さん、ちょっと、俺と来てくれない？」

「なぜ？」

「ええと、皆が、会いたがってるから」

　そう言って、輝肖は壁の向こう──おそらく他の子供たちが集まっている場所の方へ視線を向けた。

　驪珠も昨日会った子供たちの顔を思い浮かべる。鮮明に顔を思い出すことができる子がいれば、髪型すらも覚えていない子もいる。飛龍を知るという子供たちにもう一度会ってみたいとは思ったが、いかんせん、黙って外へ出るわけにはいかない。

　驪珠はちらり、と朱明が消えて行った回廊の奥を覗き込む。しかし、開け放たれた扉のせいで風が吹き抜けるそこは、朱明どころか使用人が通る気配すらもなかった。

「私も行きたいけど、朱明が来ないと──」

　ごめんね、と眉尻を下げる驪珠に、輝肖は腕を組みしみじみと言った。

「お姉さんは、朱明さまと本当に仲がいいんだな」

「ま、まあね」

　今の驪珠には、仲がいい悪い以前に朱明とは離れられない理由がある。しかし輝肖の何気ない言葉に対し、そういうわけじゃない、という反論の言葉は出てこなかった。

　他人から見てそう見えるのならば、嬉しいと、そう素直に思う。

「お姉さんは、朱明さまのこと、好き？」

「好きよ」

　するりと自然に驪珠の口からこぼれ落ちた言葉は、不思議なほど胸の中でもよく響いた。驪珠は自分の胸に手を当てる。

「──ええ。好き」

　もう一度、今度は自分に言い聞かせるように呟つぶやいた驪珠に、輝肖はそっかと笑って頭の後ろで手を組んだ。

「でもね、お姉さん。──鳳翔先生も、お姉さんのことが好きなんだよ」

　え、と驪珠は目を見開く。輝肖は真剣な顔をしてこちらを見上げていた。

「縁談全部断っててさ。なんでって訊きいたら、会えないけど婚約者がいるんだって言ってて。だからお姉さんのことを俺たちが教えた時、凄く驚いてたし、今け朝さはやっと会えたんだって、凄く嬉しそうだった」

「ひ…鳳翔さまは優しい？　いい先生？」

　何とか話を逸らそうと試みた驪珠に、輝肖は自分のことのように自慢げに顔を輝かせた。

「うん。凄くいい先生だよ。何でも知ってるし、お金なくても診てくれるし、優しいし、色々と教えてくれるし！　父ちゃんは、姉貴のお婿むこに欲しいっていつも言ってるよ」

　大好き！と彼は全身で語る。そこから浮かび上がる飛龍の姿は、驪珠が想像していた通りのものだった。彼ならば良い医者になるだろうと思っていたが、実際に慕したわれている様子を見ると嬉しくなる。

　しかし同時に、驪珠は思わず顔を赤らめた。

「鳳翔さまってば、何を……」

　まるで枢昱のようだと額ひたいを押さえた驪珠を見て、輝肖はふうん、と面おも白しろそうな顔で頷く。そして、有無を言わせぬ強い調子で驪珠の手を摑むと引っ張った。

「だから、そんな先生の意中の人に、みんな興味があるんだよ。ね、ちょっとだけでいいからさ。行こう」

「……え、でも」

　いきなり手を引かれ、均きん衡こうを崩くずしながらも驪珠はその場に踏みとどまろうとする。待って、と焦あせった声を上げる驪珠の意に反して、輝肖は更に手を引いた。

「大丈夫。すぐだからさ。お願いだよ。じゃないと皆でここに押しかけるよ」

「分かった。分かったわ。でも、せめて言こと付づけだけでも──」

「──駄目！」

　驪珠にしてみれば最大限の譲じよう歩ほのつもりだったのだが、輝肖は首を縦に振るどころか強い語調で言い切った。

　驪珠は目を瞬またたかせる。ちらり、と屋敷の中を窺う彼は、何だか無理やり連れ去られようとしている驪珠よりも焦っているように見えた。

「輝肖？」

「ええと……。駄目、なんだよ。朱明さまが迎えに来ちゃ、駄目なんだ」

　さすがに悪かったと思ったのかしゅんと項うな垂だれながらも、輝肖は頑としてそれだけは譲ゆずる気配を見せない。何か理由があるのか、それとも村の権力者の息子という、たいていの我わが侭ままは通る環境から生じた性格のせいなのか──。

　驪珠には判断しかねたが、とりあえず、このままでは埒らちが明かないことだけは理解できた。

「……分かった」

　逡巡の末に、驪珠は静かに言った。言い分が通りほっとした表情を覗かせた輝肖に本当にちょっとだけだからねと念を押してから、驪珠は軽い気持ちで導かれるままに茂みの奥へと進んでいった。

　輝肖はずんずんと迷いない動作で驪珠を引っ張り、件くだんの穴へと案内する。人一人──女子供なら通れそうな穴が、茂みに丁度隠れる低い位置に、確かに存在していた。

「お姉さん、早く！」

　輝肖に背中を押され、驪珠はその穴をくぐるために頭を入れる。しかし髪を結っているせいで、いきなりつっかえた。

「お姉さん、何やってるんだよ。早く、早く」

　後ろから急せかされる。驪珠自身も苦しい体勢が嫌で、無理やり、一息に頭を抜いた。

「はあっ。──あ」

　息苦しい感覚から解放されて安堵したのはいいが、髪がほどけ、地面についてしまっていた。驪珠は慌てて身を起こし穴から抜け出そうと手を引っ張り出して壁の向こうに出たが、地面に広がる髪を押さえつけてしまい、痛い思いをすることになった。

　落ち着け、と自分に言い聞かせ、驪珠は頭を振って地面に自分の髪が散らばっていない空間を作ると、手を広げ、自分の身体をやっとの思いで壁の穴から引きずり出した。

　その時均衡を崩して尻しり餅もちをついた驪珠は、深いため息をつきながら自身の服や髪についた汚れをはらう。ぱんぱんと乾いた音を立てている最中に、するりと何の苦もなく輝肖が抜け出してきた。

「……いいわね」

「お姉さん、それ、俺がちびだって言いたいの？」

　じろり、と半眼になってねめつけてくる輝肖的には、すんなりと通れてしまうことが不本意なようだ。くすりと笑うと輝肖は頰に朱を昇らせてそっぽを向き、驪珠の顔を見ないままぞんざいに手を握った。

「こっち」

　そう短く言って、輝肖は歩き出す。足早──むしろ小走りとも言える速度はまるで一刻でも早く青家の屋敷から逃れたがっているようで、驪珠は輝肖のまだ小さな背を訝いぶかしんだがそれでも手を引かれるままに進んだ。

　景色はあまり変わらない。しかし、先ほどからいくつもの田畑や民家を通り過ぎた。

　ほどけてしまった髪は背中で揺れる。暑い日差しに、背中がじっとりと濡ぬれていくのが分かった。輝肖の背中もまた、濡れている。他の子供たちよりは上等な布地の服に、くっきりと汗のしみが広がっていた。

「輝肖？」

　驪珠はこの村を馬でしか移動していない。だから徒歩での時間や距離の感覚をつかめずにいたが、それでも「ちょっと」というには長い時間を歩いたような気がして、先ほどから一言も発しない輝肖に声をかけた。

「どこまで行くつもり？　朱明が心配するし……」

「……大丈夫だよ」

　輝肖は足を止め、わずかな沈黙の後、硬い声で答えた。心なしかつないでいる手が震ふるえているような気がする。訳が分からないながらも驪珠がぎゅっと握り返すと、輝肖は大げさなほど肩を揺らし、そして、意を決したように真剣な面おも持もちで振り返った。

「あのさ、お姉さん」

　どうしたの、と驪珠は優しく先を促す。視線が同じ方が話しやすいだろうと思って膝ひざを折ると、意地があるのか輝肖はつま先で立った。

「俺、鳳翔先生が大好きなんだ。勿論お姉さんも好きだよ」

「？　それは、ありがとう」

　驪珠は突然の発言に戸惑いながらも礼を言い、輝肖の頭をなでようとする。しかしぱっとつないでいた手を離すと、輝肖は何やら思いつめた表情で驪珠から少し距離を開けた場所に立った。

「俺さ、鳳翔先生に幸せになってほしいんだ。それで、ずっと村にいてほしい。でも鳳翔先生はお姉さんが村から出てったら、一緒にどっか行っちゃうかもしれない」

「一体、何を……？」

「だから！」

　輝肖は手をぱちんと合わせ、勢いよく頭を下げた。

「お姉さん、騙だましてごめんな！」

　輝肖はそれだけを言うと、驪珠が止める間もなくその場から脱だつ兎とのごとく走り去っていった。屈んでいたことが災わざわいし出遅れた驪珠はその背を呆然と見送る。

　状況はまったく飲み込めなかったが、とりあえず噓うそをつかれて呼び出され、置いていかれたことだけは理解できた。

「何ごと……？」

　輝肖を追うように伸ばしていた腕を緩かん慢まんとした動作で下ろしながら驪珠は呟く。

　何か、とてつもなく嫌な予感がして、驪珠の背を冷たい汗が流れ落ちた。

「とにかく戻らないと……」

　──朱明が心配するわ。

　そう思って驪珠はとりあえずもと来た道を戻ろうと足を動かした。しかし、数歩歩いたところで立ち止まる。

「待っていたよ、小弓姫」

　若い女の声が背にかかった。

　全身が粟あわ立だつ。

　振り向きたいのに、振り向くことはできなかった。むしろ、身体が動かない。そのまま走り出すことも叶かなわずに、驪珠はただ生なま唾つばを飲み込む。

　王都で彼女に背後に立たれた時と、まるで同じ状態に陥おちいっていた。

「微瑛……」

　やっとの思いでその名を呟くと、微瑛が静かに笑った気配がした。

「悪いね。──気の毒だとは、思うんだ」

　ひたひたと近づいてくる足音が聞こえる。驪珠を害そうとする様子はない。むしろ、どこか憐れん憫びんを帯おびた声音で微瑛は言葉を紡つむいだ。

「趙家と言えばあたしでも知ってる名門だ。そんな所に引き取られたあんたは、もうこちら側には戻りたくないと思う。いずれ迎えに行く気ではあったけど、正直飛龍さまさえいれば、あんたがいなくても何とかなるとは思ってた」

「でも、飛龍さまは──」

「そう。あの人に黒竜党を再興する意思はないよ。だけどね、飛龍さまはあんたに首ったけだ。あんたが動けば、飛龍さまも動く。──分かるかい？　今、黒竜党再興の鍵かぎを握ってるのは、小弓姫。あんたなんだよ」

「……私に何かしても、飛龍さまは喜ばないと思うけれど」

　前に立つ微瑛の顔を、驪珠は精一杯の虚きよ勢せいでもって睨みつけた。しかしほとんど効果はなく、微瑛の顔には笑みが浮かんでいる。けれどそれは意外にも余裕の笑みではなく、諦めたような、自じ嘲ちようの笑みだった。

「分かってるよ」

　半ば投げやりに微瑛は頷く。

「そんなこと、よく分かってる。だけど動くなら今しかない。こんな好機、次にいつ回ってくるか分からないし、皆もう限界だからね。青蒼天の手から逃れて五年。──それは、あたしたちにとって、あまりにも長い時間だったんだよ」

「微瑛……」

「生きているはずなのに立ち上がらない飛龍さまに愛想を尽かす連中も出始めてる。飛龍さまを立てて黒竜党を再興するのは、今でなくちゃならないんだ。──だから小弓姫」

　微瑛は懐ふところから扇おうぎを取り出し、驪珠の目の前で開いた。黒地のそれは、微瑛が術を使う時に好んで用いるものだ。

　しまった、と思った時には後の祭りだった。微瑛の手が作り出す滑なめらかな動線。それを無意識のうちに目で追っていた驪珠の視界が歪んだ。

「微瑛……！」

　驪珠の懇こん願がんにも似た響きに微瑛が答えることはない。

　地面が揺れ、驪珠は耐えきれず片膝をつく。なおも遠のく意識を必死につなぎとめながら立ち上がろうともがくが力が入らない。驪珠が自分の無力さに打ちひしがれていると、揺れる身体を、微瑛がそっと支えた。

「……どうして、あんたなんだろうね」

　何が、と驪珠は口を開こうとして諦める。

　決して心地よいものではない、泥のような眠りが驪珠を誘っていた。

　驪珠は誘いに身を任せ──そして意識を手放した。
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「鳳ほう翔しよう先生、朱しゆ明めいさまは……」

「大丈夫。たいしたことはありませんよ。少しすれば、痕あとも残らず治ると思います」

「左さ様ようでございますか。本当にありがとうございます」

　些さ少しようですが、と使用人から差し出された布に包まれた謝礼を、飛ひ龍りゆうは礼を言いながら素直に受け取った。朱明としては飛龍が原因で怪け我がをしたのに、その飛龍に謝礼を渡すなど言ごん語ご道どう断だんなのだが、残念ながら使用人たちはそのあたりの事情を知らない。そして飛龍もまた、ここで遠えん慮りよするような男ではない。もらえる所からは遠慮なくもらうという義ぎ賊ぞくらしい信念で、飛龍は多すぎる額の入った謝礼を懐ふところに収めた。

　素直に治療を受けた朱明に使用人の女は上機嫌となり、にこやかに飛龍と話し込んでいる。朱明は一刻も早く驪珠のもとへと行きたくて足あし踏ぶみをしていたが、本当に行ってしまったら後で使用人に何を言われるか分からないので、早く終われと二人に必死に念を送り込んでいた。

「時にもう一人、お嬢さんがおいでとか」

「あら、よくご存じで」

　飛龍は巧たくみに話題をすり替え、しらじらしくも驪り珠しゆのことを問う。女は愛想よく笑って、ちらりと横目で朱明を見た。

「驪珠さまと仰おつしやいます。うちの朱明さまとは似ても似つかない、可愛かわいらしいお方ですわ」

「余計なことは言わなくていい」

　朱明は憮ぶ然ぜんと言い返すが彼女は怯ひるまない。

「そうだ、朱明さま。鳳翔先生を驪珠さまのもとへお連れしてはいかがです？　驪珠さまも大層朱明さまの身を案じていらっしゃいましたし、先生から大丈夫だというお言葉を聞いた方が安心されるでしょう」

　名案だと言って胸の前で手を合わせる彼女に、朱明は鋭するどい眼がん光こうを向け、飛龍は勝ち誇ほこった笑みを浮かべた。しかしその両方とも彼女の目には入っていないようで、いそいそと扉とびらを開けて指をさす。

「朱明さまのお言葉通りお庭に向かわれたようですわ。おそらく奥の──驪珠さまのお部屋に面した所にいらっしゃるかと」

「ありがとうございます」

「──おい、待て」

　朱明の制止を待たずに、飛龍は女が指示した方向に歩いて行く。朱明も慌あわてて追うので、結局言われた通り二人で驪珠のもとへと向かう形になった。

「ごゆっくりなさってくださいませ」

　そんな言葉に見送られながら二人は角を曲がる。誰も回廊にいないことを確認した飛龍は、口くち許もとを緩ゆるめた。

「ごゆっくり、だそうですよ。遠慮なくゆっくりさせていただきます」

「社交辞令という言葉を知っているか？」

　睨にらみつけながらも、朱明はすでに飛龍を追い出すことを諦あきらめていた。あの調子だと、使用人の誰かが三人分の茶菓子でも持ってやって来るだろう。その時に飛龍がいなくては、後で何を言われるか分かったものではない。

　──まったく、わがもの顔で歩いて。

　飛龍は忍び込むにあたって下調べでもしてあったのか、迷いない足取りで奥へ奥へと進んでいく。すれ違う使用人に怪あやしまれないように朱明は速度を上げて飛龍の隣に立ったが、飛龍が朱明の案内を必要とする様子はなかった。

「しょ……じゃなかった、驪珠。ひ、じゃなくて鳳翔です。──驪珠？」

「……お前、馬鹿じゃないのか？」

　庭に下り立ちきょろきょろと驪珠を探して見回すのはいいが、誰が聞いているのか分からないこの場所で小しよう弓きゆう姫きだの飛龍だのと言おうとする無神経さに朱明は呆あきれかえる。本当に声に出していたら、張り倒していたところだ。

　とはいえ、驪珠の姿が見えず返事もない。朱明も声を張り上げた。

「驪珠、どこだ？」

「……いませんね。屋敷の外に出て行った、ということは？」

「ない、と思う。驪珠のことだ。もし外に行くなら何か一言言っていくだろう。それにここから誰にも見み咎とがめられず門まで行くのは不可能だ」

　朱明が断じると、飛龍は難しい顔をして腕を組んだ。

「何ごともなければいいんですが」

「無駄に広い敷地だからな。どこか奥に入り込んでいるのかもしれない。──仕方がないから手分けして探すぞ」

　飛龍は黙って頷き、駆かけ足でその場から離れていった。

　飛龍から目を離すのは嫌だったが、きっと飛龍も朱明の命めいに従うのは不服だったに違いない。互いに不満で、それでも許容して行動するのは、ひとえにこれが驪珠のことだからだ。

「敷地にいてくれよ……」

　祈るように呟きながら朱明も別方向を探し始める。茂みをかき分けながら大きな声で驪珠を呼んでいると、しばらくして飛龍が走ってきた。

「どうした──？」

「あちらは、一通り、見ましたが、いま、せん。ただ、これが……」

　全速力で駆けてきたのか、胸を押さえながら飛龍は細こま切ぎれに言葉を紡ぐ。そして荒れた呼吸のせいか震える手で朱明に差し出したのは、簪かんざしだった。

「これは……」

「あなたの、ですか？」

　朱明は飛龍の手から簪を受け取り、矯ためつ眇すがめつする。沈黙に苛いら立だち、飛龍は鬼き気き迫せまる勢いで食ってかかった。

「答えてください。あなたのですか？　それとも誰か、別の──」

「──驪珠の、だ」

　低い、地を這はうような声で朱明は断言した。

　枢すう昱いくが買ってくれたのだと、嬉しそうに話していた姿はまだ記憶に新しい。

「間違いない。今け朝さ、というか昼だったが、驪珠の髪を結い、この簪を挿さしたのは他ならぬ私だ。──どこにあった？」

「あちらの壁に、人が一人通れる程度の穴があって、そこの前に……」

　言うが早いか飛龍は駆けだす。朱明もそれに続いた。

　茂みに服や髪が引っ掛かるのは無視し、二人は奥に進む。そして、その場所に辿たどりついた。

「侵入する際、逃走経路の一つとして調べておいたものです。まさかと思って来てみたら……」

　苦虫を嚙かみつぶしたような顔をする飛龍の横で、朱明は屈かがんで穴を覗のぞき込んだ。子供なら楽に通れる程度の穴。驪珠にはかなりぎりぎりだったのだろう。だから簪が落ちたのだ。朱明は穴に悪態をつきながら首をひねる。

「穴の大きさからだと自分から出て行ったとしか思えないが……。いや、でもまさかそんな」

　自分の思いつきを自分で否定しながら、朱明は近場の木に手をかけると、そのままするすると登った。啞あ然ぜんとしている飛龍を尻目に、そのまま朱明は壁の上に飛び移る。

「いないか……」

　朱明は舌打ちをする。

　それなりに遠くまで見渡すことはできたが、驪珠の姿らしきものは発見できなかった。

　だがその下で、どうにかして穴を通り抜けようとしているらしい飛龍が声を上げた。

「輝き肖しよう？」

「せ、先生!?」

　幼い声に朱明は顔を下に向ける。遠方ばかりに気を取られまったく気が付いていなかったが、直下に、少年がいた。

　少年は膝に手をつきながら、目を皿のように見開いて、穴から顔だけを出すという、珍妙な格好の飛龍を見ている。

「……何してるの？」

「出ようとしてるんですよ。理論上、頭さえ通れば、出られるはずなんですが」

　とはいえ、驪珠でさえ四苦八苦したはずだ。長身で身体も硬そうな飛龍ではかなり難しいだろう。飛龍もそれを悟さとり顔を引っ込めると、輝肖に手招きをした。輝肖は言われるがままに穴をくぐると、戸惑い気味の顔で尋ねてくる。

「でも、どうしてここに」

「輝肖？」

「──おい、どうした」

　朱明は壁の上からひらりと飛び降りる。突とつ如じよ目の前に現れた朱明に面食らいながらも、輝肖は朱明と飛龍の顔を見比べ、首を傾かしげた。

「鳳翔先生の思い人は、朱明さまの方だったの？」

　──冗じよう談だんでもやめてくれ。

　朱明は鳥とり肌はだが立った腕をさすった。その横で飛龍は穏おん和わな表情のまま答える。

「いえ、違いますよ。なぜですか？」

「だって、先生は今お姉さん──驪珠さまと会ってるはずでしょ？　それなのに、朱明さまと一緒にいるから。お姉さんは？　どこ？」

　朱明と飛龍は揃そろって顔を見合わせた。

　朱明の硬い表情を見た飛龍は心得たというように一度頷うなずき、すぐに輝肖に向き直る。

「輝肖、詳しく説明してくれますか？」

　いつも穏おだやかな飛龍らしからぬ鋭い眼光に、輝肖は一瞬怯ひるんだ様子を見せた。再度促うながされ、輝肖はようやく口を開く。

「だって、そう言われたから……」

「誰だれに？」

「知らない姉ちゃん。この村の人じゃないけど、鳳翔先生のためだって」

「そう言われて──驪珠をどうかしたのか」

　話に割り込んだ朱明は努めて穏やかな声を出そうとしたが、あまり功こうを奏そうしなかった。険けんのこもった朱明の声に輝肖は思い切り震ふるえて、飛龍の背に隠れるようにしながら頷く。

「そ、そうだよ！　鳳翔先生は、お姉さんのことが好きだから、お姉さんが村から出てったら、先生も行っちゃうだろうって。俺、そんなの嫌だよ。先生はずっと村にいてほしい。そう言ったら、お姉さんを呼び出せばいいって言われて……」

　──そういうことか。

　納得した朱明と飛龍はもう一度顔を見合わせる。

　輝肖も場のただならぬ空気を読んだようで、自分のせいで何かとんでもないことが起こっているということを察したらしい。見ていて気の毒になるほど声を震わせながら彼は続けた。

「お姉さんには、ずっと朱明さまがついてるから、何とか引き離してお姉さんだけ外に連れ出してくれって。そうすれば、鳳翔先生がそこで待ってるからって言って……」

「それで、どこに連れ出したんですか？」

「村の外はずれの方に連れてって、置いてきた。だって、鳳翔先生がそこにいるって思ってたから、邪魔しちゃ悪いと思って……。俺、何か、悪いことした？　お姉さん、やばい？」

「悪いこと、ではありませんよ」

　とうとう涙をこぼし始めた輝肖を抱き寄せ嗚お咽えつする背をなでながら、飛龍は苦笑した。

「輝肖は、僕のためにやってくれたのでしょう？　ありがとう」

　朱明は腕を組んで無言でその様子を見ていた。

　自分には口が裂さけても言えない台詞せりふだ。だから子供に人気があるんだろうなと、ぼんやりと感じた。

「まあ、まずいことになっているのは確かだがな」

　朱明の言葉に、輝肖の肩がびくんと跳はね上がる。そんな輝肖を安心させるように、飛龍は力強い笑みを浮かべた。

「大丈夫です。驪珠は、大丈夫ですよ。僕と朱明どのが必ず探します。輝肖は、僕たちを信じて待っていてくださいね」

「本当？」

「おや、僕が噓うそをついたことがありますか？」

「……ない」

「でしょう？　だからとりあえず、もう帰りなさい」

　有う無むを言わさぬ笑みで押し切った飛龍は、輝肖を促した。後ろ髪を引かれるように、申し訳なさそうな顔をして何度も振り返ってくる輝肖にずっとにこやかに手を振っていた飛龍は、その姿が完全に見えなくなるのを確認してから深々とため息をついた。

「置いてきた、という現場に行っても無駄でしょうね」

「そうだな。もう黒こく竜りゆう賊ぞくの手に落ちているだろう」

「……微び瑛えい、でしょうね」

　飛龍は複雑そうに顔をしかめた。

「どうしますか？」

「どうする？　そんなの決まっている」

　困ったように朱明を見やる飛龍に、朱明はきっぱりと返した。いくら微瑛が戦いにくい相手だとしても、他の答えなど、ありはしないのだ。

「取り戻す」

「頼もしいですね」

　しみじみと言う飛龍に、朱明は呆れた視線を投げかけた。

「お前は全然頼もしくないな。何が噓をついたことがありますか、だ。偽ぎ名めい使って義賊なんてやっているくせに、よく言う」

「おや、噓はついていませんよ。黙だまっているだけです」

　飛龍は軽く片方の目を瞑つぶってみせた。少しも悪びれない表情に、朱明はそれ以上追及する気をなくす。

「……私が言うのもどうかと思うが、黒竜賊を再起させなくて本当にいいのか？　今が好機だろう。微瑛とかいう女も、あんなに望んでいるのに」

「おや、先ほども言ったではないですか。僕はもう、あんな組織に興味はありませんよ」

　確認するように訊きいた朱明に飛龍は言って、酷こく薄はくな笑みを浮かべた。

「今度こそ、完かん膚ぷなきまでに潰つぶしてしまって結構です。跡取りである僕が言うんです。問題ありませんよ。──微瑛の気持ちも分かりますが、小弓姫を巻き込んだのはどうしてもいただけない」

　そうか、と朱明は頷く。怒っているのは飛龍だけではないのだ。朱明ははらわたが煮えくりかえり、今にもあたりちらしてしまいそうな心を抑えて静かに訊たずねた。

「その跡取りに問いたい。奴らは、どこを根ね城じろにしていると思う？」

「おそらく、あなたと同じ考えだと思いますよ。あそこしかないでしょう」

　二人は、互いに分かりあった者だけに許される笑みを浮かべる。

「そうか、じゃあ──」

「──朱明さま！」

　朱明の言葉を若い女の声が遮さえぎった。敵意がなかったためか、驪珠のことで頭がいっぱいになっていたためか。とにかく接近する気配に気づかなかった自分に呆れながら朱明は振り返る。

　そこにいたのは驚いた顔をする使用人の一人だった。

「こんなところで何を……。驪珠さまはどちらに？」

「……心配はいらない」

　朱明は安心させるように微笑ほほえむ。隣でまた、飛龍も柔やわらかな笑みを浮かべていた。

　彼女は少しばかり頰を赤く染めながら、でも、と言い淀よどむ。

「驪珠さまは……」

「昨日仲良くなった子供たちに連れられて外に出たそうだ。子供の一人が知らせてくれた。それと、そこに穴がある。ふさいでおいてくれ」

「は、はい」

　使用人は示された穴に驚く一方で、不信感も漂ただよわせている。実際に驪珠を確認しなければ無理ないことだろう。驪珠は大事な客人なのだ。

　どうしようかと朱明が考えていると飛龍が動いた。彼は使用人の手をとると、目を逸そらしたくなるほど眩まぶしい笑みを浮かべる。

「皆、随分と外からやって来たお嬢さんを気にしていたんですよ。好奇心が勝まさって連れ出したのでしょう。申し訳ありませんね。村の者を代表してお詫わび申し上げます」

「何が村の者だ、このよそ者」

　朱明の呟つぶやきは、幸いにして使用人の耳には届かなかったらしい。彼女はますます頰を赤らめた。朱明とさして歳も変わらぬ少女ならいたしかたないのかもしれないが、朱明からしてみれば飛龍の笑みは胡う散さん臭くさいことこの上ない。あれなら自分の方が──。

　──馬ば鹿かか。こんな時に何を考えているんだ。

　朱明は頭を振って浮かんだくだらない思考を追い払い、飛龍の言葉を継ぐ。

「場所は分かっている。これから迎えに行くから、安心しろ」

「私も共に参ります。ご安心ください」

「ほ、鳳翔先生がそう仰るのなら……」

　彼の日ごろの行いの良さを耳に入れているのか、はたまた笑みにやられたのか、使用人は朱明を疑う様子を見せていたというのに、掌てのひらを返すような態度で飛龍の言葉に顎あごを引いた。

　朱明としては面おも白しろくない。横目で飛龍を見ると、ちょろいですねと言わんばかりの表情を垣かい間ま見せていた。

「馬で行った方が早い。──用意してくれ」

「は、はい」

　朱明の指示に素直に頷くと使用人は転がるように屋敷の中へと戻って行った。その背を見送りながら、ふと思いついて朱明は飛龍に問う。

「お前、馬には？」

「の、乗れないことはないですよ」

　先ほどの自信に満ちた態度はどこに行ったのか、途端に視線を泳がせた飛龍に、朱明はただため息を漏もらした。










　飛龍の言は謙けん遜そんでも見み栄えでもなく、的確に飛龍の馬術の腕を表していた。

　一応、乗っている。走ってもいる。だが、乗るというよりはしがみつくと言う方が相応ふさわしい状況である。

　嫌いやがる馬。落馬を恐れてしがみつく飛龍。それを更に嫌がり暴れる馬。

「見事なまでの悪あく循じゆん環かんっぷりだったな。駄目な手本のようだ」

　目的地近くに到着し馬を降りた朱明は、揺れない地上のありがたみを全身で享きよう受じゆしている飛龍を見ながらしみじみと言った。

　使用人たちをやすやすと手玉に取る飛龍が動物になめられている様さまは、溜りゆう飲いんが下がる光景だった。

　朱明は飛龍を乗せていた馬に近づくと、艶あでやかな毛並みを丹念になでた。本来の持ち主の手に安心したのか、落ち着きを失っていた馬はすぐに大人おとなしくなる。

　朱明は自身の鹿か毛げと飛龍の馬を逃げないように木に括くくりつけると、慎重に辺あたりを見回した。

「やはり、ここですか」

　ここ──昨日朱明が驪珠と訪れた祠し堂どうを一いち瞥べつした飛龍は面白くなさそうに漏らす。黒竜賊に戻るつもりのない彼にとって、祠堂など何のありがたみもないものなのかもしれなかった。

　祠堂の周囲は草木が伸び放題で、視界の利ききが良くない。黒竜賊の者たちなど、得え体たいの知れない術使いを除けば朱明にとっては取るに足らない者たちばかりだ。それでも、圧倒的な数の差は脅きよう威いになる。小弓姫の名前にどれだけの人間が釣つられ、微瑛のもとに集まっているか分からないため、朱明はとりあえず弓矢などの遠距離攻撃に警戒しながら歩を進めた。

　極力足音を立てないようにしても、草をかき分けたりすると音が出る。しかし、熟練の朱明ですらそうなのだ。黒竜賊の連中も、決して例外ではない。微かすかに漏れ聞こえてくる音に耳をそばだてながら、朱明は慎重に物陰に潜ひそむ敵の数を把は握あくしていった。

　驪珠と二人で来たあの場所に辿りつく。

　別段昨日と変わった様子はなかった。というのも、昨日すでに何者かが滞在しているような痕こん跡せきはあったのだ。

　祠堂の中に、灯あかりがともっている様子はない。とはいえ、まだ夏の夕刻。西日が差し込む祠堂の中は、まだそれほどの暗さではない。

　ただ、気にかかることが一つ。

「竜が……」

　何度か来たことがあったのか、飛龍はある一点を見ると端麗な顔を歪ゆがめた。

　昨日は確かに地面に倒れ伏していた黒き竜。それが、今日はしっかり天に昇っていくかのような体勢に据すえられていた。

　近づいてみればもともとの台座に無理やりくっつけたものだということが分かる。しかし、それは黒竜賊が復活したという目に見えた印のようで、あまり気持ちの良いものではない。

　飛龍が近づいて、恐る恐る手を伸ばす。

　飛ぶ龍。黒竜賊の繁はん栄えいを願う名前を持つ彼は、これを見てどう思うのだろうか──。

「やっぱり小弓姫の効果は絶大だねえ。来ていただけると信じていたよ、飛龍さま。──そして、青せい朱明」

「お前……」

　声の主は配下と見られる者を二人従え、祠堂の戸口に立っていた。戸口は五段ほど階段を上った場所にあるため、朱明と飛龍は自然と見下ろされる格好となる。扇おうぎで隠された口許は、きっと笑っているのだろう。

「微瑛……」

　飛龍は朱明を庇かばうように一歩前に出ると、毅き然ぜんとした態度で微瑛に臨のぞんだ。

「小弓姫をさらったのは、微瑛ですね？」

「さらった？」

　微瑛は小馬鹿にするように鼻で笑った。切れ長の目を細め、飛龍の碧へき眼がんをまっすぐに見下ろす。

「黒き竜の秘宝を、取り返そうというのか。そう訊いたのは飛龍さまだよ。そう、あたしたちは取り返したんだ。あたしら黒竜党の守護神であり秘宝をね」

「しかし、小弓姫の気持ちは……！」

「それなら、あたしらの気持ちはどうなるんだ！」

　語気の荒くなった声に、飛龍は肩を震わせた。返答に窮きゆうして視線を逸らした跡取りの姿に微瑛は苛立ちを露あらわにする。

「確かに黒竜党員の中には、再興を諦めて新しい人生を歩んでいる奴もいる。だけど、あたしのように黒竜党にしか生きる場所がなく、再興を願い続けている者もいる。簡単に諦めることなんて、できない！」

「微瑛……」

　喘あえぐように名前を呼ぶことしかできない飛龍に、微瑛は更にまくしたてた。

「民衆は救われる。そう、天てん正せい将軍率ひきいる黒竜党にあたしらは夢を見た。飛龍さまには、黒竜党を継ぐ責任があるとあたしは思う。跡取りとして敬うやまわれ、敬称をつけて呼ばれ、大事にされていたのは、そのためだったんじゃないのかい!?」

「……勝手に見ていた夢の責任を押し付けられても困るだろう」

　今まで沈ちん黙もくを保たもっていた朱明が嫌気のさした口調で言えば、微瑛は飛龍から朱明に視線をずらし、扇をぱたんと閉じた。

　どこからともなく、といっても朱明が正確に把握していた場所から現れた者たちが、朱明に刃物を突きつける。おそらく微瑛が掌を返せば、朱明の首にぴたりと突きつけられている白刃はすぐさま肌を突き破るのだろう。

　──まだ殺されはしないだろうな。

　不利な状況とはいえ、朱明には逃のがれる自信があった。しかしそれ以上に、確信があった。

　青朱明という存在は利用価値がある。青蒼そう天てんを怨うらんでいるのであれば、なおのことだ。

　憎き青家の娘としてこの場で殺し再起のきっかけにするのもありだが、もっと上手な使い方ができる程度には頭の回る人間だろうと、朱明は微瑛と二回対たい峙じしてみて評価を下していた。

「面白くないね。さすが青家のお嬢さま、度ど胸きようも据わってる」

　微瑛は三方向から刃やいばを突きつけられながらも動じた様子を見せない朱明に気をそがれたようだったが、それに気を悪くして殺そうとする素振りはない。もったいぶった動作で階段を下りると、まだ朱明に刃物を突きつけている男たちをぞんざいに手を振ることで下がらせる。

「今ならまだ間に合うんだよ。飛龍さまを跡取りとして持ち上げることができる。──正直なところ、あたしは飛龍さまが欲しいのであって、小弓姫は二の次だ。飛龍さまさえ頷いてくれれば、小弓姫は解放してもいい」

「────！」

　飛龍の表情に動揺が走った。自分のせいで驪珠が囚とらわれている──。それは、驪珠のことを想う飛龍にとって耐えがたいことだろう。

「僕は……」

「惑わされるな」

　戸惑う飛龍に向かって、朱明は強い語調で言い放った。

「お前が戻る必要はない。取り戻せばいいんだ。──義賊臥が竜りゆうは、狙ねらった獲物を取り逃したことがないんだろう？」

「余計なことを言うんじゃないよ」

「事実だ」

　朱明は短くそう言うと、懐ふところに手を突っ込む。危険を察して微瑛の配下たちが動いたが、当然朱明が鋭利な刃物を微瑛の首もとに突きつける方が早かった。

　微瑛は即座に手で配下の動きを制する。先ほどと入れ代わった立場に、微瑛陣営は怒りを見せるが浮うき足あし立つ様子はない。

「驪珠はどこだ」

　朱明は違和感を覚えながら低い声で問う。いつも一度目標を定めたら動くことなどない手が、焦あせりと動揺で震えているのを自覚した。

「心配しなくても中にいるよ。あたしらが、小弓姫を殺すわけがないだろ？　勿もち論ろん、身体は無事だよ」

　微瑛は吐き捨てるように言うが、朱明は違和感を拭ぬぐえずにいた。

　──この余裕は、何だ。

「まさかっ！」

　はっと何かに気づいたのか、叫んだのは飛龍だった。飛龍は微瑛を指差す。その指先がわなわなと震えた。

「身体は、と言いましたね。まさか小弓姫に──」

　──術を。

　飛龍が言い終わる前に、朱明は微瑛を突き飛ばした。突然の出来事に微瑛は均きん衡こうを崩くずして地面に尻しり餅もちをつく。他の者たちが微瑛の身を案じて駆けよった隙すきに、朱明は飛龍と共に微瑛の脇を摺すり抜け一気に階段を上った。

「驪珠！」

　朱明は扉を開けきる間も惜おしんで中に滑すべり込んだ。風雨にさらされたままろくに手入れをされていなかった扉は、急な動きに耐えきれずにみしみしと耳みみ障ざわりな音をたてる。

　薄暗い部屋の中。朱明は目を眇すがめて注意深く左右を見回しながら一歩足を踏み出した。

　その刹せつ那な、朱明の頰のすぐ横を何かが高速で通り過ぎる。風を切る音に、朱明は一瞬ののち気がついた。

　朱明は反射的に足を止める。恐ろしかったわけではないが、とても嫌な予感がして心臓が波打っていた。

　──まさか。

　たん、と軽やかな音をたてて扉に突き刺さったそれを朱明は振り返りつつ視界に入れる。扉の隙間から漏れてくる光により不気味に浮かび上がるものは、刺さった衝撃で微かすかに揺れる一本の矢だった。

「小弓姫！」

　不ふ穏おんを感じ取ったのか、飛龍は扉を全開にして転がり込むように中に入って来た。

　呆ぼう然ぜんとしていた朱明は、飛龍の声で我に返る。弾はじかれるように振り返ると、扉が開いたことで入ってきた光の先に、驪珠が立っていた。

「驪、珠……」

　薄暗い空間の中に浮かび上がる驪珠の無事な姿に安心する間もなく、朱明は絶句することになった。まるで手本のようにぴんと背筋を伸ばし、片腕を伸ばして。弦げんを離した指はそのままの、矢を放った直後の体勢で、驪珠はじっと二人を見つめていた。

　──いや、これは、驪珠であって、驪珠じゃない。

　姿形は間違いなく驪珠のはずなのに、今までの活動的な驪珠とはまったく違う雰ふん囲い気きを醸かもし出す少女がそこにいた。表情の抜け落ちた人形のような顔に、朱明を映しているはずなのに何の反応も見せない、彩いろどりを失った瞳。少女は何の感かん慨がいも見せないまま、的を外した矢に視線を移す。

　すべてを察したのか、飛龍は呻うめくように言った。

「術にかかっていますね。──操られています。暗示程度ならいいですが、洗脳されていると記憶に支障が生じる可能性も……」

　朱明は舌打ちをして拳こぶしで壁を思い切り叩たたいた。傷んでいる祠堂全体が揺れるが、そんなことは構わない。

　──いっそ、本当に記憶なんてなくなってしまえばよかったのに……！

　朱明の脳のう裏りに悲痛な声がよみがえる。朱明はあれを、驪珠の心からの叫びだったと思っている。けれど、なくしたいと願った驪珠だって、記憶を奪おうと考えた彼女の祖父だって、こんななくし方を望んだわけではないはずだ。

　──くそっ。こんなのあるか。

　朱明は拳をきつく握にぎりしめた。

「青、朱明」

　驪珠は、驪珠には似合わない、けれども今の表情が抜け落ちた顔にはよく似合う、抑よく揚ように欠けた声で朱明の名を紡つむぐ。

　それはまるでただの「的」を相手にするかのような声こわ音ねで、朱明はぞっと背筋を震わせた。

　──朱明！

　朱明が驪珠と共に過ごした時間など短いが、それでもそのわずかな間に、朱明は様さま々ざまな感情のこもった呼ばれ方をしてきた。

　それと同時に、喜き怒ど哀あい楽らく溢あふれる驪珠の表情も見てきた。

　しかし、今目の前にいる驪珠は朱明の知るどの驪珠にも当てはまらない。

　──噓だろう？　こんなのは……。

　朱明は戸惑いながら驪珠に一歩近づく。すると驪珠は自然な動きで矢筒から矢を一本抜くと、流れるような動作で朱明に向かって構えてみせた。

　何の迷いも感じられないその動作は、ますます驪珠をからくり人形のように見せている。

「飛龍さま。言ってください。黒竜党の党首に立つって──！」

　響いた声は微瑛のものだった。微瑛は朱明たちの後ろに立ち、じっと飛龍のことを見つめている。苦しそうな顔をしていた。声にも懇こん願がんの色を混ぜて彼女は続ける。

「青朱明。あたしらにとっては憎き青家の娘だが、小弓姫にとっては随分大切なお友達のようだ。そのお友達を、操られていたとはいえ自分が射抜いたとなれば、小弓姫はどう思うだろうね。──あたしらからすれば、小弓姫復活だ。嬉うれしい限りだけれども」

「微瑛！」

「小弓姫のことが大切で大切で仕方がない飛龍さま。あんたは、後で小弓姫が苦しむのが分かっていて、この状況を見過ごせるかい？」

　微瑛が扇で手を打った。乾いた音に呼応するかのように驪珠はぎりっと弓を引き絞った。

　長らく弓を持っていなかったのが噓のような美しい構えだった。小弓姫は仙女であると流る布ふされるのも頷けるような高雅さがある。
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　しかし、と朱明は眉をひそめた。

　驪珠ならば。少なくとも自分の知る驪珠ならば、相手が誰であれ迷いなく弓を引くようなことはできないはずだった。

　それをやっている驪珠。否いな、やらされている驪珠──。

　──見ていられない。

　朱明は一歩驪珠に近づく。焦ったのは飛龍だった。

「やめなさい、朱明どの！」

　飛龍はなおも歩を進めようとしていた朱明の服を摑つかむと、必死の形ぎよう相そうで言いたてた。

「本当に矢を放ちますよ。幻術とはそういうものです。あなたは、分かっていない……！」

「なら、どうすればいいと言うんだ？」

「僕が……」

　いつになく飛龍は真剣な顔をしていた。服を摑む手が微かに震えていることに朱明は気づく。

「僕が、黒竜党に……！」

「……そんなに黒竜党に戻るのは嫌で、でも小弓姫は大切なのかい」

　振り絞るような飛龍の声を阻はばんだのは、微瑛の疲れが混ざった声だった。

「小弓姫は確かに大切にされてきた。だけど、穢けがれを知らないお嬢さまなんかじゃないんだよ。それなのに、今さら少しの血を流させるのも、飛龍さまは嫌だって言うのか」

「嫌です」

　飛龍は若じやつ干かん震える声で、しかしきっぱりと告げた。その答えに、微瑛は自じ嘲ちよう気味に笑った。

「……どうして、飛龍さまの隣に立つことが許されたのは小弓姫だったんだろうね。──あたしだったら、よかったのに」

「微瑛……？」

　呟いた微瑛は目を閉じ、力なく首を振っていた。その隙を見て、朱明は何としてでも驪珠に近づこうとする。しかしなおも上着の裾すそを摑んでいる飛龍の手が邪魔をした。

「離せ！」

「いけない。本当に危ないんです！　前はあなたが割って入った！　けれど、今回は……！」

　そこまで口走ってから飛龍ははっと口を押さえた。五年前と今の状況を重ねて、顔を青ざめさせているようだった。

「大丈夫だ。──あの時とは、違う」

　飛龍の手が緩んだのをいいことに、朱明は一気に驪珠に向かっていった。飛龍は慌てて手を伸ばしたが、かろうじて指先に引っ掛かったのは輝く銀髪のみ。

　そしてその銀の髪は、ずるりと飛龍の手の中に落ちていった。

　呆然と立ち尽くす飛龍を尻しり目めに、朱明は矢の軌道を正確に読む。

「驪珠！　──驪珠！」

　朱明はまっすぐに放たれた矢をなんなくかわすと、そのまま名前を呼びながら驪珠に飛び掛かって押し倒し、動きを封じ込めた。

　手を押さえられ弓も奪われた驪珠は、相変わらずぞっとするほど色のない目で朱明を見上げていたが、身動きのとれない体勢にもがき始める。何とか朱明を引き離そうと驪珠は朱明の合わせに手をかけ、一気に引っ張った。

「お、男……？」

　露あらわになった胸元に、後ろで飛龍が目を見張っている。朱明は振り返って平らな胸をなでると、妖よう艶えんに笑った。

「いかにも。私は男装の男だ」

「そんなことっ……」

「言っていないな。黙っていただけだ。──お前と一緒で」

　そう言われてしまえば飛龍は押し黙るしかなかった。未いまだ恨うらめしげに朱明の平らな胸と短い髪を見ている飛龍から視線を逸らした朱明は、状況が飲み込めず固まっている微瑛に向き直る。

「我が名は青昊こう天てん。──お前たちの最大の敵。天正将軍を討った刺し客かくは、私さ」

　言い放った後しばらく沈黙を貫いていた微瑛は、唐とう突とつに声をたてて笑い始めた。狂気すら感じさせる尋じん常じようではない笑い方に朱明は顔をしかめる。朱明よりも微瑛に近い位置にいる飛龍も異常に思ったようで、無意識のうちに一歩後ずさっていた。

　しばらく常じよう軌きを逸いつした笑い声は続いていたが、ふいにぴたりと止まった。微瑛は目尻にたまる涙を長い指先でぬぐいながら朱明を見る。

「そうかい。あんただったのか」

　笑いの反動か震えの残る声は愉ゆ快かいそうで、不気味だった。

「飛龍さま。こいつなんだよ？　こいつが、黒竜党を潰して、飛龍さまの父親だって殺やったんだ。小弓姫が、あたしらの守護神小弓姫がこいつを射抜けば、また黒き竜は飛ひ翔しようできる」

「しかし……」

「しかもこいつ、男じゃないか。飛龍さまにとっては恋こい敵がたきだろうに」

　言い淀よどむ飛龍に畳たたみかけるように微瑛は言った。ようやく気づいたのか、飛龍が弾かれたように朱明を見る。朱明は涼しい顔のままその視線を受け流した。

「──それでも、飛龍さまは、小弓姫には射させられないって言うんだね。たとえ、自分が不本意ながら黒竜党の党首になることになっても。そして親の敵で、恋敵でもある男を守ることになっても」

「微瑛、僕は……」

「分かるよ、あたしも」

　揺れる飛龍の碧眼に、微瑛はうっすらと笑う。先ほどの狂気じみた笑いとは違う儚はかなげな笑みには、思いつめた色があった。

「本当は小弓姫を使う必要なんてないんだ。あたしが、飛龍さまに術をかけて、無理やり祭り上げてしまえば簡単にことは済む。でもそれをしないのと、多分、同じなんだと思うよ」

　だから、と微瑛は扇を広げる。

「あたしは、あたしにできることをやるよ。恨んでくれて構わない。それでも、あたしは黒竜党を立て直したいんだ」

　微瑛の言葉に反応してゆらりと動いた背後の気配に、朱明ははっとなって振り返った。

　朱明が手を離したわずかな隙をつき、驪珠は弓を再び手にしていた。そのまま無機質な動きで弓を引き絞り、朱明に向ける。

　──まずいっ。

　さすがの朱明も顔色を失う。逃れるには、距離が近すぎた。

　自分がどうなろうと構わない。だが、驪珠が「人を射てしまった」という事実を残すのが嫌だった。──彼女はもう小弓姫ではないのだから。

　朱明は顔を伏せ、咄とつ嗟さに両手で身を庇う。

　しかし驪珠はいつまでたっても弓を放つ気配を見せなかった。朱明は恐る恐る身体の前で交差させていた両手を解とき、驪珠を見る。

「驪珠──？」

「──っ」

　先ほどは小弓姫の名の通り微動だにしていなかった手が、今は震えていた。まるで、弓を引こうとする身体に必死に逆らうかのように。

　表情も相変わらず抜け落ちていたが、微かに驪珠の口が動いたのを朱明は捉とらえた。言葉にはならない。しかし、確実に何かを伝えようとしているのだ。

「何しているんだい、小弓姫。早く！」

　急せかす微瑛の声をよそに、朱明は必死に驪珠の唇くちびるの動きを読み取ろうと試みる。

　──朱明。

　つい数刻前はごく当たり前に呼ばれていた名前を、驪珠の唇は確かに紡いでいた。何でもないことのはずなのに、なぜか朱明の胸が熱くなる。

　──お願い、逃げて。

　驪珠の意思の力が強いのか、または微瑛の力が及ばないのか。驪珠は微瑛の支配を必死に振り切ろうとしているようだった。

　──ごめん……！

　謝罪の言葉とともに、驪珠の表情のない頰に一筋、透明な滴しずくが伝った。

　それを見て、朱明は拳をきつく握りしめる。

　──いっそ、意識がまったくないなら楽だったろうに。

　言われるままに動く。ただ、それだけでいい。

　けれど驪珠は不幸にも自我を取り戻しつつあった。自分の意思の及ばないところで勝手に動く身体。その心には自じ責せきの念だけが募つのって。

　朱明は己おのれの中にふつふつと怒りが湧わき上がってくるのを感じた。それと同時に、これ以上驪珠が苦しむ様も見ていたくなかった。

「驪珠。──お前の、せいじゃない」

　朱明は驪珠に近づき、震える手に自分の手を重ねる。そして驪珠の固まっている手をほぐすようにしながら、弓を引き離した。

　それでも驪珠の口はまだ謝罪の言葉の形に動き、彩りのない瞳は朱明を映してはいない。

　──どうしたらいい？　どうしたら声が届く？

　驪珠の目に映る光景。耳に入ってくる音。それらは現実のものとは違うのかもしれない。なら、どうしたら──。

「──驪珠」

　朱明は驪珠の頰に手を添え、指でそっと涙を拭った。緩かん慢まんな動きで、ようやく驪珠が朱明に顔を向ける。

　まだ潤うるむ黒い瞳に自身の姿が映り込んでいることを確認した朱明は、そのまま己の唇を驪珠の柔らかい唇に重ね合わせて驪珠の言葉を封じた。

　驪珠がどのような顔をしているのかは、朱明自身が目を閉じてしまったために分からない。朱明同様目を閉じているのかもしれないし、相変わらず光のない目で朱明を映しているだけなのかもしれない。
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　けれどもわずかに声が漏れ、驪珠の全身が強こわ張ばった気配がした。

　背後では、朱明と驪珠が二人だけの世界を作り出すことを阻そ止しするかのように飛龍が叫んでいた。ただその口から飛び出す言葉は、残念ながら意味のあるものにはなっていない。

　気の毒に、混乱の極みの中にある彼は、悲壮感すら漂わせながら頭を抱かかえていた。

「──っ」

　どれくらい経たっただろうか。長かったような、短かったような時間が経過し、朱明はようやく驪珠から顔を離した。

　驪珠は目を丸くしていた。食い入るように朱明を見てくるその瞳に驚きよう愕がくの色を見つけ、朱明は他者に気づかれないようそっと安あん堵どの息をつく。術が解け、感情が表れた証しよう拠こだった。

「朱明……」

　解放された驪珠の唇が、空気を求めて喘あえぐ合間に動く。微かだが、かすれた声も漏れた。

「大丈夫。驪珠は何も悪くない」

　朱明は驪珠の髪に手を伸ばす。ぱさり、と髪をすくようにしながら真しん摯しな視線を驪珠に注そそげば、驪珠は数拍ののち頭の中で状況が理解できたのか、かあっと頰に朱を昇らせた。

「にっ……」

「に？」

「兄さまに言いつけるわよっ！」

　驪珠は朱明のことを突き飛ばし、顔を逸らす。

「それは困るな。殺される」

　朱明は本気で答え、それから笑った。すっかり元の驪珠に戻ったようで、肩から力が抜ける。頰が緩みそうになるのをこらえて気持ちを切り替えると、朱明は身を翻ひるがえし再び微瑛と対峙した。

「……まいったねえ」

　微瑛は髪をかきあげる。焦った様子は見せていないが、虚きよ勢せいにすぎないのかもしれなかった。

「諦めろ。──驪珠もそいつも、黒竜党には戻らないと言っている」

「……黒竜党には、党員が何人いたと思う？」

「どういう……？」

　時間稼かせぎだろうかと朱明は身構えるが、そんな様子はない。ただ淡たん々たんと微瑛は語る。

「勿論、すんなり党から離れた者もいる。再興すれば戻って来ると言って離れた者もいる。だけどね、どこにも行けず、ずっと黒竜党にしがみついている奴もいるんだ。飛龍さまや、小弓姫の名前に夢を見て、あたしに縋すがってくる奴らがね」

「お前は……」

「あたしらには黒竜党が必要だ。だからね。飛龍さまが戻ってこないと分かっても、あたしは止まれない。飛龍さまも小弓姫も駄だ目めなら、あたしがお前を倒して──！」

　淡々とした口調が一転して熱を帯おびたものに変わる。微瑛はいつになく厳しい面おも差ざしで、扇を持つ手首をかえした。

　──あれは……！

　間合いをつめていた朱明は、一瞬動きを止めてしまう。以前身体の自由が利かなくなったことを思い出し、反射的に身構えたのだ。

　あと少しの距離だった。しかし、その一瞬が朱明らしからぬ致命的な隙を生んだ。

　しまった、と思った時にはすでに後の祭りだ。金かな縛しばりにあったかのように動けなくなった身体に朱明は焦る。

「微瑛さま、これを」

　すかさず周囲で見守っていた微瑛の配下が剣を差し出した。微瑛は扇をしまい無言でそれを受け取ると、再び朱明に視線を戻す。紅べにが引かれた口の端が吊り上がった。

「微瑛！」

　かろうじて自由に動く眼球で横を見れば飛龍が青い顔をして叫んでいる。しかし微瑛は耳を貸す素振りも見せず、堂に入った手つきで剣を構えた。

「これで、黒竜党は──！」

　──貫かれる……！

　朱明は固く目を瞑つぶる。しかし、予想していた衝撃はいつまでたっても訪れなかった。

　急に自由が戻った身体に、朱明は慌てて目を開ける。そして飛び込んできた、床に膝ひざをついた美女の姿に目を疑った。

　──矢、だと……？

「小……弓、姫……！」

　しんと静まり返った室内に、腹に矢を刺した美女の怨えん嗟さの声が、やけに大きく響いた。
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　誰だれかに手を握にぎられている気配がした。

　けだるくて、深い闇やみの中にどこまでも沈み込んでいきそうな驪り珠しゆを必死で引き上げるかのように、大きな手が右手を包み込むように握っている。

「朱しゆ明めい……？」

　無意識のうちに驪珠の口から飛び出したかすれた声。それに反応したのか、手の主はぎゅっと驪珠の手を握り返した。

　驪珠はゆっくりと目を開く。急に差し込んだ光に、視界が白く染まった。

　二、三度瞬まばたきをして目を慣らす。ようやく慣れてきた視界に飛び込んできたのは、枢すう昱いくの、どこか憮ぶ然ぜんとしていて泣きそうな顔だった。

「兄さま……？」

「そうだ。俺だ！」

　枢昱はすねたように言って、ぶんぶんと手を上下に振る。それに伴って驪珠の手も激しく揺ゆれたので、ここへきて、驪珠はようやく自分の手を握っていたのが枢昱だったことに気が付いた。

「兄さま、なんで……。婚前の娘の寝所には入らないものだって言ってたじゃない」

「そんな話をしている場合じゃないだろう！」

　自分に向けられた珍めずらしい枢昱の怒ど号ごうに驪珠は身を震ふるわせた。が、怒っていることは理解できても何に怒っているのかが分からない。そもそも、どうして枢昱が青せい家別邸にいるのか。

　驪珠はぱちくりと目を瞬またたかせながら、怒ってもなお端整な枢昱の顔を見る。ぼんやりとした思考はまとまらず、まだ夢の中にいるのだろうかとすら思った。

　枢昱はぷるぷると震えていたが、状況をまったく把は握あくしていない驪珠の様子に怒りをそがれたようだ。はあっと聞こえがよしにため息をつき、力なく寝台に座り直すと驪珠の手を握ったままの手を、己おのれの額ひたいにくっつけた。

「心配、したんだぞ」

「兄さま……」

「黒こく竜りゆう賊ぞく崩くずれの連中が集まってるっていうし、よく話を聞いてみれば驪珠のいる村だし……。万一何かあってはと早馬で駆かけつければ、驪珠はぶっ倒れてるし、もう生きた心地ここちがしなくて」

　もともと心配性の枢昱だが、ここまでうろたえた様子は見たことがない。本当に心配されていたのだと実感し、驪珠は申し訳ない気持ちになって眉まゆ尻じりを下げる。

「兄さま、私……」

「それにな。それだけじゃないんだ」

　枢昱は顔を上げる。真ま面じ目めな顔に、驪珠は神しん妙みように目を見返した。悪いことをした自覚があったので、どんな言葉でも受け入れるつもりだった。──が、しかし。

「何で最初に朱明どのの名を呼ぶんだ！　俺を呼べとまでは言わないが、でも、なんか納得ができん！　お前、やっぱり朱明どのといけない仲に──」

「──そんなことあるわけないだろうが、馬ば鹿か者もの」

　目を点にした驪珠の前で、呆あきれた声こわ音ねと共に枢昱の頭はすぱんと叩たたかれた。文句を言って振り返る枢昱の向こう側にいるのはすべての仕掛け人。

　蒼そう天てんは驪珠の視線に気がつくとにこやかに笑って手を振ってみせた。

「やあ、驪珠どの。目が覚めたようだね。気分はどうだい？」

「……おかげさまで。──朱明は？」

「ここにいる」

　出した名前に枢昱がまた騒ぎ始める。しかしそれを綺き麗れいに無視して蒼天の陰から現れた朱明は、驪珠のもとに歩み寄ると、寝台に腰かけさりげなく枢昱の手をどけて驪珠の手に自分の手を添えた。

　長い綺麗な指に、驪珠のものより大きな手。触れられた瞬間は胸が高鳴ったが、驪珠はすぐに落ち着きを取り戻した。

　朱明は若じやつ干かん勝ち誇ほこったような顔を枢昱に向け、扉とびらを顎あごでさす。

「部下の方がお待ちですよ」

「なっ」

「驪珠が目覚めるまでという話だったはずです。──もう行かれては？　ねえ、兄上？」

　焦あせる枢昱を面おも白しろがっている朱明は、蒼天の顔を見て首を傾ける。無論、蒼天が枢昱の味方をするはずもなく、孤こ立りつ無む援えんとなった枢昱は泣きそうな顔をして驪珠を見た。

　しかし以前目撃した枢昱の部下に対する迷惑のかけっぷりを思い出した驪珠は、申し訳ないと思いながらも首を横に振った。

「兄さま、気持ちは嬉しいけど、私のせいで皆に迷惑がかかってるんじゃ悪いわ。ゆっくり休めない」

「うっ」

　枢昱は思い切り言葉につまる。

　あと一息だ、と思う驪珠は、枢昱の扱い方を完全に心得ていた。

「兄さま」

　横になったままだったので小首を傾かしげることはできなかったが、驪珠は上うわ目め遣づかいに枢昱の顔を見つめる。

「頑張ってね」

　その一言で、枢昱は呆あつ気けなく落ちた。

　おう、と調子よく返事をした枢昱は、驪珠に向かって拳こぶしを突き上げて見せると、あれほど渋っていたのが噓うそのように意気揚よう々ようと部屋を出て行った。

「……大丈夫か？」

　出て行く枢昱の背中を呆れた目で見送っていた朱明は、その背中が完全に消えたことを確認すると、空あいている方の手で優しく驪珠の髪をなでながら訊きいた。いつものようにぶっきらぼうな調子だったが、優しさが滲にじみ出ているのが分かる。

　驪珠があのね、と口を開きかけると朱明は何かに気づいたように言葉を遮さえぎる。どうしたのかと思えば、朱明は驪珠の背中に手を添え身体からだを起こさせた。背中の後ろに枕まくらを入れ込み、更にはどこからともなく上着まで持って来て肩にかける。

「長くなりそうだからな。──それで？」

　上半身だけ起こした驪珠を満足そうに見ながら再び寝台に腰かけ、朱明は先を促うながした。

「……怪け我がは、ない？」

「ああ。小しよう弓きゆう姫きに救われたからな」

　朱明は言って、苦く笑う。

「覚えているか？」

「なんと、なくは……」

　驪珠は曖あい昧まいに頷うなずきながら、頭の中で覚えていることを整理してみることにした。

　輝肖に連れて行かれて、微瑛に待ち伏せをされ、そこで意識を失ったところまでは覚えている。しかし、そこからがどうも混こん濁だくしているのだ。

　──でも、まったく意識がなかったわけじゃないわ。

　驪珠は確かに、夢か現うつつかよく分からない中で何かの声を聞き、そして身体を動かしていた。

　けれど、途中で疑問に思ったのだ。

　自分は果たして、何をしているのだろうか、と。

　そう思った瞬間、世界が変わった。暗くてぼやけた視界が広がる。その中で銀色に煌きらめくものは、直観的に朱明だと分かった。

　それなのに、自分はなぜか弓を構えていて。

　やめようと思った。でも、やめられなかった。驪珠の身体は、驪珠の意に反して動いていた。

　夢だと思った。でも、夢だとしても、朱明に向かって弓を向けるなど嫌いやだった。

　だから謝罪の言葉が口をついて。──そして唇くちびるに触れた柔やわらかな感覚と共に目を開けてみれば、朱明の整った顔が目の前にあった。

　驚いた、なんてものではない。

　息が止まるかと思った。

　状況がつかめないままでいると、朱明は驪珠から離れていった。動くこともできないまま驪珠は朱明の動きを視線だけで追って、そして、彼の危機を見た。

　動きを止められた朱明。

　朱明を害そうとしている微び瑛えい。

　そして、なすすべもなく立ちつくしている飛ひ龍りゆう。

　どこかで見たような光景だとまず思う。そして、のちに彼の身に降りかかる惨さん劇げきを想い、胸がわしづかみにされたような気分になった。

　ここで現れるべき第三者は、今度は自分だ。そう思った驪珠が周りを見回してみれば、夢の続きなのかかつて慣れ親しんだ武器、弓矢があって。

　驪珠は無意識のうちにそれを手に取り、構えたのだ。

　迷いがなかったといったら噓になる。けれど、それ以上に朱明を助けたかった。

　朱明に当たってしまうかもしれないということや、道士に当たらず、何の助けにもならないかもしれないなどという思し慮りよは、頭からすっぽりと抜け落ちていた。

　自分が、やらなくては。

　朱明を、助けなくては。

　ただ、その一心で驪珠は弓を引いた。

「ありがとうな」

　朱明は不器用な笑みを浮かべると、驪珠をそっと抱きしめた。近すぎる銀色の髪に驪珠は一瞬息ができなくなる。

「そしてすまない。驪珠にあんなこと、絶対にさせたくはなかったのに。──私が、不ふ甲が斐いないばかりに」

「……いいの」

　驪珠は朱明の腕の中で首を振ると、自らも朱明の背に手を回した。朱明が驚いた気配がする。

「よく分からないままやったけど……。でも、後悔はしてないわ。朱明がいなくなる方が、もっと嫌だったもの。だから、いいの」

「そうか。ありがとう。──ついでに、枢昱どのに言わなかったことも、礼を言っておこう」

「あ、あれは……！」

　忘れかけていたことを思い出してしまい、驪珠は赤面して朱明のことを引きはがした。焦って、話題を変えようとどもりながら無理やり口を開く。

「そ、それで微瑛はどうなったの？」

「片付けたよ。──昊こう天てん、がね」

　含みのある言い方で割り込んできた声は蒼天のものだ。

　驪珠と朱明のやりとりの一部始終を見ていた蒼天は、今も二人を興味深そうに見ながら口の端を上げていた。

　今までの人生の中で最大の羞しゆう恥ち心しんを覚えた驪珠は布団ふとんを引き上げ口くち許もとを隠す。朱明も落ち着かない態度で蒼天を振り返った。

「主犯の女──微瑛だったね。彼女が今現在、ほとんどの黒竜賊再起を願う者たちをまとめあげていたらしい。予想以上の大物を釣つることができて、色々と情報も手に入った。君には感謝しているよ」

「微瑛は、生きて？」

「生きているよ。捕らえている。黒竜党を再興させるか、自分が死ぬか──。そのどちらかに行きつくまで、止まれないという覚かく悟ごを持っていたようだ。素晴らしい才覚の持ち主だと思うよ」

　その言葉に驪珠はほっと胸をなでおろす。今さらな話だが、生きているならそれに越したことはないと思った。

「君の過去が微瑛から漏もれないよう、すでに手を回してあるよ。今回さらわれたのは、天てん正せい将軍の息子飛龍と、私の妹である朱明をおびきだすためだったということになっているから、何か問われたらそういうことで頼みたい」

「はい」

　驪珠は素直に頷いた。彼に任せておけば万事上う手まくいくだろう。

　捕らえられたという微瑛。彼女が握っている真実は、驪珠のことだけではないのだ。朱明のもう一つの顔も知られている。

　だから蒼天が全力で隠ぺいにあたるだろうことは予想できた。

「──そういえば」

　蒼天が顎に手を添えながら思い出したように言った。

「すべてが終わったら君に昊天を会わせるという話だったけれど、どうするかい？」

　驪珠は思わず朱明と顔を見合わせた。朱明は気まずそうな顔をして蒼天を仰あおぎ見る。

　そんな二人の様子を見て、蒼天は目を細め嬉しそうに笑った。なかなか本当の感情が窺うかがえない彼の、初めて見る本音のようだった。










　驪珠はその後三日間寝台の上で過ごすことを強しいられた。

　最初の一日はだるくて仕方がなく寝たり起きたりを繰り返していたのだが、三日目ともなれば大分本調子に戻り暇ひまになってくる。

　朱明がたいてい驪珠の傍かたわらにいて話し相手となっていたが、忙しくてあまり驪珠のもとに顔を出せない枢昱としては、わずかな時間を割さいてやって来た際に二人が談だん笑しようをしている様さまはあまり面白くないらしい。

　蒼天よりも一足先に王都に発たつことが決まった枢昱は、驪珠の調子が戻っていることをいいことに、驪珠を連れ帰ることを強引に決めた。

「いつもはあと一週間くらい寝ていろ、と言いそうな人なのにな。よほど私が驪珠の側にいるのが面白くないらしい。彼の中で私はまだ女のはずなのに……」

　そうぼやくのは、驪珠の荷を持っている朱明だった。

「馬車を頼むから大丈夫って……。あれに揺ゆられるのもなかなか疲れるだろうに。あの人は病やみ上がりの人間を何だと思っているんだか」

「まったくだわ。馬車より普通に馬に乗ってる方が楽なのに」

「そういう問題じゃないと思うが」

　朱明はやれやれと肩をすくめると近くにいた使用人に驪珠の荷を渡した。青家別邸の門前には、枢昱と、共に王都に戻る部下たちも大体が揃そろっている。出しゆつ立たつの時間はすぐそこに迫っていた。

「驪珠、さあ」

　枢昱に促され、驪珠は馬車の段に足をかける。その時、甲かん高だかい声が驪珠の耳を打った。

「お姉さん！」

「────!?」

　はっとなって驪珠は振り返る。

　懸命に手を振りながら転がるように走ってくるのは、輝き肖しようだった。

　驪珠は段にかけた足を外はずし、止める枢昱の手を振り払って自らも小走りに近づく。しかし輝肖はあと数歩というところで不自然に足を止めた。

「輝肖？　見送りに来てくれたの？」

　優しく問いかけておいでと両手を広げれば、輝肖は戸惑ったような、怯おびえたような目で驪珠を見ていた。すでに泣きそうで、目には透明な膜まくが張っている。

「輝肖？」

「……怒って、ない？」

　再度呼びかけた驪珠に、輝肖は消え入りそうな声で問うた。

　何かを言いかけた枢昱を制する朱明の姿を横眼で捉えながら、驪珠は慈じ愛あいのこもった笑みを浮かべる。

「怒ってなんて、いないわ」

「噓、でしょ」

　輝肖はふるふると首を横に振ったが、驪珠は首を横に振り返した。

「本当よ。──だって、輝肖は鳳ほう翔しようさまのために、自分でできる精一杯のことをやったんでしょう？」

「だけど、鳳翔先生はいなくなっちゃったし、お姉さんもいなくなっちゃうし……」

　──そう、か。

　拳を握る輝肖に驪珠は一瞬返答に窮きゆうした。

　輝肖がこの村にとどまってほしいと切に願っていた飛龍は、残党狩りにあうことを恐れて驪珠が目覚める前にどこかへ姿をくらましたようだ。てっきり微瑛たちと共に捕らえられてしまったと思っていた驪珠にとっては嬉しい話だったが、唐とう突とつな別れともう会えないかもしれないという不安から物悲しい気持ちにもなった。

　輝肖にとっては、まさに寝耳に水だったのだろう。よかれと思ったことが裏目に出た。しかも驪珠まで危険にさらしてしまったのだ。

　彼としては、生きた心地がしなかったに違いない。

「──いつか、また会えるわ」

　驪珠はゆっくりと、自分にも言い聞かせるように呟つぶやいた。

「私にも、鳳翔さまにも」

「本当？」

「朱明がまた、ここに誘ってくれればね」

　驪珠がちらりと朱明に視線を投げかけると、朱明はしっかりと頷きを返してくれた。それを輝肖も見ていたようで、沈んでいた顔は輝きを取り戻す。しかし、それは一瞬のことだった。

「お姉さんはそうかもしれないけどさ、鳳翔先生は、だって、本当は……」

　飛龍の正体──おそらく黒竜党に関する方の正体を耳にしたのだろう。輝肖の表情は曇る。本来はこんな場所で医者をやっているような人間ではなく、もっと遠い世界の人間であることを、幼おさな心ごころに悟さとってしまったのだろう。

　でも、と驪珠は首を振る。

「何者であろうと、鳳翔さまは鳳翔さまよ。私は私だし、朱明は朱明。──輝肖は輝肖。皆、変わらないわ」

「本当？」

「ええ」

　驪珠は明めい瞭りような声で答えた。

「もし次に会った時、輝肖が今まで通りに接すれば、鳳翔さまもきっと、それに応こたえてくれると思うわ。──さあ、いらっしゃい」

　驪珠は微笑ほほえみながら頷き、もう一度両手を広げた。

　輝肖は一瞬の躊ちゆう躇ちよの後、驪珠の腕の中に飛び込んでくる。

　緊張が緩ゆるんだのか涙るい腺せんが決壊した彼を、服が濡ぬれることなど構わずにぎゅっと抱きとめた驪珠は、謝罪の言葉を口に乗せ続ける輝肖の背を一定の拍ひよう子しで叩きながら、穏おだやかに言った。

「いいのよ、輝肖。──ありがとう」

　どれくらいそうしていただろうか。枢昱の我慢の限界によって、驪珠は輝肖と引き離された。子供に対してまで嫉しつ妬と心しんをむき出しにする姿で周囲を呆れさせつつ、枢昱は今度こそとばかりに驪珠を馬車に乗せる。

　驪珠が窓から顔を出すと、すぐ側に朱明が立っていた。

「文ふみを出す。届かなかったら、枢昱どのが差しとめていることを疑ってくれ」

　枢昱に睨にらまれながらも軽い調子で言う朱明に、驪珠は顔を綻ほころばせる。

「ええ。──爺じいさまに、うちにあげてもらえるよう、頼んでみるから」

「それは嬉うれしいな。兄上と共にお邪魔させてもらうよ。うちにもまた来るといい」

「勿もち論ろん」

　このまま会わないつもりなど、驪珠には微み塵じんもなかった。それは朱明も同じようだ。

　鼻水をすすりながらこちらを見上げている輝肖のせいで出発時刻を過ぎた枢昱たちは、その言葉を最後に隊列を出発させた。

　ゆっくりと動き出す景色を見ながら、驪珠はそっと息を吐き出す。

　──飛龍さまには会えなかったな。

　飛龍の誘いに対し、結局はっきりとした答えが返せなかったのが心残りだった。

　小弓姫と柳りゆう驪珠の二つにはっきりと折り合いをつけられたと思う一方で、飛龍に返すべき答えが、まだ明確な形になっていないのも事実だった。

　──朱明に、悪いわ。あれだけ引きとめてもらったのに。

　それでも、朱明がくれた数々の言葉を驪珠は一生忘れないだろう。今までよりはずっと楽な気持ちで、仲毅に、枢昱に、向かいあえる気がした。

　──それに。

　そっと口許を押さえる。柔らかい唇の感触は、はっきりと残っている。

　驪珠は窓から顔を出し後方を見る。朱明の姿はもう見えなかったが、それでも屋敷が見えなくなるまで、驪珠はずっと振り返り続けていた。










　遠ざかりつつある馬車を、朱明はじっと見つめていた。

　馬車の横を走れば驪珠ともう少し話すことは可能だったが、朱明はあえてそうしなかった。また会える。会ってみせる。そんな強い思いが胸の内にあったからだった。

　土つち埃ぼこりをあげながら進んで行った隊列が見えなくなり、急に辺あたりが静かになる。輝肖に家に帰るように促した蒼天は、屋敷に戻りながら朱明をからかうように言った。

「輝肖君のせいで別れを惜おしむ時間が奪われたようだね」

「うるさい」

　朱明は憮然とした表情で、煩わずらわしそうに蒼天に向かってひらひらと手を振った。その態度に、蒼天は意地悪い笑みを浮かべる。

「そんな態度をとっていいのかい？　実は、手紙を預かっているんだが」

「────！」

　驚いて振り返った朱明に、蒼天は懐ふところから取り出した書簡をちらつかせる。それを奪い取った朱明は蒼天に目もくれず自室に駆け込むと、すぐさま書簡を開いた。

　──青朱明どの。

　綴つづられているのは流麗な文章。

　しかし字じ面づらを追うにつれ、朱明はふつふつと湧わき上がる怒りから兄を思い切り罵ののしりたい衝動に駆られていった。

　青朱明どの。いや、青昊天と呼んだ方がよろしいのでしょうかね。いやはや、あなたにはすっかり騙だまされましたよ──。

　そんな調子で、飛龍からの手紙のほとんどは朱明に対する恨うらみつらみが述べられていた。よくもまあここまで書くと思いたくなるような分量に呆れ、朱明は途中を思いっきりすっとばす。読むだけ無駄だと思ったのだ。

　延々と続くかと思われた文句の手紙は、意外なことに挑戦状という形で締めくくられていた。




　僕は義ぎ賊ぞく、臥が竜りゆうです。

　狙ねらった獲え物ものは逃のがしたことがないと、申し上げたはず。

　あなたに譲るつもりはありません。必ず黒き竜の秘宝は僕がいただきます。今はまだ預けているにすぎないので、その点をどうぞお忘れなく。

　覚悟しておいてくださいね。




　読み終わり、書簡を床に投げ出した朱明はうっすらと笑う。

　──絶対に渡すものか。

　窓の外にどこまでも広がる夏の空を見上げながら、朱明はそう、固く心に誓ちかった。
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あとがき










　はじめまして、こんにちは。文ふみ月づき更さらと申します。

　この『小しよう弓きゆう姫き　─黒こく竜りゆうの珠しゆ玉ぎよく─』が私のデビュー作になります。お手に取っていただき、本当にありがとうございます。




「コユミヒメ？」

　タイトルを見てよくそう言われるのですが、違います。別に小さい弓サイズのお姫様の話ではありません。本作は中華風ファンタジーとなっておりますので、是非音読みで「ショウキュウキ」と読んでやってください。




　恥ずかしい話なのですが、実はこの「小弓姫」という言葉は、ある勘違いから誕生しました。

『三さん国ごく志し演えん義ぎ』に、「弓腰姫」という二つ名を持つ人物が登場します。常に腰に弓を装備していた、というのが由来です。それを昔、私はなんと「腰弓姫」だとすっかり勘違いしておりまして。そのせいで「小弓姫」という語順になりました。正しく覚えていたらこの物語は生まれていなかった、と思うと結果オーライなのですが……三国志の、呉ごファンとしてはあるまじき失態でした。

　ちなみに友人は、「弓を頭に挿しなよ！　簪かんざしみたいに！」と言って「頭弓姫」なるキャラクターを描いてプッシュしています。漢字ってこんなふうに色々な組み合わせ方ができるから面白いですよね。




　登場人物の命名も、漢字を使う場合は意味を込めることができるのでやりがいがあります。先に本文を読んでくださった方はお分かりだと思いますが、本作でも、名前に込めた意味を使って色々とやっております。

　たとえば主人公の驪珠には「黒い竜の玉」という意味があって……。本文未読の方もいらっしゃるでしょうから（文月は必ず先にあとがきを読む人間です）どう使ったのかは伏せますが、とにかく、この熟語を辞書で見つけた時に全てが始まった、と言っても過言ではありません。本当は、題名を『ドラ○ンボール』にしたかったくらいです！




　話がそれましたが、つまり、私は中華風が好きなのです。個人的に思い入れもあります。なので、その中華風ファンタジーでデビューすることができて、本当に嬉しく思っています。




　この本を出すにあたってお世話になりました方々には、心からお礼を申し上げます。

　まずは担当編集者さま。改稿はおろか推敲すらろくにやったことがなかった私が、こうして今の『小弓姫』を手にしているのは的確なご指示のお陰です。これからもどうぞよろしくお願いします。

　素敵なイラストを描いてくださった椎しい名な咲さ月つき先生。表紙詐欺なほど華やかな表紙をどうもありがとうございました。感動のあまり、携帯の待ち受けにしてしまいました。

　その他賞の選考及び出版に関わってくださった方々。どれだけの方の力を借りてこの作品が世に出るのかわかりませんが、とにかく、ありがとうございました。

　両親と、Ｋをはじめとする応援してくれた友人たちにも改めて感謝を。──本当に、本が出たよ！




　そして勿論、この本を手に取ってくださっている全ての方に、最大級の感謝を贈ります。ここまで読んで下さって、本当にありがとうございました。





文月　更






























小しよう弓きゆう姫き




─黒こく竜りゆうの珠しゆ玉ぎよく─








文ふみ月づき　更さら
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